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文選諸本の研究の刊行にあたって

このたび,斯波先生は,停年のため御退官になることになった。先生は,大正十五
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昭和四年,浜島文理科大挙開拳とともに御来任なされたのであっ養O爾来二十八年の

長資に亘り,浜島文理科大挙・浜島高等師範畢校・新制襲島大挙に於て,中国文革を

講ぜられた。殊に草創の文理科大挙漢文単科をみごとに開花せし砂,いままた,わが

新制贋島大挙中国文革科の基礎を牢固たらしめたことは,何人も知るところである。

今や,わが大挙に於て再び,先生の該博なる御拳識と慈愛にみちた御薫陶に接し待

なくなることを思-ぼ,まことに惜別の情に堰へないものがある。この惜別の情の一

端を表はすた砂に,先生の数ある御著述の申, 「文選諸本の研究」を刊行して,その

御退官を記念することにしたo

親しく教を受けたものにとって,先生の文選の授業ほど匪しい息ひ出はない。われ

われは,先生を通じて文選を知り,文選を通じて車間を知った,といっても決して過

言ではないo固より先生の研究分野は,文選に限定するには飴りにも襲い。文選の研

究のみが先生の本色であるとも,勿論いふことはできぬO併し如何なる分野の研究に
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堅確精微な賞辞的精神であらう。時に裏に潜んで底知れぬ深みとなり,時に表に顧れ

て磐石の重みとなる,その轡化はあるにしても,常にその様幹を成すものは,徹底し

た貿鐙的精神であり,これこそ先生の拳風の展骨頂であるOそして先生の此の安静的

精稗が最も端的に如実に牽露したものこそ,まさしく「文選諸本の研究」に他ならぬ。

本署は先生が昭和十二・三年頃までに書き上げられたもので,その一部を既に「文選

集注に就いて」と題して「支部畢」第九巷二班に襲表され,他の一部を「文選の校本

に就いて」と題して「帝固拳士院紀事」第三懇一班に襲表されており,その後いくら

か訂正を加-て深く管底に蔵せられてゐたものであるが,いま先生に請うて,特に本
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例 仁コ

1此の稀は予の閲莞せる坂本李善注文選・李善五臣合性文選の内の33通と菅

紗本3通となとりて解説を試みたるものである。

2　解詮はその本の系統と特色とを明かにすることに重きを置いた。

3　此の稿に著録せる校本33通の内,其の十の八九は短時日問に借質せしもの

なるを以て,封校の粗薗不備甚だ多かるべく,障って論断亦誤謬砂少に非ざる

べLと息ふ。後日博物者の高教を細いで訂正せんことを期する.

4　既に借覧するを得て未だ解詮の成らざる者及び所蔵著明かなるも未だ借覚す

るを得ざる者が傭数通有るo走れ等の解詮は,後日此の稀に追補せんことを期

する。

ち　文選刑註・文遺書註・文選勇訓・文選正文等の無性本及び陳輿郊文選章句・

張鳳巽文選琴註・葉樹藩参訂文選・秦鼎覇刻某氏本(未完本)等の李注を粗節

せしものは,之を閲覧せりと蜂も,すべて此の稀に放砂ない。
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文選諸本の研究

上　篇.　坂　　本

I　組　　　詮

①

支部に於ける離板は,中庸の頃より既に行ほれてゐたヤうだが,未だ必ずしも盛で

はなかったo頗るに五代の時に及んで乃ち盛行し,九経をはじ砂,楯嘗大部のものま
ゥ

で印刷されるに至った.而して文選の始めて付梓されたのも亦賞に是の時に在るとい

ふo采の王明清の揮題飴話巷2に,陶苗の五代史補に擦って記して日く,
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督陵(憤下策富者日宇),異自若富貴,嘗板以鎮之遣畢者,後仕王局鳶等札途践

其言刊之, (草津討原本)0 (王国維日,昭窟相局,衣孟魂FA徳二年,至贋政十六七年,伶衣

相位・中富(三野清字)謂異相王萄,巳井草箕,其刊文選,塞相局後,不得衣長輿之前)

と,諸家皆此を以て文選印行の嘱矢とする。昭喬の刻した文選は何種の本であったか
ョ

を知らないが,爾後采に至って文選の刊行漸く多く,元・明を経て清に詰るまでに出

た校本の健類は,無慮数十盲に上らう。

管見の及ぶ夙諸家の書目を渉猟して知るを得た文選の異種・異板は,李善注本・

李善五臣合性本,各々30飴本有る。而して其の札或は存亡既に明かならざる有り,

或は重僕達に購ふ能はざる有り,或は遠く異城に儲せられて見る可からざる有り,

或は輝く秘蘇せられて窺ふべからざる有って,今に至る迄に親ら播関するを得たもの

は,李善注本・李善五臣合注本,合して綾に40通にも充たぬ.今其の内, 33通を拝

んで下の如く三窮に大別するo

其の-は李善畢注本で,次の15通が之に屠するO

清,胡克家重離采淳照刊本,覗,覆元張伯薗本,　　　明,江諒刊本,

明,朱純臣刊本,

覗,番正書院重刊本,

覗,野原一品刊本,

清,慣徳堂重離汲古間本,

覗,郡張伯盟本,　　　　明,庸藩刊本,

明,晋藩萎徳書院刊本,　明,文息堂校正本,

港,索位堂重刊汲古関本,

清,鐙士謎重校汲盲閣本,
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清,文盛堂童顔汲盲関本,　清,光輝堂重腰汲首関本
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次の6通が之に屠する。

采,明州刊本,　明,蓑襲肪采刊本,　明,丁現重刊本,　采,張守校正と題す

る本(其の安,阿代商借の腰を億れるもの),日本慶長活字本, H本寛永本

其の三は,李聾注を前に出し,五臣注を後に出せるもの,即ち所謂李善五臣注本で,

次の12通が之に属する。

采,戟州刊本,

明,洪梗校本,

明,徐成位重校本,

明,再発庚重校本,

下に此の三粟葛に就いて,

四部叢=門真采本,　　　　　明,重刻茶陵陳仁子刊本,

覗,茜食堂校刊本,　　　　明,壇孔折校本,

晩清(惟時,惟篠)校刻本,由,英勉畢重校本,

日本慶安板木,　　　　　　日本寛文本

それぞれ,其の種屠本の系統と特色とを概説しよう。

(1)李曹畢注本

此の類に属する15通の組本は,采淳願問,尤菱が貴池に於て刊せし本,即ち所謂

尤本である。而して尤本に擦れるもの,充張伯頚木と清胡克家本との2に分れ,元の

,IJ‥:こ.'・'"蝣:蝣. if…蝣*-!--"' :　　:.. -∴∴'/.I.　∴:'~::∴

のに荘諒本・朱純臣本が有り,初張民本に擦れるものに庸藩本・郵原苗木・明汲盲関

本が有るo　而して唐藩本・汲首関本亦各々若干に分かれる。 15蓮の系統を示すこと

下の如し。

表中( )を附せるは未見の本であるO表中同列に在る諸本は,必ずしも各々其の直上の

本から出たのではなく,或は同列本の間に於て相承けたのがあるかも知れないO例へば,覆

東民本と初張民本とは表中倍に同列に置いたけれども,翻張民本はもと直接売張胎顔原本に

嫁ったのではなく,或は覆張氏本に擦ったのかも知れぬ。

此の類の躍本たる尤本は,令,之を見るを得ないが,尤本を真横重銭せる胡刻本を
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以て推すに,是の本はもと唐の李善畢注本に揺れるには非ず,李善注と重臣注とを併

せ探れる本に就vlて,正文は李善本と恩はれる文字に従ひ,注は李善注と息はれるも

ののみを抽出したに過ぎない(両も都民の擦れる尤本は,甚だ補Alの多い本だったやうであ

畠)o障って,正文の文字及び分節頃に五臣本に従ったり,注中に五臣の文を混じた

り,正文中に音程を存したり(挙善本は決して正文中に普樺を爽記しない)する誤謬が有

ったやうである。加之,正文・注供に後人が意を以て改ゆたり,もと勇記だった文を

注中に錯入したり,注新引の書を今の原書に照らして宴改したりした誤謬も亦其の免

れざる所であったらしい。胡氏の擦れる尤本の短所は此の通りである。併し胡刻本及

び真木・四部叢刊本等の現存坂本を以て,庸紗李普選注本(教壇出土本が2種有る) ・鷺
④

妙文選集注本(李善本の異面目を保っ所が多い) ・北来校李善畢注本の環巻と封校するに,

今の校本申,最も多く上の官本と合するのは胡刻本である。これから推せば,尤本は

現存の六臣合注諸本に比べて,優る所の有る本であったことが知られる。是を以て,

尤本を景模重銑せる胡刻本は,李善本の啓を存する慶に於ては,今の校本中の白眉な

りと謂ふことが出奔るo

元の張伯讃原刊本は未だ見ないが,明の覆元本牽以て之を考-るに,張氏刊本は胡

刻本と同じく南采尤本を景摸せしものなることが知られる。慮るに,胡亥口本と覆張民

本とを封校するに, 2本互に異る所が捗くなく,而もそれらは概して覆張民本の方が

劣ってをるo郡摂氏本に至っては,正文・注供に六臣注本に擦って妄改せる所多く,

注申「向日」, 「翰日」, 「銑日」, 「務田」等の五臣注さへ混ずることが抄くない有

様で,殆んど張氏原本の膏を失せるもののやうであるo

荘諒本・朱純臣本は倶に覆張民本と大差無く,庸藩・養正書院・晋藩養徳書院・文

恩堂・部原轟の5本は互に異同は有るが,概して之を冨-ぼ,皆覇張民本と相近い。

明の汲盲関本(未見)亦郡張民本の系統に属するもののやうであるが,重離汲首閣本5

通互に異同多くして,而も素位堂・懐篠堂の2本頗る相似て変る.蓋し此の2本が5

連中に於ては比較的原刊本の馨を存するのではないかと思はれる.o

(2)五臣李善注本

此の類に屠する6通の内,最も奮い・のは,采の明州刊本で,之に次ぐのは,明の裏

氏併采刊本であるO而して衰民本は直ちに明州本に凍ったのではなく,恐らく別に本

づく所が有ったものと恩はれる。吾が慶長活字本は,明州本に擦ったもので(粗目のみ

は茶陵本に掠る),寛永本は慶長本の重刊である。叉,丁銑本は衰民本に就いて,哩
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毎年葉の行数のみを改めたものであり,張守本は直ちに丁氏本を襲ったものに過ぎな

fas

明州本は,五臣注詳であるが,李善往路なる所の多きを其の劣れる鮎と薦すべく,

其の優れる鮎は,夏木・執州本・四部叢刊本よりも多く李善注・五臣注の菅式を存す

ることと,李善注中の文字に於で,胡刻本・麦本・額州本・四部叢刊本供に後人の窺

改変経た所,此の本濁り往々其の啓を保てることとに在る。

某氏本は五臣注と共に李善注をも詳出し,両も走れ等皆本づく所有るもののやう.ど

ある。此れ其の最も優れる鮎である。叉胡刻本・額州本・四部叢刊本営改麓せられ,

或は誤脱有る所で,此の本のみ未だ誤らない例も砂くない。此れ亦其の優れる鮎であ

る.既に此の二長所が有る参し上,此の本を以て決して健の明刊本と同一硯すべきでは

ない.芋蔓概ね正法に従-るのも亦其の特色と震し得よう。但筆者刻工の犯せる文字

の誠誤が少くないのは其の短所である。丁民本は京民本を襲うで,両も其の誤を正せ

る所も有るが,亦麦氏本末だ誤らずして,此の本却って誤れる所も有る。弓長氏本は,

丁民本と重く同じ。

(3)李善五臣注本

此の罪に属する12適に於ては,采の額州本を其の組と推すべきである。而して滅罪

棋赦宋刊本(四部叢刊本の原本)は韓州本を本としたもののやうであり,陳仁子本(莱

陵本)は癌芥模本と同種の本から出たもののやうであるO　陳民本は明の時重刻された

∴「 :∴ ・/∴"r∴こ　　　　　-.・'.-I-'　　　　　　、/.:∴　　　　十

本からは徐威位本が出てなり,健民本に揺れるかと寮はれるものに清民本が有るo而

して英勉草本・再発庚本酬県央潜民本を承けたものであらう。館,英氏本に撮れるも

・. ∴　　:'十:. ・ I・・'--I:　二・∴・∴　　　　　　圭　　,・蝣.・・-1  :・

12通の系統を表示すれば下の通りである。

栄-本-(票管掌)四-本欄手本,一間陳氏本11二器芸芸芸二器芸芸芸芸_-

-酎鯛,惟徳)本一-草本-1二冨慧芸芸朔本放本

豪州本は,現存李善五臣注本申最古のものであるが,是の本は決して恩行李善注

本・単行五臣注本に本づいたのでは.なく,唯五臣李善注本に擦って,李善と五臣との

順序を互に易-たものに過ぎない(其あ置7有り,評に後k述べる)。而して其の刊行年
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時は,現存五臣李善注本申最も盲い明州本よりも後に在るo是を以て,是の本は,覚

に明州本に一筆を輸せざるを痔ないのである。併し其の本づく所は,必ずしも明州本

ではなく,文京民本の醒本でもないヤうだから,障って自ら其の長所も無vlでもない。

即ち(1)明州本・衰本に於ては善注を省略せる所,是の本之を詳出せる有り, (2)明

州本・夏木,五臣注無くして是の本之を存する所有り, (3)明州本・衰本,正文及び

注に於て既に誤って,是の本末だ誤らざる新有る等は其の長所である。但此れ等の長

尻実際の数に於ては必ずしも多くはないo以上は是の本の長所であるが,これ等の

外,夏に是の本の特色を奉げれば. CD正文申,李善・五臣の異同を校注すること明州

本・蓑本よりも多く, (2)李轟注中の音程,明州本・夏木よりも少く, (3)他の本の善

注申「巳兄上文」叉「巳見某篇」に作れるものの十の八九之を複出し. (4)李善注・ A

五臣注の取舎必ずしも明州本・蓑本と同じからず, (5)注文の分別・連合必ずしも明州

本・裳本と同じからず, (6)李善引く所の奮注の位置,明州本・東本と全国でない等

が数-られよう。併しながら此れ等殆んど皆後人の妄りに埠添改易せし結果生ぜる特

色と謂ふべく,是の本の短所亦自ら是に蔵せられる。

四部叢刊本は殆んど尊州本と同じきも,後人の槍損改易を経たること彼の本よりも

甚だしく,筆者刻工の誠誤亦彼の本よりも多い。叉是の本の原本は完本ではなく,他

種本(恐らく陳仁子本,若しくは其の国種本)を以7:神足せる所が有る。此れら皆是の本

の劣れる新で,其の長所は,塊かに尊州本の讃誤が間々正されてゐるくらゐの~ことで

ある。

1.1-11・・-*-:*,?・l:・I-.'一・;　　　∴　-　∴黒こ∴l∴-二;::∴ :ご'∴ま、:.辛∴ ::二

言工　辛　:: 、こ　∴　・・"蝣>・I-　-　て2I　ご　　こ・・:蝣蝣/・Iil誉、・:

是の本は刑去せる外は,行款重く相合する。但是の本は讃誤字・耽字・術文甚だ多く,

殊に注文申,字を際して(故意に刑去せしかと菜はれる所もある)益格を存するもの毎行

之れ有りといふも決して過言ではない.其の綾かに優れる鮎は,往々彼の本の讃誤の

字を正せることに在る。併し走れ等は皆胡刻本・明州本・麦本・豪州本の何れかに於

7:未だ誤らざるものに屠するから,決して是の本特有の長所とは謂-ないのである。

是の本の巻首に冠せる碑目は,采本徳目の書式を一新せるもので,爾後明刊六臣注諸

本組目の偶を作した。洪根本は陳民本を襲うて愈々誠誤を槍し,茜巻堂本は重く洪民

本を襲-るに過ぎないO

雀孔折本は,陳民本から出たけれども,行款重く彼の本と異り.,且つ後人が意を以

9



て埠損改易せし所が多いC尤もその駕に自ら陳民本の短を補った所も有るが,概して

其の待,其の矢を償ふに足らない。徐成位本は,壇民本に就いて朝か改訂を加-たも

のであるが,規かに此れ彼より優るの範囲を出でない。清(惟時,惟徳)本・英勉草

本・再発庚本は皆徐民本の系統に屠し,次を逐うて楯襲うたもので,両も其の付印愈

愈降って其の文字愈々清朗を快いてなる。又,薯が慶安本は英民本に訓鮎を加-たも

のであるが, 1閑々校故を加へてなり,寛文本は慶安本の重刑である。

以上三類に就いて,それぞれ各本の系統と特色とを略述したが,更に其の二弊若し

くは三顆に通じて附言すべきことが有るO

兜づ李善五臣合注本の正文の問に爽記し7:ある李善本・五臣本同異の校注に就いて

述べよう.O現存校本申,此の校語の見える最古のものは明州本であるが,就いて詳考

するに,其の擦れりと席せる李善本及び五臣本は,皆既に後人の改易を経たること多

き本で,決して李善の菅,五臣の菅を全くは存せしものではない.そのことは,庸妙
⑤

李善本・輩妙集注本・奮妙五臣本(三傑家産) ・菅砂無注本等の球審正文,及びそれら
l^1

の抄本に間々記された校語を本として詳考を加へれぼ,巽に恩年に過ぐるものが有

るo況して明州本以外の榎本に見える校語には,李善注五臣注(皆必ずしも其の馨を存

するものではない)の文より推して席されたるが有り,又妄りに意を以て作られたるさ

へ有る,のである。

衆に述ぶべきは,采板相互間に於て,叉,上は宋板より下は明清板に至る各本を通

じて,全く同一の誤謬が多いことである。此れに接つ7:,校本の末流多種に分かれて

はなれど,其の由?て出た源は,僅かに-二極の本に過ぎなかったことが知られるの

であるo恩ふに坂本未だ世に出ず,読者互に相俸蔦した時代には,恐らく幾多の異本

が有ったであらう.0番るに校本なるものは,それら異本の中から,主として其の一変

揮び,以て付梓せLに過ぎないのである。而も詮か,その始ゆで付梓せられた本を以

て最も善き本を探ったものと断言し得よう。番らぼ,板本の出現によって,幾多の善

本が駆逐されたであらうことは想像に難くない.。此の事は濁り文選に於てのみならず,

廉く古典に於で亦有った現象と思はれるが,箕に裸(惜しむべきことである.板春の

由来既に新の如しとせば,縦し来校本文選であっても,傭幾多の映漏有るを免れない

のは寧ろ嘗ご然のことと謂はねばならぬO

衆に現存板木刊行の前後と文選拳との関係に就vlて一言しよう。管見の及ぶ所では,

現存李善と五臣との合注本申最も古いのは,五臣李善注本で,天の李善五臣注本の著

10



孝は,もと五臣李善注本から出たものに過ぎないことは前に述べた通りである.叉現

存李善畢注本究本の最古のものも,もと李善と五臣との合注本から抽出したに外なら

ぬことも前に述べた通りであるoもと,現存本以外に館数種の坂本の有ったことは田

より何人も容易に推測し得る所ではあるが,而も今,選の李善本の完本が残らず,選

の李善五臣本の存するものも無V,のは,走れ決して偶然のこととは恩はれぬ。此の事

実は恐らく,采代に始砂は五臣注が盛行し,後漸く李善注再び行はるるに至った五臣

注・李善注盛衰の歴史,換言すれば文選拳の歴史と深い関係が有るのであらうと想像

する。

最後に吾が国の覇刻本文選に附せられた訓鮎に就いて述べよう。深見を以てすれば,

附鮎翻刻本は慶安本にはじまるやうである。而して慶安本は,明英勉拳本に撮ったも

のだから,固より李善五臣注本に属する。慮るに其の訓譲申,李善注にも,五臣注に

も従はず,別に-詮有って之に従ったかと思はれる所が有るo試に慶安本の此の崇の

割譲を以て足利明州本及び官内庭書陵部歳明州本に見える加齢と較するに,三者殆ん
LTl

ど箱合するo而も更に進んで,之を九僚家蔵・上野氏歳・叡智院蔵等の菅妙本の加鮎

と相較するに,亦殆ど相合するo是に於てか,慶安本の訓鮎及び明州本の加鮎はもと,

各々其の本に即して附せられたものではなく,吾が囲王朝時代の訓読を之に移せるも

のなることが知られるoされば,其の李善注及び五臣注に従はない訓譲は,王朝時代

の畢者,別に永くる所が有ったのであらうと恩はれる.文選訓読の歴史を精究せぼ,

濁り選挙上得る新有るのみならず,亦国語拳界に寄輿する所も抄くなからうと恩ふ。

以上校本文選の系統と特色とに就いて概詮したが,之を要するに,現存李善畢注本

に於ては胡氏刻本を以て最と薦すべく,五臣李善注本に於ては明州本と蓑本を善と席

すべく,李善五臣注本に於ては竜州本・四部叢刊本を以て尤と薦すべきで,爾飴の諸

本の若きは,愈々降って愈々豪故を経,皆斉しく白餅に属せしむべきものである。

以下章変改のて,各本の特色と系統とに就き,朝々詳詮を試み,以て大方の叱正を

仰ぎたい。立詮は,すべて,書物の形式よりも内容に重きを置いた。

注

①　元倣之の自民長慶集序・司空圏の盛東都敬愛寺請律骨憲確化募離亥打律疏(文集巻9 ) ・柳

北家訓序(菅五倍皮膚開票紀注引) (以上3文,葉徳輝の書林清話巻1既に引置す)及び

喝宿の禁版印時意書奏(仝居丈巻624)に操る。

㊤　群に島田玲「離版淵源考」,某氏「書林清話巻1 」,三園維「五倍両宋刊本考巻上」に見える.

③　楊守敬の日本訪書志巻12に,昭窟上木の本を以て五臣本なりと慮せども,恐らくは是れ

嘗時五臣本盛行せし事に錬って立てた臆=Cであらう。

ll



①　劉文典定めて天空斯道間の本と焦すもの(北卒園書館々刊夢5巻葬5銃)。予は劉氏が館`

刊に載せL l葉と,吉川幸次郎氏所産の景腰6某とを見るを得たo

e　上野氏・西園寺家・教智院・九僚家V=各々凌巻を産し,又教壇本が有る。上野氏産本絃

安物を見,それ以外は寓異または影印本で見た。

⑥　但九僚本行由に記された校注には萩本に擦れるものがある。

(カ　三本の訓鮎,未だ全巻に捗って校合するを得ないが,虞々相校せし結果よD推せば,チ

べて三者査問に庶幾からうと恩はれるO但三本加黒占年時の前夜により,訓讃の精粗,語醇

の新香等の差は固より少くないo
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ir　　　説

(1)李善軍注本

1清胡克家重膨東涯願本李聾注文選60巻目録1巷附朗氏考異ユ0番
24冊　　　　蕨島大挙蔵

茅慶14年の胡克家が重刻采淳願本文選序,梁昭明太子文選序,唐李盛賢上文選注表

を冠し,次に文選目録が有る・o正巷は,第1行に「文選巻第蔑」,第2行に「梁昭明

太子撰」,第3行に「文林郎守太子右内率府錬事参軍事崇賢館直撃士臣李善注上」と

題し,次に千日力靖って,毎食,後題の衆に「賜進士地身遵奉大夫江南蘇橡常鋲太等

慶永宣布政便司布政使胡克家重枚干<JJ (1行33割の刊記が有る.毎年葉10行,行20

字・'注は空行,或は21,或は22,或は`23字で,一棟ではないo白口,左右竺連。板
(∋

心には蟹魚尾有るあり,又草魚尾有るあり,上隅,或は大字小字数を分注し,或は唯
◎

路字数のみを記し,下隅には刻工氏名が有るo刻二瓶に見える文字は,

陳新,　陳森,

曹灰,　曹但,

某正,　王事,

斯挺,　唐才,

陳下,　倉珍,　茶犀

曹促,　余仁,　藩曙

三才,　王事臥　黄金

唐恭,　夏旺,　彦中

茶洪,劉仲,従元龍,薄正,薄必先,

馬醇,　馬才,　未梓,　菓あ　業平,

茸生,　李全,　李IF,　李産,　毛風

金大有,金大愛,端升,　正宗,　東其れ

河文,湯盛,

(以下重刊記有る紙業に・見える者)

三才,王嘉辞,王政,王軌王元幕,王大事'王辰,賛宝,責定刀,劉升,

劉遭,劉夙劉直中,劉端,劉彦龍,劉丈,劉彦執劉産,仲甫,揚錬,

昇産,陳亮,曹醇,曹胤唐杉,盛彦,夏義,夏慮,張威,昏伸,

丘金,英志,余敦遠,貫林,熊才,李絡
ョ
等である。

④此の本に就いて胡克豪は「往歳顧千里彰甘亭見語以英下有得尤東署,因郎屠両君,

連字影轟,校刊行世,旅年工成」(嘉慶十四年二月既望重刑宋淳県本文選序)と言ってをる

⑥・;'サ、揖∴!・皇工.II-!・,'l*二丁:j:''蝣工学‥鋤二、二∴T・二

かるoところが陸心源の翼書校補懇100記する所に擦れば,采亥伐木の後には考異41

ゥ葉及び麦詮友の政が附せられ,楊守敬の口車訪書志巻12に擦れば,其の見る所の宋刻

・L-:こ∴∴広三・こ-:こr・'二・汗v)y',-
.・∴∴‥iI-.._'.'-こ3.1工∴:・・

定ゆて・「重ねて校正を加-たもの」と寛せる1本には,李善輿五臣同異と題した宋
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ゥ
本を影妙して附し,又,蓑詮友の雨故有りといふが,此の本は則ち豪放・計政・考異

191C
皆無く,唯尤政のみを附して変る。又,匠元の南采淳願貴地尤民本文選序(輝経室3集

巻4)に擦れば,文選横の赦してゐた尤本は,書口に「景定壬成重刊」の木記があると

いふが,此の本にはそれが無い。是に由って之を罷れば,所謂尤本にも亦数極挙った

ことが知られる0番らば此の本の擦れる所は果して如何なる本であったかといふに,

今之を審にし得ないが,唯諸懇書口に「乙丑重刊」(巻1,夢7菓・夢16莱・算17菜等),

Lこ'十".PL!.i.,一・・蝣,"、."-*I*卜・∴・1・-*."-,・',',¥[二∴・

算14葉,巻5,夢6葉等),「戊申重干Fl」(巻8,夢18葉,奄17,葬10葉等),「辛巳重刑」

こ∴・∴、こ.・",・一-.・サ「/-:蝣一蝣PJ.:‥∴二、-い'・-'・.'-*':''＼:;∴'・,V言V.-lI
^U-I¥L

。_ヰい~∴二・I.vI二一二:こふ:.二Ii.--,:.蝣蝣-:'・二∴∴∴∴ト、・/.,′TJ

くともその決して原刻完本でなかったことだけは疑ふ鉄塊がない。かく胡氏の擦った

;'n・・''∴Li二蝣['蝣蝣-'蝣--二、二二:.∴'u圭∴-∴・∴Fl*"二一一二~:J∴∴こご

く所を推すのは,固より至難の事に屠するが,今俵に,此の本を精査して以て涯臆の

言を薦してみるに,尤氏の本づく所は,必ずしも李善草津本の聾を存したものではな

いやうであるo其の論接を下に列車しよう。

(1)胡刻本は正文・注供に馨紗李善本と合せずして,却って奮砂五臣本と合する有

り,又,奮砂李善本とも奮妙五臣本とも合せずし7:,却って夏木・四部叢刊本と

合する所がある。

任彦昇奏揮曹景宗の一部分・奏韓劉峯の大部分,及び楊徳組答臨消侯牒・繁休

⑳
伯興魂女帝儲・陳孔嘩苓東阿王儀の3第の全文は,替紗集注本・膏紗五臣本供に

存するを以て,此の諸篇に就いて,胡刻本・集注本・五臣本を封校した結果,胡

刻本の集注本に合せずして五臣本と合するか,若しくは集注本及び五臣本に合せ

ざるものは下の通りである。

胡　　刻　　本

〔奏輝曹景宗〕

1　慈彼司既
°

2　枚付置尉浩獄拍罪
○

〔赤澤劉整〕

3　整便責苑米六封嘱食
0

4　忽至芦前隔箔
0

5　突進房中
0

集　注　本　　　　　　五　臣　本

茄

罰(校語,I妙五家陸誉

経本罰慮治)
0

升

簿

屋

14

秩(勇記茄字)
°

糟(勇記罰字)
°



6　並巳入衆又以鏡碑姉妹・-・・私貸
0　°　°　°　°　0　0　0　0　°　　　　　o o

得鏡並不分逸(34字)
0 0 ° 0 0 °

7　整及母井奴稗等六人-.・・悉以法
0　°　〇　°　0　0　°　0　°　　　　　°　o o

潮後事如法所稀塾郎主(696字)
O Q Q O Q Q O O o Q

8　岸包分財
°

9　兎整所除官
0

10　治罪諸B庁蓮遼
°

11坤采普　眉不足申畠(34字)
°　°　0　　　　　°　0　0　°　○

〔苓臨満侯陳〕

12　個・死罪死罪
0 0 0 °

13　自周章於省党
0

14　糸而弟子符口市人撰手者
°

15　同時J-'.殊蛭FL楢也
0 °

16　若此仲山周且之倖
° °

〔輿魂文帝陵〕

17　髄喚噂引軍輿筋同署
° 0

18　同塵仰嘆
0

19　日左旗史的審姐名侶
°

〔答東阿王陳〕

20　魚後東野巴人糞都益著
° °

21載慣載笑欲寵不能
I

(無此34字) (校語,

五家本有並巳入衆一一

並不分速) (32字)

(無此696字) (校語,

五家本多六百八十七字)

苛

節

訂

(無此34字) (校語,五

家本有稗宋音-‥ -講不

足申意) (34字)

死罪(校語,砂塵聾経本

死罪下又有死罪二字)
0　0　°　0　°

B

描

節

(無之俸2字)

韓宛(校語,五家本韓

'二.・・

歎

唱

m

症

並巳入衆-・. ・並不分速
0　°　0　0　　　　　　0　0　0　°

(32字)

存「整及整母井放稗等
°　0　0　°　0　0　0　0

六人」以下395字,
0　°

其飴亡供

fHKa

L亡f-c＼

(亡供)

(亡供)

死罪

冒

描

所以
0 °

(無之偉2字)

韓宛

歎

侶
O

tm
O　°

育邑
°

上21債は皆,胡副本が集注本と合せずして,却って五臣本と合するか,若しく

紘,胡刻本が集注本にも合せず,亦五臣本にも合せざるものである。而して上21

俵を今の校本と較するに,其のFM3)的個を除き,残り18健は皆,胡刻本は夏木.

四部叢刊本と合する。

衆に,敦燈出土庸紗李善選注本西京欺(首妖)の正文を取って胡刻本と封校する

に,唐抄本と胡副本と合しない所は下の通りである.而してそれら,胡刻本の唐抄

本と合しない所は,多く衰本・四部叢刊本と合する。 (表の麦本.四部本欄に, ○を記

せる所は,其の本が胡刻本と国字であることを示すO)
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胡　　亥U　　本

1　累暦樺而途障
0

2　故頼饗驚
0

・3　造園雲量
o      0

1　望去寺J'r,:S等
0

5　澄道避倍以正東
°

6　長風激於別障
0

r7　濯霊芝以朱村
O

,8　於是采少君之満信
0

9　屠攻董以靭喰
°　　　O

10　美往昔之松喬
0

11褒貸方至
°

1二　v^芙蓉乎p-F史
°

13　遼悼嘘宙如虎如男匿
°　　　0

14　剖析適恵
°　0

15　蹟垣藤聯
°

16　墨獣暦験
o

17　衆似京障
0

18　茸則蔵捗菅別
0

19　王忽薗壷
°

20　決済無道
°　　°

21掲芳中時
°

22　鮪脱字鯵
°

23　傭額真夏頂
°

24　鳥則麻鵜諦鴇
0

25　奪草原魔
0

-0　音再拝旬
°

27　寒風粛殺
0

28　爾乃振天維街地絡
° °　　　　°

29　在役霊園之中
0

30　天子乃駕彫珍
0　　0

31高騎龍趨
°

32　戟猿放清
°

33　乃有秘事
0

34　璃腰紐癖
0　0

唐　抄　本　　蓑　　　本　　　四　部　本

済　　　　　　　○　　　　　　　○

輝　　　　　　　輝　　　　　　　輝

逮(原砂作造,後　蓮,善本作造,○　蓮,善本作造,○
°　　　　　　　　　○

塗改作連字),負

叫　　　　　　　叫,聾本作布　　○,五臣本作叫
O

S2　　　　　　　、^　　　　　　　,-v

魯(原妙作闇,　歳　　　　　　　○,五臣作最

後塗滅之,其労

記島字)

之

'V

菜サ　ui

精

魂

m

道,整

豪蓬

玉

香

持

K3C

発

罪,荏

蒔

防

M

滴

集

膵

栄

題, flC

m

逮,敬

m

m

過

飼痢

於

○

○,五臣作於

○

○, 0　　　　　0, 0

0　　　　　　　　0

0　　　　　　　0

0　　　　　　　　0

0, 0　　　　　0, 0

0蔑　　　　　　○蒐

〇　　　　　　　　〇

〇　　　　　　　　〇

〇　　　　　　　　〇

〇　　　　　　　　〇

嘉　　　　　　　衷

○, 0　　　　　0, 0

0　　　　　　　　0

秒　　　　　　　　良it-

〇　　　　　　　〇

〇　　　　　　　　〇

集　　　　　　　○,五臣本作集

秤,誉本作餅　　○,五臣本作秤
°

0　　　　　　　0

00, 0　　　　00, ○

於　　　　　　　○,五臣作於

○,聴　　　　　○,敬

〇

〇

m

胸痛

○

港,五臣本作撤字
○

廼

鋼頗



35　R雷a
O

36　m衣敦翰
0

37　醍肝放置
0

38　英撤虜之周堵
O

39　失厚志趨
0

40　不遜自過
°

41徒樽之所撞秘
O

42　陵轡超墾
0

43　万有迅勿軽足
0

44　万使中茸之士育獲之俸
°　°　0　°　0　0

45　担褐戟手
0

46　重病盤桓
0

47　撞当弗オ胃
0 0

48　突東泉薄
°

49　陵重担献
°　　°

50　藍子洋酸
°

51於是鳥獣犀
0

52　置互穂牲
0

?b　二号fu技芸監
n

54　升鳴撃s
°

55　蝣-%.'蝣」穐
°

56　徒御恰
0

57　相羊乎五枠之舘
°

58　旋意乎且堺之池
°

59　連日鵠
°

60　斐引和校鳴芭
° o

01　避張拙
0

62　樋惨淋
°

63　程角魁之妙戯
°

64　鳥獲む:輿
°

oo IB;狭軌習宵共立埠
°　　　0

66　跳丸叡之揮翠
0

67　華族峨峨岡轡参差
°　　　0

68　戯豹舞藤
0

69　蒼龍吹旗
°　　　0

70　軍落陽而壊蛇
O     o

71複陸重閣
0

72　是麓蔓延
:・;

敬

敢

故

岳

m

徽

撞

m

逮

遣使中貿

檀

韓

脅粟

蕃

港,風

""J '^.

翠

牙

邑

痩

m

読

(顛乎字)

(無乎字)

掛

&只

普

捕

症

紅

β医,旬

擬

古,局

顔

倉,箆

%, m

復

鼻

駆　　　　　　　○,五臣作尿

○　　　　　　　○

放,誉本作按　　○,五臣本件炭字
°

○　　　　　　　○

趣　　　　　　　○,五臣作趣

〇　　　　　　　〇

〇　　　　　　　〇

〇　　　　　　　〇

〇　　　　　　　〇

〇〇〇〇〇〇　　〇〇〇〇〇〇

〇　　　　　　　〇

〇　　　　　　　〇

芳○　　　　　　○,五臣作深字猿

0　　　　　　　0

0, 0　　　　　0, ○

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇〇

〇

〇

〇

〇

〇, 0

0

0, 0

0

0,箆

○, ○

復

○

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇〇

〇

〇

〇

〇

○, 〇

〇

〇, 0

0

0, 0

0, 0

0,五臣作復

○



73　寄幻傭忽
0

74　伐優程材
U

75　盤柴極
°

76　秘舞更奏
0

77　英軍陽於虞氏
°

78　確輝始以此牙
0

79　奮長袖之風輝
0

80　一顧傾城
°

81菅野永逸
°

82　得之者張
0

83　馨烈蘭茂
O

84　前八両後五
°

So　渦悼賓.1".蒐駐

俵　　　　　　　○　　　　　　　○

童　　　　　　　　○　　　　　　　　○

放　　　　　　　○　　　　　　　○

僻　　　　　　　○　　　　　　　○

雀　　　　　　　○　　　　　　　○

辞　　　　　　　　○　　　　　　　　○

褒　　　　　　　○　　　　　　　○

萱　　　　　　　○　　　　　　　○

整　　　　　　　髪　　　　　　　○,五臣作髪

罷　　　　　　　珪　　　　　　　琵

畢　　　　　　　　^　　　　　　　　　-^

(無而字)　　　○　　　　　　○

催促　　　　　　〇〇　　　　　　〇〇

上85債,胡刻本の唐抄本と合しないものであるが,これらは殆んど皆却って蓑

本,四部叢刊本と相合するのは注意すべきことである。
⑪

∴　　　　‥　　:二言..・l^llo':' ∴　　　　　　∴・∴
⑩

119僚有り,善注228俵の内,庸抄本と互に異同有るものが166債有るO而してこ

工こ:'蝣蝣蝣蝣.!・i・蝣・　一・∴1. i∴　　　_ i蝣':∴丁~j圭　∴.十一' '1.い・.

避けて,其の数債を示すに止ゆよう。

胡　　刻　　本

(聾琵)漠音日学武作帝梁銅柾承露
0

仙人掌之展三輔故事日武帝作鋼整東
0　　　　°　　　　　　　　　　o

天露和玉暦飲之欲以求仙楚鮮白眉攻
0 0

英以慮糧王逸田療属地
0　　　0　　　　o

(薯注)洋書日長安靖豪大滑箭張回
°

清市粗放普通邪結選一云東予羅超君
°　　　　　　　　　° ° 0 0 ° 0 0

都其(「其」擬嘗作「共」)長安大供具辞
0　°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O O 0 O O C

供停
a 0

(聾注)毛蔓日東
° e

(聾琵〕僚坂肉名不諭腐敗也

(善注)漠官儀漠有五替五軍郎五替
0 ° ° ° 0

地周種天子六軍六師郎六軍埴傭昔日
u　　　　　　　　°

張皇六師千列列千^・也
u 0 O　°　0　°

唐　抄　本　　　蓑　　本　　四　部　本

武下有又字,触

作倦,風下有臭字, (国胡本)　(同市本)

盤件輿,屠魂薬作

精魂歴,粒作粗,

腔作厨

禁, (無市字)

(餐-云以下17字) (国都本)　(同市本)

長毛　　　　　　(同市本)　(圃胡本)

(無此僚)　　　(同胡本)　(同郡本)

「五軍郎五督也」　(国都本)　(国都本)

6字塞「六師郎六

軍・也」上

無「千列列千人・也」

6字
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(綜注)詩有無蟹清酷美酒也
0

(綜注)船頭象鈷鳥厭水紳故天子乗
° °

之薪覆地底童芝草及雲気以慮船覆飾
°　°　O　くつ　°　°　0　0　0　0　°　O

也
°

(綜注)於壇子伶其形欺
°

(綜注)中堂中央也
°

森泉也　　　　　(同市本)  (国胡本)

(重「鑑島」 2字) (同市本)  (国事本)

(無鑑査以下13字)

上　　　　　　　(同胡本)　(国事本)

(重「堂」字)　(同胡本)  (国胡本)

以上例示した棟に,胡刻本は馨砂李善本と合せずして,却って奮妙五臣本文は校本
⑱

の京本・四部叢刊本と合する所が多い.而して右校勘に用ひた奮砂本は唐妙であるか,

若しくは唐妙の聾を襲ったもので,真木・四部叢刊本は後人の改装を経たること多き
⑭

板木であるo庶らぼ,聾砂李善本と合せずして,馨紗五臣本,叉は校本の東本・四部

叢刊本と合する所多き胡刻本は,李善本の菅を失せる所多Lと謂はざるを得ない0両

もかく夏木・四部叢刊本と合する所多き事賞は,胡刻本障って尤本と,六臣注本との

間に密接の関係有ることを示唆してなるO

(2)胡刻本李善注爽記の位置は,往々曹紗李善本と合しないO

胡刻本は巻2西京斌に於て「綾塩鯨聯四百僚里檀物新盆動物斯止」の16字を一連に出し,

其の下に分注がある.余るに,唐砂李善本は, 「線互蹄聯四百教皇」 「分注」 「種物新生動物

斯止」 「分注」に作られてをるO

-　∴‥ . ^　. ....., .,..‥・.-‥~ :　:に∴-‥　　　‥　こ. ・・-:

酷妓」 「分注」 「重恩薄洪徳施」 「分注」に作る。

唐抄本拳2魂巻及び巻23凌巻を通萱するに,李誉注は,必ず正文の句意-まとまり毎に爽記せ

られてをるから,それが李菩提本本務の書式かと思はれる。されば,上の二例に於ても,唐抄

本の爽注が是で胡刻本非と謂はねぼならぬO胡刻本は恐らく,妄りに六臣淀諸本(爽注の位置

概して五臣本に徒ふ)の如く作った本に振って,李聾の藩を失ったのであらう.唐抄本に於て

は上二例の内,後例の「皇恩淳洪徳施」下に塞る綜注変,胡刻本に於ては誤って聾注の末に浪

人してをる。此れ亦却刻本がもと六臣注本(恐らく五臣事聾注本)の如く作れる本に掠り,憲
a:i'r,て琵指した蝣IK跡で<fr>る。

又,胡刻本は巻40,奏軍曹景宗に於て「若使郡部救兵微按摩援」 「分琵」 「則草子之首久懸北

開」 「分注」に作ってゐるが,集注本は「若俵郡部　久懸北開」 「分琵」に作る。

胡刻本は,楊徳瓢答臨藩侯陳に於て, 「銘功景鍾書名竹島」 「分琵」 「斯自雅量累所畜也豊

輿文章相妨害哉轍受　」に作ってゐるのに,集注本は「銘功景鍾一.・・堂興文章相妨害哉」

「分注」に作る。

上二例に於て,其の文義を考ふるに,集注本の爽注是で胡刻本は非である。胡刻

本は恐らく大臣注本の如く作れるものに撮り妄りに意を以て分節したのであらう.

以上の例詮から,胡刻本の爽注の位置は,李善の菅式を素してゐることがわかるO

(3)胡刻本は正文中に音程を爽記してゐて,唐砂李善注本の書式と合しない。
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凡そ李善本の例,音程は之を注末に記して,決して之を正文中に爽記せざること,

唐妙李善注本球審に撲って之を知ることが出来るC叉,凡そ五臣本の例,音程は之

を注中に記せずして,必ず之を正文中に爽記すること,奮紗五臣本凍寒に擦って之

を知ることが出来るC李善本の例,五臣本の例,既に此の如きに,今,宙刻本は,
ゥ

正文中に普輝を爽記すること甚だ多く,而して此れ等の音程は皆六臣注本に有る新
⑯

である。

㊥　胡刻本の李畢注中に往々五臣注の文を混ずるo

胡刻本,巻4,左大沖三部既序, 「左大沖」下の誉注は「威賛緒青書日左恩字太沖-・一武成

東撃見両者嵯都邑豪景競相停寛三都督劉備都左州丑恵萄　　故作斯歳以非衆惑」の121字に作る。

余るに啓妙集注本は即ち「競粕俸寓」の下に「遺子海内也」の5字有り, 「三部者-・一散作新

政以耕衆惑」の46字は呂向の琵となってをる(裳本は集注本と合する。)注文文義を案ずるに,

集注本が是であるO乃ち胡刻本は誉注中に向注を況じたのである。

巻40,楊徳瓢苓臨猫侯隊「敢望憲施以恭荘氏」下の聾注は「曹腫寧日其言之不慨悼憲子之知

我也修言己豊敢望比薫施之徳以恭於荘周之相知乎--・故引之」の53字に作るが,.今啓妙集注本

及び普砂五臣本を槍するに,骨此の53字を以て劉良性に屠せしめてをる。而して集注本の誉

注は「曹櫨等日其貫之不敵悼憲子之知我也」の16字に過ぎない(蓑本国じ)O　是れ胡刻本は良

注をと昆入してなるのである。

巻40,英季重在売城興規大子陸「甫望部邪恋廉蘭之風」の琵「麻原薗相如建国之資滞也故想

其風邪即題所都・也」 21字に作る。点るに今膏妙五臣本を放するに,比の21字は足れ劉良性で
㊥

あるから,胡刻本は誤って良性を浪人したものであることがわかる。

上3例から推して,胡刻本の善注と属せるものの中には,誤って五臣注を混ぜる

所捗からざることが知られる。義に注意すべきは,上3例の胡刻本善注は全く四部

叢刊本と同じく,而も四部叢刊本のそれらの債に於ける五軍注は皆「(五臣)某同善」

に作れることであるO

凡そ四部叢刊本は,もと,五臣注を兜にし,李善注を後にし,而もその五臣注は

之を詳出し,其の善注は即ち之を略して「善同(五臣)某注上に作ること多き本に
⑱

擦り,其の五臣注と李善注とを互に換へたものかと疑ほれるが,胡刻本の上3健の

如きは,恐らく,四部叢刊本に類する六臣注本に擦り,誤って其の所謂善注なるも

のを抽出したのであらう。

以上論述した棟に,胡刻本は, (1)正文及び注に於て,菅紗李善本と合せずして,

却って醤紗五臣本及び坂本の慕本・四部叢刊本と合する所有り　(2)爽注の位置,香

紗李善本と合せざる所有り, (3)正文中に普輝を爽記するのは,全く李善本の膏に非

ずして,却って六臣注本に近く, &其の李善注中に誤って五臣注を混じてなるから,
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此れ等の鮎に接って考-れぼ,胡刻本の本づいた尤本なるものは,唐代李善畢注本を

一博承したのではなくて,巽は六臣注本に撲って,其の李善注を抽出したものではある

まいかと疑はれる。是を以て,胡克家が,其の文選葛異序に於て「未東本茶陵本,固

合葬者(五臣注と挙善注とを合併したことを謂ふ),而尤本仇非未経合井也」と言-る論,

寛に易ふべからざるを知るのである。番らば,尤菱は,茸に六臣注本から,李善注を

才由出したまでで,自ら手を加へることがなかったかといふに,決してさうではなvlo

そのことは衰詮友の政文に「尤公博極墓書,今親鳥鮮枚」と言ってゐるので知られるo

胡克家考異末尾に白く「此奴(裳課麦の政変指す)宋音尤之響校,語韓未覚,両賞有所改

易,顧顔巳見」とO余るに,程充甲,選雅略例に於て,胡氏を難じて白く　柑B氏考異襲稀糖

容,乃其以蓑記表断解放語有有補二字,蓬莱尤有所改易,子尤本興裳本茶陵本参異者,軌稀尤

改」 (千一斎刊本選雅)とo案ずるに程琵非O考異の文を翫するに,胡祝の掠る所は裳政の

「有補」の2字に衣るに非ずして「響校」の2字に起るのであるo蓑鼓既に「尤公博極峯書,

今親鳥管校」と言へば,其の改易せしことは,固よD疑ふことは出爽ない。西京既琵「′ト詑

家老流B.担於稗官」,考異「流」 「於」の2字を以て尤の噂す所と虜してをる。今唐抄本を
0　　　°

槍するに正に此の2字が無い。王倍達和魂邪王依古詩注「甘泉既日往往離宮」,考典に日く
0 °

「裳本茶陵本往往作造蓬,案嘗作造達,形近之誤,尤改未是」とO今集注本を放するに正に

「送達」に侍る。此れ皆尤茸の改易かと凝ふべき例である。但,市民,以て尤の改易と底せ

ど,其の貿必ずしも余らざるに似たるものも固より砂くない。骨子建求自試表「必以欝身辞
°

夙」,考異「蓑本茶陵本無以字,案規志有,養尤擦之添也」と焦せども,集注本正に「以」

の字有りて胡刻本と合し,司馬長卿難局父老「遷延而解避」 ,考異「蓑本云誓作返,茶陵本
°

云五臣作題,案史記深署晋作遊,尤校改是也」と謂ヘビも,集注本,正に「避」に作って,

胡刻本と合するが如奮,其の例である。

さて尤本は,もと六臣注本に撮って其の李善注を摘出せしもので,決して李善畢注

本に撮れるには非ずと疑はれ而も尤自らも亦酢校を加-たものではあるが,今胡刻本

を以て夏木・四部叢刊本と封校する時は,胡刻本濁り李善本の鷺を存して,今の六臣

注本営非なる朗決して抄くない.試に西京献正文・注に就いて其の例を示さうC

西京斌正文(○は即刻本と粕合するを示す)

即　　刻　　本　　　　　　唐　抄　本

響衆星之ヨ裏梅
0

大夏耽耽
0

霞北適乎任官
0

後宮不移

虚甘鼻之爽壇
°

欺亭亭以著者
°　0
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上ミ

ニ化極

度

千

於是

而

本　　　四　部　本

:枇極

度

干

於是

而

道道,善本作者首○○,五臣作道道
U　°



悦悼傑而懇既
0

帝相掩延
°

上林卑以畳鼻
°

碕悼W;4Crz軸1.串
○

所意威創療
O

邪界細柳
°

釆奪蓬葦
0

巳禰其什七八
0

隅目高匡
0

廼使中責之士育造之鱒
°

徒御悦士忘罷
°

?*.呈航
°

速薪故
°

紘.倉倦侶
°

・罷R;旦延
O

債問msi
O

章眉墨之虎貴
°

通醍館
°

若驚鶴之葦罷
°

哩要p-fT
°

許超氏以無上
°

衿野易守
0

夢烈禰:玩
°

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

壁

逮

s

覇直

#

サ

弄

十

打匡

Ih

症

施

秦

仙

真

蓮

珍

敬

窮

悼

之

襟

而

ffi

逮

蕗

頚医

痩

料

罪

十

1.1

乃

痩

鰻

葉

仙

董

蓮

彰

敬

百ヨ

悼

之

襟

両

西京新注

「蝶(賞に「輝」に作るべし)頼経驚,容於一扉」の綜注「敵軍欲馬疾,以蛮輝於醇,俵有軍

也」の14字,蓑本・四部叢刊本管誤って,前句下の菩提末に接せしめて,綜注とは慮さぬ

に,胡刻本濁り唐抄本と合し, 「奮(賞に「集」に作るべし)草原虚,沸弁解旬」の綜注「奮

迅軍也」 4字, 「爾乃振天経,街地絡」の綜琵「総桐也,給餌也,諸共大知天地夷,振整理

也,街申布地」 21字, 「蕩州債,簸林滞」の綜注「杯蒋草木貰盈也,蕩動也,簸据也,謂

駆獣也」 17字の諸健,蓑本・四部叢刊本管無く,即刻本のみ滴り有って唐抄本と合し, (但

多少文字の異国があるO) 「皇恩薄,洪徳光」の綜注「皇皇帝,普博施(「施」は:行文)也」

の1煉,胡郡本誤って聾注としてはゐるが,孟本・四部叢刊本管之を刑去してゐるのに此す

れば較々唐抄本に近く, 「茄炉炉以弘倣」の誉注「(炉)音戸」 2字, 「下噺巌以西酷」の誉

撞「磨著書」 3字, 「鮪腹鰭静」の誉琵「鰭普昔」 S字, 「載放独滞」の誓泣「放呂験切,

狩許喬切」 (二「切」字普賞に「反」に作るぺし.下同じO) 8字, 「飛早済節,一流鏑抱擁」

の聾注「済書斎,節普封,掩普沓切」 lo亭, 「首足見虞」の善琵「贋女展切」 4字, 「若夫

源騎高蟹,絶院職斥」の聾注「環撃喬切渦普剛,斥普尺」 lo亭, 「亀兎聯猿」の聾注「(負)

普護」 2字, 「捷梯滑,批放牧」の誉注「疏雷風致普酸」 6字, 「梗林慮之歴柾,枚挙麓
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之擢残」の誉注「(梗)音香切, (秩)補木切」 6字, 「陵重胤瀬見験」の誉注「験普逢」

3字, 「砂木末,獲漸槻」の善注「妙音妙」 3字, 「槻普胡」 3字等,麦茶・四部襲刊本菅

無く,胡刻本のみ有って唐釦本と合する(イ旦, 「切」の字,唐妙本は督「尿」に作るo)

上は西京駄正文・注に就いて,胡刻本のみ庸抄本と合する例を示したのであるが,

席他の篇に於ても,胡刻本のみ李善本の啓を存せりと恩はれるもの砂くないo其の数

例を示さう。

巻1,西都威,内則別風之喉暁
0

市氏考異に云ふ,裳本,茶陵本「之」の字無しとO四部叢刊本も亦此の字が無い。点るに,

今人劉文典定めて北宋野道以前刊本とせる李誉草津本文選には正に此の字が存してゐる(北

卒園書館館刊第5巻算5敦,北宋本李善琵文選校記。)

巻28,陸士衡挽歌詩三首,胡刻本は「流離親あ監」の首を以て夢三に列し,集注本(巻56)

と正に合する.蓑本・四部襲刊本は供に此の首を以て夢二に列して,集注校語に記せる普決.

五家・陸誉経本と合する。

巻31,江文通雑題詩三十首,胡刻本は「難産詩三十首」の6字を題し,其の下の李誉注に雑

L*..."J-*'蝣二　j"-・; >-　　　　.　　　　"; <-"i~ ". '蝣-' <・>ご∴`二∴・!.し　　　の1こ二二./-

無く,且,序の全文を掲げて正文と焦してをる.今集注本(巻61上)を槍するに,篇題及

;・'.i J-jこし　∴　　　:∴i-iしこi .i>∴二　二(_--.二　至i　")こ・: .∴・∴

して正文と:爵せLを知るのである。

雀46,王ラ己長三月三日蹄水詩序,金胞在席

胡氏考異に日く, 「蓑本茶陵本腫作砲,案聾引薩記篤注,鞄字是也,飽推鞄之別摩,但元長

用此,未見其置」とo四部襲刊本亦「鞄」に作るO余れども,集注本(巻91下)は正に「塵」
⑯

に作り,此の胡刻本と合する. 「飽」の字は蓋し李聾の啓を存するものであらう。

今王元長の此の文「裸伶陳階,金胞衣序,戚奏勉舞,膏動邪詩」竜:考-るに,其の謂ふ所,

正に舞饗に在るのだから, 「金腫」の2字皆解して楽器と虜すべ垂である。余るに,今本文

選管此の文の注は「毛詩日,我姑酌彼金鼻,躍記日器用陶鞄」を引いたのは甚だ謬るものと

謂はねばならぬ。蓋し今本此の注は津人の窓改する所であるから,賞に集注本の,薬事を引

けるのを以て是となすべ垂であるC戯らば則ち胡克家,今本琵引く所の絶記に振って,此の

正文首に「鞄」に侍るべLと謂-るほ覚に疏盛の誰を免れない。
.31

琵文を考-るに「鞄執也,仇包,仇執省,包塀其可包産物也」有って「塵」の字を収めな

い。今本玉篇頼めて「鞄」 「魔」両字を牧あて, 「鞄歩肴切,教壇,塀其囲園可包産物也」

(津存堂本包部443), 「塵滞包切,胞杓也」 (瓜部188)と富ひ,王国維追慕夢三種本切憩五
⑳

肴,庖紅,亦「免執」 「飽以廿以」は「似」の誤か)都度飲辞」の文が有るo乃ち三第以下は,

「胞」を欽慕の字と度し,以て楽器の意に用ひられる「鞄」の字と判別したのである。余るに,

今詩・産を槍するに,郊特粒「親竹在下」,柴記「致鞄笠乗合守射鼓」の「鞄」は:管楽器の意で,
o                    0

大雅公劉「酌之用句」,郊特牲「界用陶鞄以象天地之粒也」, 「券用陶砲借煙銀地」, 「三三作
°　　　　　　　　○　　　　　　　　　　　　°

牢用陶鞄」の「砲」は則ち皆飲罪の意であるに,楽器の字,飲券の字,供に「砲」を用ひて直
0

別しない,糸らば則ち,玉欝以下飲界と訓ぜる「塵」の字,罪,用ひて楽界の字と麓して差支

ないわけであるO萱し「塵」は「鞄」の異煙字で,其の義本「砲」の字と同じかったのであらう。
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翻って再び王元長の文を考-てみるに,恐らくは文選もと「彪」の字に作ったのであらう。

i.'二　　　∴・一二'蝣''."lこ　~ I-　∴ I　・"-　・'' ∴.'(　　‥..・二.こ

の洋書の文を測去し,之に易ふるに鰻記の飲器の文を以てしたものと息はれる。是れに由っ

て之を取れば,胡副本此の正文「魔」の字,李聾の奮なること疑ふべくもないO

巻2,西京成,木則概括理科, (李注)郭襲山海経窪田,楼一名井関,爾雅白梅栴

胡氏考異に日く「孟本茶陵本爾上有梼亦作構四字,案此校語錯入進也,二本正文作樺,蓋善

格,五臣樺,両署此耳」と(四部叢刊本亦蓑本・茶陵本に同じ)。今庸砂本項巻を槍するに,
正に胡刊本と合す-I"1.一

巻36,任彦昇宣徳皇后令,要不得不程度之名,倶茎宰有寄, (注)曹中興青草武詔日誠存匪鳳

拍道有寄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
㊨

景本・四部撃刊本,供に「武詔」の2字を「昭」の1字に作る。案ずるに,菅に孝昭帝無く,

又大卒御翌春543 (檀儀部22賀)菅中興寄載せる所の武帝の詔を引いて,其の文此の注と柑

近いO飴らぼ則ち此の注, 「挙武芳」に作るもの是であるoその「孝昭」に作るものは, 「詔」

「昭」字似て誤り,又「武」の字を脱したのである'O今集注本(巻71)を槍するに正に胡刻

本に同じい。

巻36・王元長永阿九年策秀才文,想陳三遣之要,以光四科之首, (注)選定政論日,詔書散乱

≡公騨召,以四科塀士,一日徳行高妙,志節薄日,二日--・三日.・二・・・四日・-:.・
幾本,注の上巳」以下52字が無いo案ずるに,正文の「三道」に射しては,注の上文に, ・

漢書及び張鼻の直を引いて「三遣」の何たるかを明かにしてをるから,正文「四科」に封す

る注も亦,賞に-日云々有pて, 「四科」の何たるかを明かにすべ資である。今集注本を槍
⑳

するに,正に一日以下の文がある.蓋し六臣琵本は五臣注中に四科の解が有るので,挙注に
於ては之を刑則したのである。

巻45,東方真備苓容難,以集窺天,以轟測海,以蓮撞鐘, (荏)根慶日禁書管・--文競日蓮菅

庫, (又)昏由魔鼠之襲狗, (注)如落日鹿雷滞,限度白鼠書初

:/:二∴.'・蝣". i.: "'・・蝣;:∴　一一・・・ :ニ軋.::∴　!*'蝣..'・∴-こ　ここ　、　　∴

に云ふ,顛聾者は誤って刑去したのだとO今唐妙本を槍するに,此の注文督有って胡副本と
蝣　@

同じい。

之を要するに,尤本は,六臣注本に接って李善注を抽出したものかと寮ほれるが,

其の擦る所の六臣注本は現存の板木よりも優れたものであったか,香らずんば,尤氏

の時,伺他に善本の存するあって,それに撮って参訂した後上梓したのかであらう。

是を以て,尤民本を重彫せる胡刻本は,現存板木申,最も李善の菅を存するものだと

謂ふことが出乗る。
⑳

・∴'二で‥　:…∴ ∴-I ∴ ∴f:S'M-.[∴　i-. -,.-.'一・-蝣こ　　言ji/::.∴二∴∴∴∴:lt

重彫本有り,光緒21年成都同文書局重彫本が有る。高氏本は未だ見ないO湖北本.
⑳

威都本は供に行款・筆蹟皆,胡刻木の香に照らしたとはいふが, `幕印は未だ精でないO

叉∴.!　二,1!二・二:こ　　こ　・I一陣　寸・'二　　言蝣蝣蝣I:∴卜∴　葦。;蝣";:.;'¥'-:.I一二　二
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面目を偉-,上海,魯文堂本は行款胡氏の啓を改砂たるのみならず(亦卓数,邦工名皆

刑部すO),巻15,張苧子息玄耽「乃真書之元符」の句, 「乃貞膏之」の下に於で9格

を基にして「元符」の2字を次行に接し,懇16,捧安仁閑居妖「俄而復官除長安令」

注「漢書音義如淳日凡言除者云々」の「音義如淳日」の5字を脱して之を窒格にし,

懇23,劉公幹瞥五官中郡将詩「葦燈散炎輝」直「華燈巳兄上文」の「巳兄上文」 4字

を放して之を定格とせる栗の症故は有るが,芋茎甚だ鮮明,倣革亦精巧である。又,

島田珍の記する所に擦れば,我が膝安7年,愈艮甫が尤本に撲って刻した本有りとい

ふも, (古文菅啓考巻3),未だその存否を知らぬo

注

(∋　「重刊」の文字有る紅葉は艦ね草魚尾である。

◎　重刊記ある紙業には,多く楓字数を記す。選氏選書目録巻23に著録された校正拝殿本は,

絶字数のみを記して,大/)、字数を分注せずと云ふ。

④　楊守敬(日本訪書志)紘,市民本は原本の刻工人姓名を意く刊別したと言ふが,此の本

は借存してゐるO揚氏見る所の胡氏本なる者は,恐らく原刊本ではなからう。

・i '."."" ;-,蝣""∴:::I.∴.、 "i二::二'蝣.""∴　-.・三iI"":∴'L

e　淳願本刊行の姶末は,尤菱の政文,及び尤の撃を助けたま設表の政文に群である。表皮

は胡刻本に附せられず,陸氏の草書校補巻100及び楊氏の留置語に載せられてゐる.朝氏

の考異巻末に附引する所は,文尾損失して完くないO

⑥　考異と蓑政と供に蔓音校補に載せられてゐる。

(う　蓑・計の2政は官員語に収められてゐる。

⑧　選民の韓載せる者を見るに,南政の1は,文選の政ではなくて昭折集の政である。

⑨　此の本,尤政を巻60の後に附せずして,市民考異の後に附してゐるのは非であるO崇文

事局重彫本及び同文書局重彫本は普巻60の後に附してをる。

⑩　其の正文は李善本に接れるものと恩はれる.

㊤　唐抄本の竣存せる部分に就いて敦-,正文1分節下の注を1保とする。

⑩　異鯉文字による異国,文末也字の有無による異国,唐抄本明に誤鳥による異国, 「某某

反」に作ると「某某切」に作るとの異国は,すべてこれを数-ない。
o                    O

⑱　敦焼本は,李聾が琵を上った後22年,李聾の妓するに先だつこと9年の頃の寄寓に係

るO

⑭　景本・四部輩刊本の正文は五臣本系統である。

⑮　巻2西京耽,巻5英都蹴,巻6政都臥巻41李少卿答蘇式事等特に著しい。

⑯　啓妙五臣本の普樺及び啓妙集注本引く所の五家の菅と,胡刻本又は六臣琵本正文中の普

ラ陣とは十の八九相一致する。

㊥　麦茶良在は菩砂五臣本に同じ。其の聾注は「厚顔薗相如供題辞也」の9字に作る。

⑱　四部叢刊本の項で詳述する。

⑳　集琵本の注は「洋書日,金田鐘,魔E]笠」を引いて,亦「彪」に作るo引く所の藻書は

律歴志上の文.
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⑳琵文革9篇上包凱二徐本,文王に興るo今段注本に従ふo段注に日く「包亦乳と.

㊧教壇本刊謬補開切韻五着同じo贋罷「砲敏也可底質寧」 「魔似祝可麓飲乱に作る。

㊨胡氏考異,裳本・茶陵本との異国を記せずo恐らくは校を失したのであらうO

∵ ∴'..二':.:'.F.-..:-∴・、一・二∴・.,㌔:-: 「 .、、

-‥　-ユニ・=:-　　　　　こ・- ・∴・ .*'蝣*蝣、h. ∴'.>*・.*-ニ　ー.I

∴　・-)-v it・-:し、∴　　　二∴.-'蝣蝣・　-,蝣蝣<'-> ::.--:こ. ∴= :こ　　　糾.、

㊨昭和9年7月初訂京都研究肝酎摘員所載,又,英麦芝自陣知見停本書凱欄O

・lI　∴ J J詛・-二∴∵;二i二.こ一　二I*'l蝣-;蝣; t;こ'--./';-・　　　　　三∴

に, 2本皆之を刑別してを、る0

2　塀覆元張伯顔本李善珪文選60巷　2帽　　辞嘉堂文庫薗

・L iT‥・:酢j十…　‥二・、iwi:.蝣-;蝣・--. --　:ふ・i:浩三y |"i.,I'l一工蝣-ォI・1
③　③　　④

大肝,十駕斎萎新線巻14に著録せられ,陳綾・曾釦,是の本に放し,玩売・楊守敬
亦是の本に言及してをる.O

今上諸家記する所を綜致するに,張民本は,巻首に,斎統文選序・李巻上文選註

二:.:・f¥一浩ごこ;i¥∴　ニ・・三・二¥lI.---.L.-.蝣;ivj∴∴∴ :了出己・:・:-・∴ ∴∴　二
(初

大天同知池州路親管府事断固助率重刊」と題せられ,白口,毎年葉10行,行大小字
⑥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①

供に21字,行款一切尤本に同じく,両も書中の文字は必ずしも尤本と重岡ではない
⑧

もののやうであるo叉,巻末更に「濫造路吏劉育英郡人菓誠」の1行の有る本が有る

と云ふことである。

酎[感は,長州相城の人,原名は華昌,字は正卿,成業,名を伯索と賜はったo廷
◎

就7年に奉政大夫池州路同知と駕ってをるo世に張氏酢豚を,亦延蔵本とも稀する

のは,廷繭年間,張氏が,奉政大夫他州路同知在任中に刊行せられたからである。

予,未だ張氏原千体を見るを得ず,見る新は唯明刊張民本のみである。而して管見

の及ぶ所では,明刊張民本は自ら2種類に分かれる・0 1は静嘉堂文庫所蔵の明覆元本

で,張氏原刊本の曹式を存せるものであり,他は贋島大革新蔵の明覇元本で,張氏の

奮式を失-るものであるo以下前者を覆張民本,後者を郡張民本と稀する。此の項に

於ては,前者に就いて述べる。

静嘉堂所痕の明覆元本は,巷首に,梁昭明太子撰文選序・唐李崇賢上文選注表・呂

-T.Il".二二L.'ミ二、・ p∴ ∴　　三-'i ・二! ''・'・'蝣-∴　:∴: ∴:∴.・・・:-　L 、

正金は,第1行「文選巻第幾」・第2行「梁昭明太予選」,第3行「庸文林郎守太子

右内率府録事参軍事崇賢館直撃士臣李善注上」,第4行「奉政大夫同知他州路線管府
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事張伯薗助率重刊」と適し,衆に子目を列する。毎年葉10行,行大小字供に21字で,

行款重く胡刻本に同じく,字醍亦胡刻本に似てをる0校心の上隅間々字数を記し,下

隅には往々刻二名が有る。刻二名は, 「九華英清床刀筆」 2,警「孟」去警「弓長英」孟莞

「李俊」 108票「楊洪」 109莞等である・O而して巻60後題の末には「濫造路吏劉育英郡

大業誠」の1行が有る。養新線載する朗の元薬本には前海北海南道蘭政廉訪便余儀の

序が有るとのことであり,榎書隅録に定砂で売薬と席せるものには,余壇の序無しと

のことであるが,此の本亦此の序が無い..

今,此の本を以て胡刻本と封校するに,丙本行款相同じく,字煙相似たるの外,字

句亦殆んど相合するO併しながら決して重岡ではない。試に巻2,西京蹴正文と,三春

36,宣徳皇后令e席末公修楚元王墓教2篇の注とを取って比較するに,下の如き相違

がある。

胡　　　刻　　　本

〔西京斌正文〕

1　渡庭球以虜燭
°

蝣ft悼惜而慈恵と
O

3　若驚鶴之置罷
0

〔宜徳皇居令琵〕

1　論語臼孔子於郷慕陶物恭似不能富者
0

2　七略日都赤子斉人斉入鹿之語日彫龍赤赤
° °

3　論語孔子日大伯三以:天下譲人無徳而稀蔦
0

〔:爵宋公修楚元王墓教注〕

1　国語太子晋日大上基徳十五三両始平之
° °

2　孟子日間伯英之風者-　奪乎百世之下其不興起也
〇　　　　　　　　　°

覆　二元　張　本

階

」

嚢

如也

文壇

得

大王

百世之上・間者

此の本と胡刻本とは,往々上に示せるが如き字句の異同有る外,文壇27末に,此

の本は盲詞君子行一首在日,李善本古詞止三首,無此-欝,五臣本有,今附予後　が有って,

胡刻本には即ち無いC此等の異同を詳考するに,此の本概して胡亥打本に劣.i,やうであ

る。号琵伯盟本と胡刻本とは供に南宋尤豪刻本に接ったといほれながらも,かく両者必

ずしも重岡でないのは何故であらうか。

備明の時,張民本を覆刻せる者に,嘉靖間荘諒刊本が有り,朱純臣刊本が有る。

注

(∋　帯革部囲書館善本書目,亦署絶するo

(9　陳政は嫁薯隅録に引かれ,曹炭は市城横:集巻3咋見えるO侭,曹剣の以て延鈷本と底せ

るものは,箕は明の翻刻本に過ぎないo i筑FJgは明朝張伯顔本の項に述べる。
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③　樽経室3集巻3,甫宋淳柴景池尤氏本文選序。

④　日本読書志巻13,李聾注文選60巻保.　　　◎　琳娘書目・養新線。

-蝣.": '.'."I:・ト　　‥ -.・∴　　　　　　　・丁　　　　こ　こ・

◎　琳破書目は某城に作D,革部昔日は薬盛に作り,陳政は菓誠に作るO

⑨　選氏事告別鄭元就,乎江路櫨管致仕張公墳喬。

3　明狂諒刊本李善注文選60巷　20伊巻8之10・巻26之28・巻31之34,秒配

内　閣文庫政

審首冠する朗の序・象,全巻の行款,字鰐,放心の字数標記,刻工,毎食首第1 ・

2・3・4行の標題,巻末の標識等,すべて静嘉堂赦覆張民本に同じ。由,此の本文

選目録の尾に「嘉靖元年十二月望日金墓荘諒首板校正新刊」の1行19字を標するを彼

の本との差とするC都就床,四庫全書簡明日録標注巻19,及び丁丙,善本書室猿害志

懇36署録する新の荘諒本は,昭明太子文選序の前に,漢陽李廷相の序有り,又,呂

延詐進五臣集註文選表の衆に,余壇の序有りとのことであるが,此の本には此の2序
ill

皆無い.

注

①　丁氏八千番標書日雀19に,明在諒覆元酎白東本を以て,六臣注文選の下に著録せるは誤

で."?->5。

1　m皇∴　　工・: ∴∴∴"-'・_蝣蝣(;り蝣・'蝣--　　-,l I..-I. - :

京都大草人文科挙研究所蔵

i" "..".;・蝣."・・'〕‥　　　二　小一∴!:　、 :;∴一二L::　三l"l-.' - ..・. ∴　‥・∴

昭明太子の序が有り,而して後,目録を列する。行款・刻工等明覆元張伯田本に同じO

朱純臣の小序に日く, 「余光世蓉有文選放校,歳久浬池,暇申精神董席究書,寓内政

不乏善本,而欲使昭明之巣,益顔其偉,即金補葦意哩」と。

5　明覇張伯顔本李善注文選60巷　　30瀞 贋島大挙産

唐李崇賢上文選注表を前にし,衆に呂廼詐進五臣集注文選表井上遣将軍高力士宜ロ

I:㍉・:- : 、こ　　こ‥ '∴:丁・二　∴‥ ."'蝣'..:蝣.'-."・蝣蝣I.J".∴.二∴:∴　　　∴こ∴て∴-.二　L::

る。

毎年薬9行,行大小字供に17字..四周嬰欄,目口。毎食首第1行「文選奇策幾」,

第2行「梁昭明太子遺」,・第3 ・ 4行「居丈林郎守太子右内率府録事参軍事崇賢館直撃

士臣李善注上」,第5 ・ 6行「奉政大夫聞知他州路練管府事醇伯東助率重刊」と顧し,爽
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に千日を列するO彼の覆張本巻60末に有る「監進路吏云云」の1行は此本には無いO

此れ,明代,張伯頚木を覇干rlせる者であるが,今誠に2,3第を取って胡刻本を以て

底本と席し,明覆張民本及び此の本と相較するに, 3本の異同下の通りであるC

胡　　　刻　　　本

〔西京蹴正文〕

1　大夏耽耽
°

2　蘭姦金馬遜清遊居
0

3　綴障珠以慮燭
°

i　官V.fr嘩
0

5　悦悼傑而焦就
0

6　所惑成創療
°

7　接見鮪;珍水族
°

8　熊虎升面容摸
0

9　こ管鐸姶以此牙
0

10　若驚鶴之峯罷
O

〔宜篠皇后令壬生〕

1　荘子日夫造物者底人
0 °

2　六番大公白眉一人之下伸高夫之上
°

3　七略斉田餅好談論`
0

4　論語日孔子於郷箕陶物余似不能首
°

5　七略日郎赤子斉人斉人麓之諺日彫龍赤赤
0 0　　　　　°

6　vt的宋-3EBI?帯於討喜郎.r、に表胃郡立司州
c

7　常子日武王挙兵宰以伐肘-　武三万命大

公把施以塵之

〇

〇

時

○

塗

〇

〇

〇

〇

貴覧

〇〇

〇

〇

如地

文撞, ○

○

8　論語孔子日大伯三以天下譲人魚篠而稀悪　得
0

9　楊確答劉散田常闇先代槍軒之供　　　　　○
°

10　梁王国護国乎匪席之旨百辞国許庶王有不　　〇〇〇
O ° 0

遠而復之義也

翻　張　本

屋

外有

精

非

聾

癒

m

馨

描

燕

チ

人

1=1

如也

○○,敬

f・

良

得

人

庶乎

〔慮宋公修楚先王基数注〕

1済昔日楚元王交字瀞高瓢国父異母照也　○○　　　　弟

2　国語太子昔日苓与基徳十五三両始平喜　　大王, ○　　　大王,也

3　孟子日脚白英之風音・--奪乎百世之下英　百世之上,開音　盲世之上,聞者
°　　　　　0

不興起一也

上の例だけからでも,此の本が胡刻本とも覆張民本とも仝同でないことがわかるO

此の本と,胡刻本及び覆張本とは,上に例示せるが如き,正文・李善注の異同有る

外,此の本には胡刻本及び覆張本に見えない五臣注の混入があるo例-ば,此の本巻
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25,陸士龍谷兄磯詩注に向日・翰日の文各々1債を混じ,答張士戯詩注に翰日・銑日

・向日・済日の文各々1債を混じ,巷46,頚延年曲水詩序注に珍日の文1債を混じ,
①

巻47,三国名臣序賛注に向日の文1債を混ずるが如き是れである。

之を要するに,此の本は覆元張民本よりも蓮に劣ってなる。匠元が「元入更正卿,

捌是書,雷欝行款-乳房待其模範,第書中字句同異,宋音扱此君珂張本及菅

府諸刻,改其行款,更同白餅英」 (甫宋拝殿貴地尤民本文選政)と言ったのも尤もである。

一腰,此の本は2項に述べた覆張民本と供に,明刊張氏本の二種類を薦すものであ

るが,此の本は恐らく直接元刊本に擦ったものではなく,寧ろ覆張本に擦って更に改

易を加-たものであらう。

館,明の時,張民本を翻刻せる者に,唐藩成化本有り,暦藩成化本を重刑せる者に,

層藩萎正書院本有り,唐藩成化本を重刊せるかと疑はれる者に,晋藩萎徳書院本有り,

養篠書院本を重刊せる者に文恩堂本が有る。叉,張民本色町刊せるかと疑はれる者に

都原苗本が有り,汲盲関本が有る。

注

①　嘗M,延敢本文選炭に日く「国都毛民本,構従宋本校刊,両廿五巻陸士龍答兄蝉詩箆,

有向日命日之文,興此本正岡」とO魚らば曹氏の以て延藤本と虜せる者,箕は,堺の勧張

本であったのかも知れない。

6　研磨藩刊本李善注文選60巻　　20瀞 辞嘉堂文庫蔵

明の威化丁未(23年),庸藩希首の重刊文選序を党にし,衆に唐李崇賢上文選注表,

衆に呂延砕進五臣注文選表井上遣高力士宣口救,衆に昭明文選序,次に嘉議大夫前海

北海南道東政廉訪使会頭序を掲げ,偲る後,目録を列し,巻末に弘治元年唐世子(成

王)の政が有る。

毎巻第1行「文選懇第幾」,第2行「梁昭明太予選」,第3行・第4行「居丈林郎守

太子右内率府録事参軍事崇賢館直畢士臣李善注上」,第5行・第6行「奉政大天国知

他州路鴇管府事張伯頚助率重刊」と題する.毎年葉10行,行22字,中性亦行22字。

黒口,四周壁欄。

弘治先年唐世子の政に日く, 「仰惟我王考荘王,嗣承藩服有年,知席治必本於道,

灰後始得梁喝明太子新選秦漠醜晋以苑諸名公之文,玩其酔凱挟之経,輿道胎合無間,

遮因善本,筆而録之,変其附註之繋,正共催寛之誤,復窮序諸巻端,麦命鍍梓,絡欲

嘉裏後草,以東其偉,奈何功方骨成,而吾輩適巳仙近,可勝痛哉」と。此に接れぼ,此
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①

の本はもと唐藩荘王其の鍍梓を企て,王亮じて後骨成せしものなることが知られる。
③

而して丁未嘉平昔且,希盲の序に「近得善本,止有季善註,間有槍註者,頗簡要明白,

因命儒臣,校師訂瓦刻梓以偉,其於五臣之註,皆在醐除,而濁留善註者,蓋以蘇千

路謂,五臣乃僅儒之益随者,反不如善政薗」と言って変るが,此の本,注申往々五臣

注を混ずること浜島大草蔵の郡張本と同じく,其の他,正文及び注の異同も,亦多く

彼の本と合して,静嘉堂痕の覆張本とは合しない。此れ亦郡張民本である。唐華子政

に荘王窮ら巻端に序せしことを言へぼ,今見る所の希盲の序は即ち走れで,希盲は即

ち荘王であらうかと疑はれるO但序末記する新の威化丁未は,荘王真後2年に嘗る。

此の本を重刊せし著に,庸藩養正昔院本有り,叉此の本の重刊かと疑はれる者に晋ー

藩養徳書院本が有る。而し7:晋藩養徳書院本を重刊せし者に文恩堂本が有るC

注

①　芝地,成化21年真。明見巻118唐王樫侍,及び巻102話王世表(31に見ゆO

④ 「丁未」の上,此の本年汝を記せずO内閣文庫戒隆慶辛未重刊本(後出)には「威化」
の2字がある。

7　研磨藩養正書院重刊本李善注文選60巷　　20期・　内閣文庫産

此の本は,静嘉堂文庫蔵唐藩本に此して,希盲の重刊文選序の衆に,隆慶辛未読

(5年)十月既望,賜進士申憲大夫南陽府知府懐寧雷鳴容の重刊文選序1篇多きの外

は, 2本すべて相同じ。

雷序に日く「唐落せ稀賢,自荘王噂畢好古久,刻李善注文遺子藩邸,以嘉憲後乳

但奮板浸鼠敵襲弗便,今殿下方属せ千時,郎銃意斯丸崇偏重道,甫就諸道,首命

再舞,丹封既成,益篤畢不倦,日以是編置左右,乗以重修,鉄腸萎正書院,使諸士子

染着新造乱一時審問籍々,如衡陽港南,不多譲云,文選刻攻,左史楊君屠金鉄故

席叙之」とO乃ち比の本は陸産中,養正書院に於て,威化唐藩本を重刊せる著である。

而して明史諸王世表(3)を案ずるに,雷序に言ム新の今殿下とは,荘王芝地の玄孫,
(∋

瑞王碩贋(隆慶3年野世子, 5年襲卸)を指すもののやうである。

注

①　英友芝,即事知見停本音買巻16に,養正薯院本のL刻年を隆慶辛亥としてをるが,未だ

其の擦る所を知らない。

8　開音藩養徳書院刊本李聾注文選60番　　　京都馴膚店に於て寓呂

・LTI

I--"・- ' '".-'.  's　　　'　・‥ : '　:・-.:二　L ! ・、
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序・嘉靖乙酉山西按察司捷拳副使青田周宣晋藩重刑文選序が有り,衆に昭明太子序・

李善上注表・呂延砕進五臣集注表・余題序が有る。正巷,第5・6行に「曹府劾賜萎徳

書院校正重刊」と題す。毎年葉10行,行22字,注壁行亦22字,四周壁間,黒口o

周宣序に日く「文選馨刻於南故国拳,歳久漫漣,纏刻於唐藩,禁幕深秘,畢者鮮窺

鷲,嘉靖壬キ(先年)春,宜督畢山西,方欲逓購是開,布諸畢官,カ未達也,管玉股

下聞之,寓刻置於養徳書院,五以宣将廉廉東按察之命,特命寓言,以引其端」とo擦

・　　　　　　∴J一　蝣.-　-　-.--・蝣.I: 、

予唯此の本の第1冊を劉箆せるのみで,未だ各巻にわたり詳葛する事は出来ぬが,

其の行款・字鰐より推して,成化唐藩本を重刊せしものと恩はれるo乃ち此の方が,

前項に述べた唐藩番正書院の重刊本よりも40年程早く刊行せられたのである30

注

①　明兜巻100,諸王世表CD,及び巻116,曹恭王桐樽によるに,端王知煙は弘拍16年

封を襲ぎ,嘉靖12年尭じた。

9　明晋藩文恩堂枚正本李善注文選60巻　　　京都馴慣店に於て寓日

此の本と養徳書院本とを比較するに,

(1)此の本は,皇帝璽書・晋王知群恭謝文・周宣育藩重刑文選序,皆無い.

(2)此の本は,余埴序の後8行を全く墨白とするに,養徳富院本は其の紙の末行に

「文選序終」の4字を標する。

(3)此の本は,正巻巻首第1行に「文選巻之幾」と題し,末葉末行に「文選巻之浅終」
o                               0   0

と題するに,養徳書院本は前題・後題供に「文選懇第幾」に作り,而も後題は正文
o

の後2行を隔てて書かれてをる。

<&　正巻首葉第5・6行に於て,此の本は「育藩文恩堂大麓主人校正重刻」と題するに,

萎徳書院本は「晋府勅賜拳徳書院校正重刊」と題する。

(5)此の本は四周畢欄,自ロ,選魚尾であるのに,養徳富院本は四周蟹蘭,黒ロ,柄

魚尾である。

檀)此の本は,板心,魚尾の上に「文選」の2字を標し,魚尾の下に,それぞれ「序」

「表」 「目録」と擦し,叉「巷幾」と標するに,番徳書院本は上魚尾下に於でそれ

ぞれ「文選序」・「文選表」・「文選目録」と標し,又「文選巻幾」と標する。

(7)此の本,字醍既に明朝風なるに,萎徳書院本はなほ元板の宇摩を存するO

等の差が有る。其の外,本文及び注に於て,萎徳書院本の誤字,此の本に於ては之を
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正せる有り,拳徳書院本末だ誤らずして此の本却って誤る等の差がある。其の例下の

如し。

㈹　萎徳書院本誤りて此の本誤らざる例

亜　種　香　院　本

〔南都月封事〕

(荏)楚詞日行中借雨風詩
△

〔西都既〕

(琵)言階級勤城銀
△

(牲)漠昔日　-其塗符征征虜茸金鉦由藍Ee星堺珠翠冴飾之
△

(注)又費目-一敗妓蔵二千石
△

作意一之歌
△

(琵)尺子日虹震度析罪
△

(淀)東薄河撃
△

〔東都蹴〕

千時之.節
△

(注)孔安国Ei言百姓兆人訴大帝也
△

(注)史記五帝本紀EI茸帝塀項帝聾帝勇帝舜也
△

途紋哀字間永昌
△

菅俸而厨貞
△

(琵)草書詔日展天下之大本也
△

(p)養徳書院本末だ誤らずして,此の本却って誤れる例

聾　徳　書　院　本

〔南都斌序:〕

(注)苛悦白話誼字衆卿
0

(注)史記日金馬門着電著者
O

或以丹下情こ而通訊論
°

(注)贋雅日揮深也
0

(珪)国語冷州鳩目夫律所以宣布哲人之令徳
0

(注)諸樺養成引後以明前示臣之任不敢専
°

〔西都戯〕

(注)史記日周眉課名弄
0

商洛旋其隈
°

(注)毛詩日安演算栗
°

(注)詮文日蹄文糟、也
°

(法)又日郁書字少卿魯国人也
°

列放資鍛
°
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〔東都庶〕

(注)論語日夫子咽飴欺自署興鮎也
°

妙音昔而論功
0

(琵)震普齢
°

(注)寮或作薩
0

曳贋聾雪
°

(注)詮文日放火撃也i叡切
0

(注)字書日放空也
°

(淀)倍音考笠耀日英惑順行甘雨時也
0

輿

珍

m

覆

迂

:葛

敬

盛

借,拳徳書院本既に誤りて,此の本之を襲-る著も亦抄くない・O例↑ぼ,西都散在

「蒼顧篇日渡引也」の「厭」常に「讃」に作るべく,叉「薗雅日金錬箭羽謂之鉄」の
△　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∠l

下の「錬」の字,雷に「錬」に作るべきに, 2本斉しく誤れる如き走れである。

之を要するに此の本は萎徳書院本を校正重刊したものではあるが,箕は却って彼に

劣るやうである。

10　明郵原岳刊本李善注文選60巷　　20期・ 内　閣文庫;読

高暦学丑(29年),九月,閏中部原点刻李善文選注序・昭明文遥序・李巻上文選注表

を冠し,次に目録が有り,毎巻首第4行に「明雲南提督畢校按察司食事野原再校刊」

と題し,第60巻末に,茜麿壬寅隔清醇夢雷の重刻李善文選後語が有るO毎年葉10行,

行20字,小注亦行20字.o

部序に日く「余雅欲席李氏恢復菅業,示好古者,久之行部過哀牢,得朱郵政刻,班

多魯魚,又苦漫洩,蓋以分合屠更,或非其質英,乃求別本,参互訂之,揮工鍍板,頒

之畢官」と。文辞後語に日く「畢使野党生,校刻文選李注,以裏道人士,功垂成,三春

参楚藩,不便蟹共時,叉十決辰,教育始寛」と一O走れ辞が部の後を承けて其の刊行を

究うしたのである。

今此の本の内容を槍するに,亦多く京島大挙裁可張本と合する。蓋し部の本づきし

新は覇張本であらうc

ll　清懐徳堂重彫汲古間本李善注文選60巻　16if　　　　家　産

(∋

汲盲開校刻書目・汲盲閣刻板存亡考,供に李善注文選60巻を著録し,陽守敬亦崇
ゥ

蔽間毛氏汲古間刊本李善注文遺有ることを記するが,予未だ毛氏原刻本を見ない。而
ゥ　　　　　ョ

して莫友芝・都敦辰記する新に擦れば,童形汲古間本極類多Lといふも,予見る新は
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素位堂刊本・鐙士謎校本・懐徳堂刊本・文盛堂刊本・党葬堂円本の5本に過ぎない.

鐙士謎校本・文盛堂刊本・光舞堂刊本皆重刻の際校改せる新尤も多きもののやうであ

るから,兜づ懐徳堂本に就いて述べるO

此の本封面に「梁喝明文選六臣全盛」 (申), 「乾隆十一年重鋳」 (上), 「汲古間校訂」

(右), 「俵徳堂赦絞」 (左)と題する。毎年葉12行,行25字,注は壁行37字O毎食初

葉と末葉との魚尾下に多く「汲盲閣
毛氏
正本 」と標し,毎巷首尾巷第の下多く「琴川毛

鳳萄氏審定采本」 (蒙文嬰行)の印記がある。
ゥ

汲盲関本は張伯露本を以て原と薦すと謂ほれるが,明刊,張伯鼓本には自ら2極類

有って,而も両者互に著しき異同有ること前述の通りである0番らぼ,此の本は上2

種の張民本の内果して何れに近垂かC

今,此の本を以て張民本2種と封枚するに,天の覆張民本と郡張民本と異る新,也

の本は幾んど皆,翻張民本と合して,覆張民本とは合しない。即ち既に郡張民本の項

に於て述べた郡張民本と覆張民本と互に異る新は,此の本すべて郡張民本と合して,

覆張民本とは合しないし,其外,借,

イ　脱文を以て言-ぼ,

(1)巻8上林既「司馬長卿」の下「郭襲注」の3字. (2)巻15思玄賦「布原僻而獲恵争」の琵

「粛該普　贋雅日陵邪也」の35字　(3)巻37求自試表「故君無塵授臣無塵受」の注「三

一符潜夫論日-・・-忠臣不敢以虚受」の21字　(4)巻37求道親親表「有不蒙施之物」の6字等,
ゥ

覆張氏本V=は有って,初張民本と此の本と政に之を脱する。

ロ　行文を以て言-ぼ,

(1)巻15恩玄耽「行頗僻而獲恵争」の注「頗僻邪優也離罷也」の8字(此の8字もと五巨翁注

である),　巻24陸士衡答賀長淵詩「我求FA徳」の注「我求永徳巳兄上文」の上「毛詩日」

の3字. (3)巻25陸士龍答兄磯詩注「向日」 「済日」の各1僚　(4)答琵士余詩注「翰日」

「銑日」 「向日」 「湧唱」の各1保　(5)巻33山鬼「采三秀今於山間」の注「逸日」の2字,

(6)巻46醇延年曲水詩序注「命日」の1僚　(7):巻47三園名臣序賛注「向日」の1燦等,初

張氏本と此の本と泣V::之を街して,覆張民本は則ち街しない。

-　誤幕・改斑を以て言へば,

(1)巻4萄都既「千腐苗室」の「室」を「屋」に作5,　魯8初犯斌「群娯乎其申」の「娯」
°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

を「嬉」に惰り, (3)巻24陸士衡答貫長淵詩「恩嫡畳儲」の「恩」を「恩」に作り　(4)餐
°

36永野九年策秀才文「自萌俗湊弛」の「萌」を「坑」に作り　(5)巻50宋婁謝要道停論
0

「英不寄言上徳」の注「老子標題」を「老子道徳経」に作る等の誤り,翻張民本と比の本と
0

同じくて,覆張民本は則ち誤らない.

上に奉げた諸詮に擦って之を観るに,此の本は乃ち直ちに元張伯薗本若しくは其の
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∴:i-1-
.J.こ::-∴:∴∴圭:∴二・".-。'--∴:二十::I

が無We

抑々郡張民本は,殆んど張伯薗原本の面目を失せるものであることは前既に之を明

かにしたo而して此の本は覇張民本の系統に壊しながら,叉彼の本末だ誤らないで,

此の本は誤ってゐる所も砂くないo例へぼ,

(1輝3東京朕「重曹之人九晋」の注「韓詩外停日日-・猷白錐於周公」の23字,(2)巻24陸

士衛答賀長滞詩「魯侯戻止褒服委蛇」のS字及び其の下の注34字(3)巻34七重「客見太

子有恰色-曲面有起色夷」と其の注との数百字,骨軌張民本正V=存してゐるのに,此の本

は則ち之を腹し(4)巻5共都賦「適材悼社」の注「胡井手田」,翻張氏本誤らずして,此
0
の本「却」な「韓」V=作る,

等の類,走れである。然らば,此の本は概して郡摂氏本より劣れるもので,張伯薗原

本に遠ざかること愈々甚Lと謂はねばならぬo

芳し天れ,一見,此の本の,覇張民本及び其の他の諸本に優るが如く思はれる所に

(∋至っては,走れ皆校者が意を以て改めたもので,決して擦る斯有ったわけではないO

・.I.-一言こ"J*.I・-∴i;二∵∴"-/:・蝣蝣・・-.二∴丁と∴;-
i.J

-∴∴I*J<∴:.こ.i'二.'.∴∴言7-'ifj.''-一言二∴"'I∴:--、工言1

一見すれば,昭明太子30巻本の菅を存するやに思-る.しかしながら,仔細に之を検

すれば,其の後人の作燐であることがわかる.其の欝は下の通りである0

60巻本文選では,「楽府罪」は27-28の雨竜に分載せられて,巻27所載に「楽府

上」と標し,巻28所載に「奨府下」と標するが,30巻本では楽府薪はすべて巻14円

二二*・:・r...∴T.-vエ:-・・'11""t-.こ(・・し∴∴二・

本を見ると,懇27の千日に「楽府上」「奨府下」を並べ奉げて,懇28には千日が無

・二蝣,;;蝣一-';;u、圭~~-.‥∴

に息はれる朗であるO併し此の本が若しはじめから30巻本に接ったのならば,それ

.'".¥'サ・∴:∴∴∴~:こ∴.:.!'>|(こ:二目

が巻27「楽府上」巻28「奨府下」となれるのに接って,その巻28の「奨府下」をそ

のまま懇27に移したに過ぎないものと謂はねぼならぬC

60巻本では,論欝は51より55までの5巻に分載せられ,それぞれ「論-」「論

二」I--・「論五」と標せられて変るが,30巻本では26・27サ28の3巻に放吟られ「論

⑧
上」「論申」「論下」に分たれた管であるo頗るに今,比の本,巻51の子目は「論上」

に作り,巻53の千日は「論中」に作りながらも,奄55の千日に至って「論五」に作
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り,達に居間凌露はして変る一。

60巻本では,京菜頁は上下に分たれて, 57*58の2巻に捗ってをるが, 30巻本では

懇29内に放吟られ,随って上下に分たれないはずである.。頗るに,今,此の本の千

日は,衷類を巻57にのみ繋けながらも,独上下に分ってをる。走れ亦60巻本巻58

の千日「真下」をそのまま巻57に移したに過ぎないのである。

上に撲って,此の本の千月は,もと之を60巻本に探って,意を.玖て轡改変加-,

張ひて昭明の菅に擬せんとして,両も未だ改め轟くきないものであることがわからうo
⑨

高歩涼は汲盲関本の子唱を是とするけれども,其の訣達に従ひ難い。

叉,此の本は懇23の千日及び懇内に「臨終」の1薪が有って,欧陽堅石臨終詩一

首を之に屠せしめてなる。之を他の諸本が,臨終の昌を立てないで,欧陽の詩を詠懐

類に属せし砂,而も欧陽よりも後輩の謝塞蓬の秋懐詩の下に位せしゆて変るのに比べ

れば確に合理的である。是を以て研究家文選考異にも汲盲閣本を是としてなる。此の

献陽堅石臨終詩を詠懐の末に置けることに就いては大いに論ずべき飴地は有るが,節

しながら,此の本が果して擦る新有って此くの如く作ったのであるか香かは頗る疑は

しい。現に九僚家奮抄本も此の本の如くは作られてゐない。

以上懐徳堂本に就いて述べたが,此の本に接って直ちに汲盲関原刊本を評償するわ
us

けにはいかぬけれども,元来汲首関本は誤耽・行文等多き本なること,既に四庫提要・
⑱　　　㊥　　　　　　　　　　　　　　　⑱

∴・蝣;"-・　　　∴∴I一一　∴　、　∴ :こ　　"・・　一.:. ::蝣.""蝣']十∴~・∴

るのかも知れぬ。

胡刻文選の未だ世に出ぬ時,清儒の用ひた李善注本文選は主として汲首関本であっ
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゥ

たものの如く,或は汲古間本を以て善本なりと駕すけれども,其の必ずしも探るに足

らぬものなること,上に論述した新に振って推すことが出来よう.

注

(む　東方畢報東京夢6灘・所載,庶三七氏「汲古閣刻放考稿」に擦る。

(り　日本訪薯志巻12,李誉注文選六十巻の僚O　(塾　那亭知見俸本書日雀16。

垣)四庫仝啓簡野目線標注巻19。　　　　　　　⑤　務守敬の詮,垣~)K示せる昔に見ゆ.

@　覆丑民本は,巻3東京蹴「上下通惜」の注「晋君惜適於下-・-君臣敵襲・也」の22字・

巻13秋興賦「天晃朗以滞高今」の注「杜篤弔王子比干田　　富晃部面高FA」の20字,普

靖るのに,翻張氏本は則ち無いQ　而して此の本は此の22字及び20字の2僚皆有るけれど
′'ヽ

も,その櫓添わ痕甚だ顧白であるO

@　恐らくは比の本線る所の原本の校者。　　⑨　瀕智院顛醤妙巻20建窯に擦って推定。

@　文選李珪素疏巻10

@　郡氏四庫簡明日銀蹟注に白く「異汲古閣刊本字か,翻刻本甚多,其字敢大,且字句又興
0 o 0 0
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原刻本不相同,未知何故」と。
° ° ° ° ° 0

⑪　甫宋淳黙貴地尤民本文選序。　　　　㊥　鐙琴銅剣接戒書目線番23.

⑱　イ旦諸家の掠ったのは果して原刊本なりや否やは明かでないC

⑭　四庫の博衆を以てすら李善畢注本は,唯汲古間本1種を著録するのみO

⑮　許興行,額斎院録V=白く「文選以李善注席聾,李注以汲古閤離本麓誉」と。

11'　　　∴‥　　　::　:∴ (1ミ!".一-　i"蝣　. " .∴　　　　　、

此の本,封面に「梁昭明文還六臣査証」 「汲盲開披宋本校刊」 「素位堂療刊」と屈

し,行款・標識・印記は懐徳堂本に同じ。

此の本の刊行年時未だ明かでないがその文字は頗る懐徳堂本と合する・.乃ち,既に

懐徳堂本の項に於て岡本の字句に就いて論述せしもの,すべて此の本亦彼の本と合せ

ざるは無い。更に,武に巷2西京駄正文, :巻36宣徳皇后令注・薦来会修張艮廟教注・

薦宋公修楚先王基数注を取って,相較するに, 2本垂同なるに庶幾V>。但全巻を通じ

て2本悉く楯合するのではない.例へば,西京蹴正文「笠芙蓉乎許史」の「兜」を慣
o

徳堂本は「皮」に誤れど,此の本は誤らず,巻15思玄斌「欄漫覧尿,薮以迭遇」の

2句を懐篠堂本は際するけれども,此の本後に剃添せる痕跡有るが如き若干の差は有

る。蓋し此の本は懐篠堂本よりも後に彫板せられたのであらう.。

13　鏡土語重枚汲古間本李善注文選60巻　10;　　　　　家　産

巻1首行前題の下に「庶願丙寅孟夏上元鐙士謎重校」の13字が有る。款式・宇摩。

印記・板心の標識は皆懐篠堂本に同じ.莫友芝が「覇汲古間本　　不止一本,以鐙士

謎校寓差勝」 (知見停本啓日巻16)といひ,許巽行亦「上元鐙士琵重校本其尤貴著也」

I　　.　・蝣　　'　　　　::　、

今,比の本を以で匪徳堂本と封校するに,其の差大要下の通りである。

(1)懐篠堂本祝せる所,此の本多く之を補足する.0

例-ば,懐徳堂本は,巻15度玄武「燭浜罷嵐,菰以迭過」の2句,巻24陸士衡苓買長滞詩「魯・

侯戻止,二夏服委蛇」の2句,及び其の注,巻27曹子建墾模引「百年忽我遭,生産撃屋虚」の・

2句,巻28飽明達放歌行「今君有何疾,臨路濁遅廻」の2旬,巻34七重「客見大子有焼色」

より「恭而有起色夷」までの2段191字及び其の注等を脱せるに,(上の諸保の内‥監玄脱の1

保を除く外,素位堂本亦之を脱する),比の本管之を補ってをる。併し此等を補ふが麓に却っ

てそれぞれ其の上頚二の注を灘打去せる月斤が多い。

(2)此の本は六臣注本に;旗って,其の正文を改ゆた新が有る.O

試に巻1 ・巻2に就いて其の例を示せば,
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懐　徳　堂　本　　　　　鍔士誰校本　　　展

〔西都戯〕

1　建金城面罵健
°

2　保安之鳥
0

3　金紅玉墜
0

4　人辞之和允拾
0 0

〔西京庶〕

1　蘭基金馬
0

2　後宮不移
0

3　官以物耕
0

「外有」の2字有り

「於是」の2字有り

m

本

(之)

se

(壁)

(押入)

四部襲刊本

(之)

m.

(壁)

(仲人)

(外有)

(於是)

(顔)

(3)懐徳堂本末だ誤らざるに,此の本却って誤り改ゆた所が有るO

例-ぼ,巻5英都既往「醇登剤揚巳甫異物悪日・-・・の「巳」を「巴」に誤り(馨妙策造本は
vT.

「以」に作る),巻47漠高批功臣頃「達謁嘉謀」の「謁」を「堵」に改めたるの類是れである。
°

上3健の差に擦って盛氏校故の態度の一斑を知るに足るが,常に校改すべきに鍾氏

之を看過した新も亦抄くない。例-ぼ,

巻26藩安仁河陽願作「幹流隠風瓢」,琵「鶴冠子日幹流速街,如経済書注日韓韓也」の正文
O                     o                  o

。注の「幹」字皆「幹」の誤なるに,未だ改めず,懇36永FJq九年策秀才文注「選定政論日詔

事故車,三公辞召,以四科壌土, ・一・四日　才任劇願合,此四着何度適也」の「此四着何度
° o o ° o o o

適地」の7字は,本,銑注を混ぜる者なるに,未だ之を測らざる

の薪,走れであるo

英友芝・許巽行等は鎮氏校本を以て善と席したが,寛は較々其の文義の通じ易くな

れるを善と席すべきのみで,其の汲首閣原本の聾を失せることは恐らく重彫本中の随

一であらう。

注

①　許氏文選筆記に日く, 「戟園策,司馬踏日,臣請謁其故,漠寄書義日,謁普也,詮文田,

謁白也,汲古簡初刻作謁,鎮士譜校教場,非是」と。

14　文盛堂重彫汲台閣本李善注文選60巷10が　　　贋島大草戒

15　光寿堂重彫汲舌閣本李善注文選60巻10が　愛知願西尾町岩瀬文庫産

前者の封面には「梁昭明文選六臣査証」 「乾隆廿六年重銑」 「汲古間校訂」 「文盛

堂放校」と題し,後者の封画には「梁喝明文選六臣査証」 「汲盲閣校訂」 「光夢堂薄

板」と適するo此の2本それぞれ,或は懐篠堂本と合して盛民本と合せざる朗有り,

或は鐙民本と合しで匪徳堂本と合せざる所が有るが,要するに汲古間原本に此しては
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校故を加へた所が多からうけれども,未だ鐘民本の甚だしきには至らないものである0

2　五臣李喜注本

1　未明州刊本六臣注文選60巷目録1番　21筋　足利畢校遣旗国書館産

首に,文選目録・李善上文選注表・呂延詐進五臣集注文選表井上連絡軍高力士宣口

戟,昭明太子文選序が有り,正金には第1行に「文選巻第蔑」,第2行に「梁喝明太

子撰」,第3行に「五臣井李善注」と題し,奥に千日を列する。毎年菓10行,行21・

2・3字不舞,注蟹行,行29・30字不舞。白ロ,左右変通,板心下隅に刻工名が有るo

:.一二∴ ・∴　　　　‥:・,十二・ ∴∴・二.:_言!ォ・" *.'　・　・・サ　¥ I*　∴* "・

張清・董明・毛諒・剰信・徐宗・弓長謹等である。

此の本と同校のものが書陵部に痕せられてゐて,それには巻60の末に「右文選板

歳久津城殆甚,紹興二十八年冬十月,直関越公衆鎮是邦,下草之初,以儒雅飾吏事,

首加修瓦字童寛之一新,倖畢者開巻菟魯魚三承之靴,且欲垂斯文於無窮云,右迫功
①

郎明州司法参軍乗監慮欽謹書」 (直閣超公以下は砂補V=係る)の政があるが,比の本には

無いO近藤守重はその著右文故事巷2 (全集本酎30貫)に於て,此の政文の無いこと

を理由の-として,此の本は北采の原刻初印本ならむかと言ってゐるが,足利畢校秘

本書目には,采の紹興中に明州で刊せる本の後印修禰せるものとなし,其の補刻紙業

の板心に見える刻工,施章・王伸・英透・方成等は亦,秘府の備蓄正義及び停氏蟹鑑

枝番痕自民六帖にも見えることから推して,蓋し光景朝(1190-1194)に神刻せしもの

と言って'JL '<D。

予,蔓に夏木・四部叢刊本を以て,此の本と封放したが,比の本五臣注e善注の詳

略に於て尤も夏木と相近い.其の例を奉げれば,

巻1,東都賦「山笠護野-・一風伯清塵」の注,此の本は「良日,山霊山神也,風御天子畢也,

方紳(此の下恐らく脱文が有らう)帯師畢星席,風伯箕星席,登日, pj璽山神也,風御風車

之御也,万両四方之紳也,韓子日日日日風俗通日-・・・」に作り,蓑本は全く同じく,四部葦刊

本は良注を略して,唯「良国聾琵」の4字に作ってをる。

巻2,西京蹴「索翠火斉・・～.綴陪珠以慮腰」の注,比の本は「戟日,薪蟹鳥召也, ・--火斉珠

也,懸察壁也,一一以嘗夜燭,喜田,姦翠鳥名也,火斉敦塊珠也,六着田---列子日,穆王

麓中天之童,絡以珠玉,綜日,明月大味,夜則有光如燭也,啓白,懸賓夜光隈珠巳見西都賦」
o                                 o. o   C .o C a O O O ° e O °

に作り,蓑本は此の本と全国。四部輩刊本は則ち,下の「善日懸費・-一己見西都蹴」の13字

無く,上の善注の末「絡以珠玉」に放いて「戟国策,鷹侯謂秦三日,梁有懸費,楚有和嘆,

両度天下名器,僚見西都疏注」の29字が有る。
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巻7,甘泉蹴「陳衆事於東院今,韓玉軟而下地」の控,此の本は「番目,東院東海也,玉軟玉

飾革軒也,言陳列衆革於東海,慈其革降下馳也,如落日,東院東海也,曹灼日,軟革轄也,
° i) °　° 0 0 0 0

葦昭日,教徒計切,聾日,安達国語注目,車窓也,楚辞日,斉玉戟而並馳,菅大」に作り,
o °　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0 0

景本金国。四部叢刊本は則ち「如落日」以下の8字を「誉田同済牲」の5字に作り, 「安達」

の上の「聾日」 2字無く(釦ち「誉田」を啓箆の上に移したのである),又「並馳」の下,

「音大」の2字が無い。

元来,蓑本も亦五臣李善本で,此の本と同系統に属し,四部叢刊本は即ち,李善玉

臣本で,別系統に屠するから,上に述べたやうな此の本と夏木との一致は寧ろ首席と

も謂-る.展らぼ両者杢同かと言ふに決してさうではないO其の差の一班E下の如し。

(4)此の本,毎巻,千日を列するが夏本は解らず。

(p)此の本は,茨木に比し,善注に於ても,五臣注に於ても省略がある。兜づ善注

省略の例を奉げれば,

巻11,景福殿既「惟眠越之不静,寮征行之未寧」の注,

此の本「薗巳,眠遡萄英也,不静聴未卒也,露見也,征行謂戎馬也,寧息也　育三公九卿大

儒,皆知局英未平,戎馬未息一也,聾国串注」
0 ° ° °

蓑本「戟日,眠越英萄英也, --・戎馬未息也,挙日,眠超英萄二境地,倍音日,西土人,亦
o C　　　0　°　0　0　°　0　0　　　°　0　0　　　0　0　°　　　°

弗静・也」
° ° 0

巻57,夏侯常侍謀「轟錫玄塩,安田文命」の注,
此の本「済日,寡賜南玄珪,以彰成功,文命再名,玄黒也,聾注国」

o ° °

景本「済日舞賜轟玄珪・・・-玄黒也,書目,倍音日,高錫玄理,皆既成功,又日,文命数千四
o o　°　　　0　0　0　0　　　0　0　0　0　　　°　0　　　°　0　0　°　c

Hi.史記B. SL荷-SB丈命」
°　　° O o　° ° o o o o

上の例は猪「手間某」と言って,略せられた善注が,既に奉げた五臣注に同じいこ

とをことわってなる(安は必ずしも,五臣注と全国ではなく,大磯に於て同じいのであるが)0

頗るに,何のことわりもなく,いきなり善注を刑去してしまってゐる所も決して少く

ないC例-ぼ,

巻28,飽関連東武吟「願重曹主意,不快田子魂」の注中に於て, 「言己窮老而遠,国夫弄席疲

馬,一一魚田子久謝,故謂之魂」の善自注文と「韓詩日縞衣秦巾云云」の引用文との間に在

るべ尊「啓子日,文公至河,命日,藩豆損之　　-窮土間之,知新犀心奥」の199字(蓑本

には此の199字がある)を刑去し,

巻44,陳孔壇政美将校部曲文「進臨漠中,則平陽不守」の注「規悪日,公西征張魯重陽平・・-

粟陰夜襲,大破之」 32字(裳本にはある)を刑去し,

巻47,陸士衡済高紅功臣額「捻干鴻門,扱閲帝字」の泣「漠啓白,現;狩衣鴻門,I.=・・高帝笑而

起」の119字(景本には有る)を刑去して,

而も皆何等刑去した理由を明記してゐない如き走れである.

次に五臣注省略の例を奉げれば,

巻44,司馬長都,難局父老の司馬長脚下の良注「相知使易,萄父老多言通西南夷,不慮国風
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-・・・令・百姓知天子意」 60字,

巻46,王元長,三月三日曲水詩序の王元長下の銑琵「葬式帝永野九年　劾顧慮序」 23字

が夏木には有って此の本には無いの類是れである.。上の(イ)は此の本優り,夏木劣

れる鮎であり, (ロ)はその道であるO

さて,此の本は東本と楯近くして而も重岡ではなく,互に一長一短有ること上述の

通りであるが,番らぼ此の木蘭特の長所は全番無いかといふに,決してさうではないO

その主なるものは~下の2鮎である。

(j)此の本は夏木・額州本・四部叢刊本よりも,よく李善注・五臣注の聾式を存せ

る新がある。例-ぼ,

巻1,西都放「若乃駈其四郊,一一七相五公,興乎州郡之豪傑>　　腰上都而取高圃」の善淀,

此の本は,

「誉誓,齢玄酎己注目,王国百里麓郊, --鈴其僚不在七相之数者,並以罪園除故也菅冒・
文子日,智過百人,謂之傑,十人謂之豪, =・-」

に作って,二「聾日」有るに,裳本は,下の「善日」を「豪傑者」の3牢に作り,墳州本・

四部叢刊本は,下の「誉田」無く, 「文子日」を「故也」に直接せしめる。案ずるに,李誉

畢注本に在っては,此の正文を「君乃親其四郊　　七相五公」と「興乎州郡之豪傑一一陸上

部両親蔦国」との二に分って出し,登注亦各僚下に分隷したのである。今,此の本,正文は

班に一連に出されて李聾の啓ではないが,注は即ち二分せられてをるのは,猶李善の啓式を

存するのである。蓑本・額州本・四部叢刊本は供に既に書式を失ってをるO

巻6,魂都斌「政政率土-　匪葉形於親戚」の五臣注,此本は,

「良日,政政和襲貌　　一言歌論満路,洋洋乎盈耳,韓日,河洛出囲督,園秘奥　　　鬼謀
° °　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0 °

所序謂祥瑞也,済日,委菓也, -～.議於醜也,向日,玉策所以記帝王之跡, -・・.帝王国籍於
° °　　　　　　　　　　　　　　　　° °

此産地,良日,五篠五行也, ・一..言察五行之行,所臨相生也,銑日,消樺也, -　菅王者初
o °　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o O

受任之煙一也,戟日,徽瓶旗旗・・・=・尊敬一也,済日,空日計也, ・・=・・守玄駄而不言,而徳.化以著,
° °　　　　　　　　　　　　　○ °

良日,文帝寡言厚行目-・・其不意党,向日,著明也, --=言文帝非以私情而見於親戚」に作
°　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　くつ

る。

案ずるに,五臣注本に在っては,五臣の控,各々其の樺する所の句下に分隷したのを,此の本

一括して「匪葉形於親戚」の下に移したのであるo併しその五臣注の叙衆は,伸,奮式V::従

ってを汐,妄りに改あることをしてゐない。余るに酎川本・四部叢刊本は「長日-∴又日-I

又日　」 「命日-・-又H-　」 「津田-・・・又日日・-」 「向日-・・・又日日一.」 「銑日一一」

に作って,妄りに五臣注の皮衣を改あ,虎に却って正文の鉄泉と相承らしめる結果を招いて

をり,蓑本に至っては,五臣注の鼓舞を改むること車州本・四部叢刊本と同じ巷のみならず,

更に「又日」の字をすべて刑除し,且つ良注「文帝寡言厚行」の上に「罪言厚行,陶化染拳,

(此の8字は正文を引く)謂」の9字を加-て,一層五臣本の啓を失ってをるO

巻6,貌都耽「済罪流架　　或浮泳而卒彦」の法,此の本は,

「誉日左氏倖舜流四凶族・一..誉田左氏停白菜爾小園・.・一書目深寄港両三日　」に作って,
° ○　　　　　　　　　　　　° o                         0 °

三「誉田」有るに,蓑本・教州本・四部叢刊本は唯往昔の「誉田」有るのみで其の像は督無い。
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産れ此の本妄りに「聾日」の字を加-・たのではなくて,李善軍法奉に於ては,もと其の正文

三分せられ,注は各債の下に分隷してゐた啓式をそのまま保存せるのである。

V)善注の文字に於で,胡刻本・真木.・韓州本・~四部叢刊本,倶に後人の窺故を経

てゐるのに,濁り此の本のみ菅を存する新砂くない。例-ぼ,

・替38,任彦昇:爵苑始輿件求立太宰碑表, 「五教以槍,盲摂時序」の注,此の本「借書,帝日,

契汝作司徒,敬敷五教,五教衣笠」に作るに,胡刻本・苛州本・四部襲刊本「五教」の2字
° 0

を重ねない.東本も亦此の2字を重ねず,且其の下2棒を空にするO此の琵「五教」の2字
iJT

を慶する者が是である0

㌢魯60,陸士衝弔規武背丈, 「稔錆京而不漁」の注,此の本「僻事日欧克商二年王者疾不愈」に

作るに,胡刻本・額州本・四部叢刊本供に「愈」を「汲」に作り,蓑本は則ち「念1に誤る。
◎

此の琵「愈」に作る者が是である。

之を要するに,此の本は,.善注庭省略せる朋有るを以て,其甲劣れる新となすが,

多く李善注・五臣注の菅式を存し,且注申文字後人の改寛を経ること少きを以て,其

の優れる朗とする。

侍,此の本,巻申,鮎校頗る密である。巻3 ・巻6 ・:巻12・巻15等に, 「加朱黒

由　三要」の識語が有る故,それらも主要の加-た所であらう。三要は即ち足利畢枚

第九世主閑皇和伸で,諒は元信,一名三重,肥前小城郡の人,慶長17年毒手5月2日

駿府に於て覆したO其の経歴は詳に足利畢校痘書目録(川上贋樹著足利畢校事故考引)に
・∫

昆x_-b。

今,此の本に記入せる訓鮎を見るに,中には五臣注及び李善注に擦ったとは恩はれ

ない訓み方が有る。而してそれらは,多く九僚豪放奮抄本・上野氏蔵奮抄本・観智院

蔵元徳2年(1330)書革本の訓読と相合する。要し三要の訓読は必ずしも庇の本に即

し七恵声れたのではなく,慈らく我閣健衆の議み方を此の本に移したのであらう。書

陵部薄明州本にYも訓鮎が記入してあるが,試みに西京妹に就いて畢利本の訓鮎と相較

するに殆んど:相合する。

管見を以てすれば,訓読を施せる文選の刻本は,慶安本を以て初めと璃すかと思ほ

れるが,.慶安本の訓謹亦此の本の書き入れと同系統に属する(慶安本の頑参照)0

叉此め本,懇3大題上に「五臣±」,巻5大濠上に「五臣三」と朱書し,巻.20陸士

寵大勝軍宴合被命作詩の眉蘭,別に五臣注を墨記し,本文の文字についても往々五臣

本と:相検してなる。此れ等亦三尊の記する朋かと恩ほれるが,擦って以て,常時吾が

園に,五臣注本が侍行はれで居たことを知り得る。

注

(∋　東洋文庫蔵本及び天緑琳浪書買後篇巻7 ・清,張金吾夏日精度選者志巻35載する所,
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民国,王国椎南新古刊本考巻下記する所,曹亦此の政がある。

@⑨考,欝に拙著「文選李誉泣所引僻事考置」算2第に見える.。

④足利畢校産伏見故孔子家語に,慶長四年三要の政がある。

2明表裏倣宋刊本六家文選60巻30瀞静嘉堂文庫産

諸家の書目を槍するに,麦氏倣采本と稀する者が数種有る・O其の主な者は下の通り

である。

(1)天藤琳攻書官金10に,六豪文選(三函三十筋)を載せて日く,′

前芳統序,次李善上文選註表井園子監奉刊文選詔旨,衆呂延詐進五臣集註文選あ

後明夏生識語9-序後標此集精加校正,絶無舛誤云云(棟記下文略す),叉五十

二巻末葉,標母喝蕎貧時云云(下文略す),此二僚采菓中本有Z,係存其菅,其六

十番末葉,有呉郡某氏善本新離隷書木記,則夏祭新目標也,襲識語云,会家政

書百年,見購営采刻本噸明文遺(中略),殆数十種,家有此本,甚稀精善,両誌輝

本以六家席優,因命工郡離,匡郭字購,未少改易,始於嘉靖甲午,成於己乱計

十六載云云,其四十四巻末嚢,標丁未六月初八Ei李宗信離,五十六金末葉,標戊

申孟夏十三日李清離,

こ∴.::I,‥*・I'--.--・--卜r-∴＼二蝣.!蝣1-:

と許して変るo

(2)丁丙善本書皇赦書志巻38,亦六家文選六十巻(Bは氏倣宋刊本)を載せて日く,

三好丁.-:こ∴ill!.-:-1∴㍉_'.i:∴二,一∴三十∴ミー'・-;V"..

二日∴丁一二二㌦:一圭-:->::.i".Y-.サ!.サ'--.,〕言主長氏

善本,今重彫於英郡裳氏之茅趣堂,嘉靖丙午春日,観朝改東都願薦壁流願,展成

都府四行,第四十一食後,有政事二字,

と。此の記事は琳浪書目と合はない鮎が有るのみならず,丁志は叉第52巷末葉榛

記,揮選録を誤りて揮慶録に作ると言-るに,琳浪書目之を言はないoそれに,T
o△∴∵二三二、・一∴-:一二!十、∴-I∴'.'".','∴∴:."i"i・-'-"∴f~,¥.'¥

云云」の標記有りと言はず,懇44末葉に「丁未六月初八日云云」の標記有りと言

はず,懇60末に「英郡衰氏云云」の木記有りと言はない.番らぼ丁氏の録する所は

琳浪書目の載せる所と異るものである・O

(3)野都連塞痩山房営存善本書目巷3,亦六家文選六十番六十冊嘉靖己国表襲刊本

を載せて白く,
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此書,丁日記各巻後題字甚詳,余書皆大年有之,惟六十巻後景襲放題失去,叉

五十六食後戊申孟夏十三日李清離一行亦被敦夫,而三十二食後豊明茅靖丙午夏離

(「謝湖」象文印南征一行,四十六食後茅靖丁未季夏晦日赦亭記一行,皆薦丁新未見,

・一　上∵　　　　　・∴　　蝣・.-一蝣・　蝣・I.ち . ∴　　　一目　-~　　　　∴　-~・

Vlことがわかる。

蓋し琳浪書目載せる所は某氏の原刻本で,丁志・節目の記する所は皆後人作供重雄
①

せる者であらう。

某氏の擦る所に就いては,朱葬奪,宋本六家注文選政に日く,

六家注文選六十巷,宋崇寧五年鎮板,至政和元年畢工,墨光如漆,紙質堅轍,全書
ゥ

究好,序尾識云,見在東都願北門襲宅印責,墓采時萄履若是也, ・'--・是書衰氏蓑曾

併東本離刻以行,故偉世特多(曝寄亭集巻52)
③

と。頗るに菓徳輝は書林清話巻3及び巻5に於て,夏木を以て采張之綱覆校本(即ち

所謂尊州本)に接れる者なりと寓し,郎園謹書悪食15に於ては崇寧本に接れりと席し

てなる。弓長之綱本は李善直前に在り五臣注後に在って,麦本と別系統に屠するから,莱
i?　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vT

氏前詮誤れること明かであるO是を以て朱氏詮寛に易ふべからざるもののやうであるo

今,静嘉堂文庫蔵する新を槍するに,喝明文選序を兜にし,衆に李善上文選注表井

園子監准教範文,次に呂延辞上五臣集注文選麦芽上達高力士宝口教を掲げ,衆に目録

を列する。毎年葉11行,行18字, /ト注は行26字,上下葺蘭,左右変通,白口,放
ゥ

心下隅に刻工氏名が有るC毎春第1行には「六家文選金策幾」,第2行には「梁喝明

太子撰」,第3行には「唐五臣注」,第4行には「崇賢館直撃士李善注」と題するo而

して昭明文遺序の後に「此集精加校正,絶無舛誤,見在東都麻北門装宅印裏」の21

字(3行)を標し,懇60尾に「英郡衰氏義本新離」の木記(南行)が有り,文壇60末

に,文選刻政が有って,

「会衆赦書盲年,見購驚采刻本昭明文選,有五臣,六臣,李善本,巾箱,白文,

小　　∴・∴　　∴I*"l・・　∴∴一言こ, ∴!.'..*.・i...>! :・・ ∴'∴~　　　　　T

l.守/I-こ　　　∴二∴　∵ i--..-・'. ∴　i".*-.: ㌔ ‥II　こ.　!一一こ∴∴

梓人難集, --豊明茅靖己酉春正月十六日,共郡汝南京生襲,題干嘉藤堂」

といひ,文

金第20尾「英郡某氏,重離采刻贋都願本干嘉趣堂,嘉靖甲キ孟春正月二十四日」

(1'行)
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懇第30尾「豊明茅靖壬寅四月立夏日,英郡蓑氏,雨庚草堂善本離」 (2和

食第32尾「豊明嘉靖丙午夏離「謝湖」 (募文印)商征(1行)o (天線琳攻書F巻10に

日く「按蘇州志,蓑襲字伶文,美麻諸盤・.:～,晩耕謝湖之上,自放射湖」)

巻第33後題下「丙午春日夢五蟹起」 (1行)

奄第34尾「戊中三月初-日周模十六日付刻」 (1行)

巻第35尾「嘉靖戊申孟夏十一日周慈鳥十五日李宗信干rl」 (2行)

・巷第37尾「嘉靖二十五年賭月十二日英郡蓑氏校刊」 (2行l

巻第38尾「嘉靖丙午十月望日英趨陸家離」 (1行)

巻第39尾「丙午十月望自重離受琵」 (1行)

懇第40尾「此萄郡贋都麻袋氏善本,今重離子汝郭衰氏之嘉趣堂,嘉靖丙午春日」

(ll行)

r言∴L二　　ミ　ニ∴!*　し十I'r'*.'

、、巷第41前後大題下倶に「薄亭」の2字有り,後題の衆に,

「付押板十四片　陸板五片嘉靖丁未三月英趨陸圃離　羅模」 (2行)

巻第42尾「嘉靖丁未春二月　羅模」 (1行)

≡巻第43尾「丁未四月三日　羅槙」 (1行)

巻第44尾「丁未六月初八日李宗信離」 (1行)

と標するの外,巷第46尾,懇第47尾,巻第48後題下,巻第49尾,巷第50尾,懇

∴　T,・.'蝣.　-. :<¥ ∴　_ .・ill　　　.~>S 、.　'."''.-I ..　　　　:I

識が有る。
(∋

此の本恐らくは,琳規書目載せる朋と同校であらう。

此の本は明州本と頗る相近くしそ而も仝同ではなく,明州本に於で省略せられた注

が,此の本では却って詳出せられてゐるも′のがあることは,既に足利明州未の項に敷

て述べたが,今更に二,三例を探って,それら此の本に詳出せる注は必ず擦る新有る

ものであることを明かにしよう。

巻4,左大沖,h ≡都政序「左大沖」下の注,比の本は

「向日,戚祭緒菅昔云, ,左恩字大沖,斉国人也, -一都邑豪貴,競相厚着,三部者劉備都盆

州,溌苛,孫雄都建業,蚊英,曹韓都鄭,戟醜,濫作既時,英萄巳年,見前賢耳之遭非,敬

作斯蹴,以耕衆惑(Ill字),　聾日,滅茶緒曹昔日,左恩字大沖,斉国人,～.・・都邑豪貴,

競相停葛,原子海内」 (83字)

に作るに,足利阿州本は誉注を略して,唯々「登園向琵」の4字に作るO今聾妙本文選集注

巻8の聾注を槍するに,正に此の本に同じO乃ち此の本こそ,善注の啓を存するので,阿州
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ゥ

本「聾回向注」といったのは,走れ,大概の言に過ぎないことがわかる。

巻47,貰高批功臣頭「ニ州粛清,四部威畢」の控,比の本は,

「長日,醜櫨代皆糞州分,斉膏州分,故日二州,首骨巳平定,故云粛清,四部則此四国,皮

骨也,言普聾者語意厚地(43字),　誉田,掠轟貢九州之屠,醜超展童州,斉代鹿茸州,班

部規イモ超斉也」 (26字)

に作るに,阿州本は,良性は此の本に同じくして,書法は則ち唯々「善国良性」の4字に作`

るのみ。而も,比の本に擦れば,良・聾の二津,其の文大に異ること上の通りであるO今,
ョ

集注本巻93を槍するに,良琵・善箆,供に此の本に同じO以て此の本の優ってゐる事が知ら

れよう。

又, 「宜力王室,匪惟既武,据干鴻門,故国帝宇」の聾注,比の本は,

「誉田,漠昔日,項羽塞鴻門,正父謀欲殺柿公, ---高野箕面起,備蓄,帝日,余欲宣カ,

薩記,子日,捜千両山立,武王事也」 (142字)

に作るに,堺州本は: 「済寧日-・-高菅芙両起」の119字が無い。今,集注本を検するに,正

に此の本と合するO

上に示した如く,李善注の,明州本に於ては略であって,此の本では詳なる者は,、

此の本多く菅抄本と正に合するので,其の決して後人の妄りに埠益した新ではなく,I

必ずや擦る所有るのを知るべきであるo

以上は,此の本の明州本に優る所有ることを述べたのであるが,叉,胡刻本・茸川

本・四部叢刊本営誤って,此の本濁り誤ち患い所も多い.下にその数例を示さうo

巻34,曹子建,七啓,・九磨之鼻, (注)庶政藻啓官(「貴官」の'2字常に「官」の1字に侍るぺ

し)儀日,鼻公魚九泳者・也
0

一一∴:I ∴一・一二　　　に　　・.　*一・　　　!.*　i"　:
⑳

槍するに,正に「流」に作りて此の本に同じく,且つ正文の「琉」亦丁流」に作る。飴らば

挙善本は正文・注政に「九洗」に作れるを知るべく,比の本の琵「沈」に作るは,鰭,李聾
CI

の啓を存するのであるO

巻46陸士衝,豪士蹴序,身愈(聾本作遜字)逸両名愈軌(琵)小雅日劾美也
0　0

胡刻本・戟州本・四部牽刊本供に_ 「小誰」を「爾雅琵」の3字に作る。葺B氏考異に日く,・

「景本爾作小,無性字,真也,茶陵本亦誤街」と。集注本(巻91上)正にT/1、雅日放美也」,

に作って蓑本と同じ。引く所は贋言古の粟二o

巻46,三先長,三月三日曲水詩序,時粟既位, (注)周易日,時菜六龍,以御天

胡刻本・啓州本・四部叢刊本供に此の注無Lo染筆鉦文選勇鐙に白く「下旬御窺,引荘子,・

則此嘗引易時粟六龍」と。今,集注本(巻91上)を放するに此の本に同じ。

巻47,王子滞,聖主得資臣項,春秋法五姶之粟, (注)書目,藻官解静,覇顕日,五始一日売,I

二日春云云

胡刻本・酎・ト体~・四部賛刊本供に「善日醇官解話」の6字が無い。集注本(巻93)を案ずる・

にJtoi丈にPir。無さ音は晩したrjで.あ蝣S>.-.

勿論此の本にも塀特の放射は有るo往々意を以て注文変改ゆてゐることが走れで,
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(此の本にのみ見る寄寓e刻工の誤は姑く措くO)例へぼ,

巻44,,産土挙,放萄文「益州先主,以命世英才,興兵卸野云云」の注に引く宥志の「先主」を

皆「昭烈」に改め, 「菅公」を:菅「曹操」に改め,巻47,裳彦伯,三園名臣序賛「刑罰不

風　波有倣泣」の注に引く萄志の「丞相亮菱」を「諸葛亮卒」に'改めた舞に於て見られる。

之を要するに,此の本,明刊に属してはゐるが,往々采刊にも優る新が有るから,

決して之を他の明刊諸本と同一視すべきではない.0

注

①　事実,蓑氏原刻本に掠って作僻せる者甚だ多いこと,詳に琳破書目巻10及び固後編

巻19に見える。

◎　疑ふらくは賞に「糞」に作るべ垂であらう。 「蓑菜」 「蓑褒」別人。琵群に近藤守重右

文故事巻2に見える。

③　層鋸鎖琴銅剣接産書目経巻23の誼,亦朱氏に鐙ふ。

④　楊守敬日本訪寄春巻12にも蓑氏刊本を以て正本より繰出せる者かと凝ってをる。但訪

寄志上下の文を案ずるに「裳」の字は「尤」の字の誤かと思はれるO

①　但,天緑琳破寄E後寓巻7記する所に依れば,宋襲民本六家文選でありながら,序尾の

識語は未氏の見る所と同じであるが,寄木瓢記は「河東襲氏考訂諸大家誉本命工喫於未開

慶事酉季夏至威淳甲成仲春工畢云云」に作る者が有ると云ふ。.魚らば宋板襲民本も其の興

-でなかった事がわかり,院って蓑氏の擦る所果して崇寧本であったか香かは伸疑ふ僚地

が.t>う.

⑥　其の刻工氏名の内,李清・唐魂・陸孜は亦,重刻姦陵本の放心にも見える。

⑦　内閣文庫・京都大華人文科畢研究所亦此の本と同校の者を萩する。神官文庫萩する所,

及び贋島大挙産する所は後拐本のやうである。而して神宮文庫本は昭堺太子文選序の後

に「此集精加校正絶無舛誤云云」の21字を棲するに,済島犬草本にはそれが無いO

⑧　向注と聾琵と頗る異国有ること,上の南注を相比致して知られる。.又胡刻本・額州本・

四部叢刊本は其の誉注,此の本の向注と全く同じ。彼の3本,もと「聾国向注」に作れる

本に振り,妄りに, 「向日」を:改めて「書目」に作ったに過ぎぬ。勿論,向琵・聾建玉に

異同が有り,就中「三部者」以下46字は是れ向注で,決して誉注に非ざることを知らなか

ったのである。

⑨　但,集注本は善注, 「九州之展」を「界」 V=作り,良注「義輝」の下に「之」字が有る。
U

⑩　集注本校語に日く「妙,普決,五家本流慮麿也」とO

3　明丁数重刊本六家文選60巻　　20期・ 紳官文庫産

梁喝明太子文選序を前にし,次に李善上文選注表井国子監准敷節文,次に呂延詐進

五臣集注文選井上逮将軍高専士宣口教を掲げ,而して後に日録を列するo

毎巷第1行「六家文選金策幾」,第2行「梁昭明太子薫統撰」,第3行「唐李善呂延

済劉良張銑李周珍呂向註」,第4行「皇明寵碗丁現重刊」と題す。
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毎年某10行,行18字,性質行,行26字,板心下隅に字数及び刻工名が記される。

刻工の主なる者は,穆玖安・夢十・葉茶・葉玲・揚明・陳富・慮玉龍・薬三・魂智・

.∴・陳蝣・. ∴サ　　-fc∴:・.'Vi・∴ト∵・*・.　・サ　十二・'*"蝣*・'蝣I十三・

丘弟等で,巻56後題の次に「戊申孟夏十三日李清離」の1行が有る。

此の本と東本とを比較するに,毎行大小字数供に相合し,文字筆致頗る楯近く,巻

.56尾「戊申云云」の1行亦相同じきを以て,其の麦本に摸って而も毎年葉1行を減

じたものであることが知られるo而して此の本,夏木に就いて其の誤謬を校正せる朗

.・∴　　・ -・・"- :.!　! .

巻2,西京放「於前則絡甫太一」の登注,麦本は「借昔日,賂甫博物,漠昔日,大一山,古文

以慮賂南,五経要義日,太一一名絡南山,塞扶風武功願,此云絡甫太一山BF英」に作り,琵

末文義通じないO余るに,此の本は「山野臭」の上に「二」の字を校添してをる。今,李注

の意を玩してみるに,其の意「漠寄及び五経要義に擦れば,太一は即ち絡南にして,一山両

名有るに似たれども,西京賦正に絡蘭と太一とを蓮翠するを以て,走れ二山なること塀な

り」との意味である。巻10,西征蹴「面絡南面管雲陽」の注「漢書,武功山有太一,古文

以慮路南,此放下云太一,堺興絡南部山,西京蹴日,於前則絡甫太一,二山堺奥」といふも,
° o o 0

亦比の淀と同意であるO恭らぼ,此の注は,此の本の如く作って,文義乃ち完聾を得るので

あるO尤本(覇郭本)比の琵末を「不得度-山野臭」に作るほ,走れ尤賛意を以て妄りに
O O 0 O

「不得度-」の4字を窄添したので,李聾の意と合しないO高歩混義疏,曲琵以て尤本変遷

と焦すは誤るo

衆に,巻51,四子講徳諭1第を坂って,裳本と此の本とを封校するに,倣本末だ誤らず,

蓑本の歩誤れる所は,此の本に於て多く訂正せられてなる.

裳　　　　　　　　本

(注)傭音大停自贋匪臣也　甫容王復自珪
△　　　　　　　　△

(注)史記日百里葵亡秦走宛　-恐楚不予
△

(琵)呂氏春秋日孟嘗君関白圭日一一三上羽翼之也
△

(堤)方言E]征怯憧達也
△

(琵)文子日乳犬吃虎伏難博狙
△

(注)倍音日成則三接嘩武中部
(.注)史記日旬奴園射強度生業

△

(注)毛詩日賀意塞染
△

臼　三
0　　　　0

チ
°

士
°

徳
°

拷
O

O

II
O

餐
m

上に示填る例の如く,此の本は夏木のみの誤を正せる新が多いが,併し亦之を襲-

る新も有る.o四子講徳論に就いて言-ば,

(琵)鄭玄周躍注目斑紋於矢謂之鰹(頬の誤)婚高也
△　　°

(昏)韓詩外停日成文有子=・一日(三の誤)年美往爽
△　　　o
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(琵)戟国策日白骨菜象武夫顛王(玉の誤)
△　　0

(注)荘子海君田天下之水莫大於海而(両は符字)百川原之而不盈
△

・(注)呂氏春秋日孟嘗君間自重日一・日名班願発首(者の誤)三士羽翼之也
△　　°

の△印を附せる字,二本供に誤れるが如き走れである.o

叉,麦本末だ誤らずして,比の本却って誤れる新が有る.四千講確論に就いて冨へ

ば,

(注)史記燕昭王一一認身下- (景本此の如Lo 「下-」賞に「下士」に作るべし)の「下

一」の「-」を「士」に正せるは可であるが,却って「下」を「-」に誤り, (正文)日

遂軍国而薗標,草子稀臣而朝(原注)善本有賀字の「賀」の字を「賢」に窓改してをる:
0

如き走れである。

然れども,之を大観するに,此の本の誤は琴本革りも少い。走れ重刻の際に校正を

加-たからであらう。

4　張守梗正本六家文選60番目録1巻　　48か 家　　産

此の本は,前項に述べた丁現重刊本に就き,唯々其の毎巷首第4行の「皇明龍碗丁

抗重刊」の1行を窺改して「皇采紹興二年千国,張守校正重刊」に作れる者である。張

守,一字は千回,崇寧先年の進士,宋安食375に侍が有る。蓋し坊借射利の徒が,是の

人に催託して,贋を賃ったのであらう0

5　慶長活字本六臣注文選60巻目録1巻　　31カ計　　　画官文庫粛

正竜巻首の煙式は明州本に同じいが,日録は則ち重く異る.。乃ち此の本の目録は,

首行に「茶陵前進士陳仁子校補」と題し,目録の書式も亦茶陵本と全く同じ.懇60後

置の衆に1行を隔てて畳鉄の政(即けト1本の項参照)が有り,政の次に1行を隔てて「慶

長丁未活況上旬八襲板行畢」の刊語が有るo川瀬一席氏「首活字版の研究」に譲れば,

「所謂慶長活字本文選に有刊語本と無刊語本と有り,有刊語本は較々多く存し,無刊

語本は安田文庫現痕の一部(「米津蔵書」の印記有り)有るのみ。無刊語本の形式塾はざ

るは,或は最初の試みであった虜であらう」といふ(267貢-268某意坂)。比の本,罪

有刊記本であるC毎年葉10行,行22字,注は蟹行亦22字,四周壁闇。

羅山文集巷54,題政四,家蔵本の低に,慶長校文選に就き記して日く, 「文選有

季善証本,有六臣証本,其六臣証本申,叉有就善本而加五臣者,有就五臣而添善註者,

今此者就五臣而添善註着地,此本近歳米津黄門景勝陪臣直江山城守東棟,開板子要汝

寺」と。擦って以て慶長板文選付梓の始末を知るべきである。
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経籍訪古志奄6に云ふ,慶長活字本は,蓋し足利本に依れるものなり:と。島田珍の

詮も亦同じ(古文聾者考巻2)O　今,此の本を取って足利本と詳に封校する事の出奔ぬ

のは,理念であるが, ,予が既に明州本の項に於て述べた明州本と夏木と具る所を以て

此の本と較するに,此の本皆明州本と楯合するから,前人の詮是であらう。訪古志・

菅書考叉供に詮を属して云ふ, 「足利の明州木酢粗目無く,又政文を炊くが故に,慶

長本は,其の目録を茶陵本より取り,其の政文色別刻明州本より取る」と.O頗るに,

予,足利本を枚するに,正に徳目1巻を存し,而も其の目録の刻工,玉食の刻工と相

合するから,他産の本から目録を取って附加したものでないことは明かである。侭ら

ば,慶長本の擦れる新は,目録有りて政文無き足利の明州本ではなくて,覚は政文有

る明州本に擦り,両も其の本が偶々親日を快いてゐた席に,巳むを得ず,之を茶陵本

より探ったのではあるまいかと恩ふ.

6　寛永坂六臣注文選60巻目録1巻　　31が　京都大挙人文科挙研究所産

†二本.‥.:.' -"' -'　一・　'11I:∴ :‥　三　蝣"一・; !.-;-."i.; .:.二・二: I.二

乙丑孟夏上旬日　枝行軍」と鼓す.慶長活字本は宥界であるが,此の本は,目録以外

は無界である。

3　李善玉臣注本

1　宋賛州刊本文選60巻目録1巷　　61筋 宮内庶事鹿部産

李善上文選注表を首にし,衆に呂延辞進五臣集注文選表井上遣高力士宣口数,次に

噸明太子文選序が有り,衆に日録が有る。毎巻第1行文選巻第洗,第2行梁喝明太子

漢,第3行唐李善注,第4行・ 5行唐五臣呂延済劉良張銑呂向李周珍注と題し,次に

子屑を列するo

毎年葉9行,行14, 15字不舞。注は壁行,行20字。左右変通,白口。板心両魚尾

有り,皆下方に向ふ。上魚尾上閑々大小字数を分注し,下魚尾下,刻工氏名が有る。

叉,毎巻末後題の次に,多く校封・一枚勘・覆封者の衝名(皆勤frO僚展である)姓名を

列して,而も其の姓名は各巻必ずしも同一ではないが,薫鵬・張之綱の名を摩するも

のが最も多い。.刻二・校封・校勘・覆封者のこと,及び書中宋詩を避けて挟劃した文

字のことに関しては,穆守敬日本訪書悪食12 ・、島田珍古文菅書葛巻2 ・国書寮漢籍
^

善本書目巻4に述べられてなるから,今,旗を避け,重ねては記きぬ。
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比の本の特色に就いては,楊守徴証を属して日く,

書中善注居前,五臣居後,今以東斐本校之,凡五臣新引書,輿善注複者期皿之,

其不複而義意疎音,亦多個之,共著注在在校麦本薦債,左京本以五臣寓主,故於

善注,多創其繁文,此以善注馬主,故於五臣,多刑其枝葉也又其申,凡善注之

賛凡起例者,皆作隆文日宇,如両部族序,幅庭尤盛下善注,麿文蜂出彼以下十九

字作隆文,叉以傭制度下巻注,諸鐸義至郊此二十字,亦作隆文,此嘗有新承(即事

訪音志感12),

ど.o今此の本を披するに,略々穆詮の通りである0番れども此の本の特色に就いて夏

に注意すべきことが有る.・o乃ち此の本の擦れる所はもと五臣注を前にし李善注を後に

せる本であって,決して畢行李善本や単行五臣本ではないこ・t走れであるo其の題下

の如し。

詮1凡そ文選耽むる所の同一欝の文に於て,李聾の坂って琵解せし語句と,五臣の坂って琵

解せし語句とは必ずしも一致しない。是を以て同一荒の正文に於て,李誉本爽注の位置と五
ゥ

! :二蝣._・*.""'i s.・*;>∴　　　　∴-　:・ ・・こしてこ　　　　　　　　- ∴こ

巻20供に魂存し(何れも60巻本の巻40に嘗る),同一正文にして二本斉しく載する着帽有

るから,掠って以て李善本爽琵の蕃式と五臣本爽注の奮式と皆之を知るを得るoさて此の本

は既に李聾津を前にし五臣淀を後にする本であるから,その巻40の爽注の位置は集注本と

合するはずであるのに,其の箕必ずしも余らずして,却って五臣琵本に合し・障って五臣事

誉琵本と合する者十の八九に居る.又敦迫田土居妙李善本魂巻が二確有って,西京既・答客

:∴・;'.'.''oH　∴こ∴二十　∴し、・..二. ・、->.',-!J¥ ∴ I;-:∴　∴ 1一恵∴・し　　二.

臣事誉注本と合する。

詮2　此の本は既に挙誉注を前にし,五臣注を後にするを以て,其の正文は宵に李善本V=従ひ,

其の正文中に爽記せる李善玉臣の異国は賞に悉く「五臣作某」に作るべ巷に,其の箕必ずし

も点らずして,正文は五臣に従ひ,其の校語は「李善作某」に作る所が砂くないo例-ば,

巻1,西都耽「軟壊壕(原控,聾本作堵)之沈滞」,巻6魂都蹴「且夫寒谷豊黍,吹律以(原

注,善本無以字)暖之也,昏隈爽曙,蔑親以(原注,善本顛以字)顧之也」の顛是れである。

併し兜の興或は,此の本の校者,善本を非とせLが麓に五臣本を主とせるのみと謂-るかも

知れぬO点るに,巻40,任参昇,奏碍劉生文「是以義(原注,五臣本義上無是以二字)士節

夫,閲之有立」に至っては,既に李善本を主とせる書式を塀りながら,其の校語は「是以」
ゥ

の下に在らずして,却って「義」の下に在る。是れ,もと五臣事誉造本の「義(善本義上有

是以二字)士節夫一・日」一に作れるV=振って改作せし痕跡を留むるものに外ならない。

置3　李誉畢注本は,決して正文中に普樺を爽記せずして・五臣本は則ち正文FFrに音程を爽記

すること,唐妙李善本・茸砂五臣本に於て之を知る.余るに此の本は,正文中に普輝を爽記
ゥ

すること,五臣李聾琵本と同じくて,両も其の多くは五臣の普樺である,

護4　巻28,陸士衛,挽歌詩三首,此の本は「流離親友乱の首を以て夢二に列するが,集注

本校語に擦れば,此の首を夢二に列するのは,菅決本・五家本・随喜経本であるo今,此の
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本,李誓控を前にしながら,両も陸詩の順序,五臣本と合する者は,是れ五臣李聾性本が,

直ちに五臣本を塀って,其の李善本との異国を校注せざりLが虜に,誤って彼の本を襲った

のである。

謹5　巻7,楊子雲,甘泉蹴「下陰滑以惨懐今」の注,此の本は「聾日惨屠塞貌也,聾本懐作

魔」に作り,又, 「排掴招括璽榛遅今」の注「誉日日-・聾本棟連作近道」に作るo此れ,ち

と五臣李善注本に在りては,五臣注を前にし,李誉控を後にし,而して挙聾注の末に,五臣
⑤

本と李誉本との異国を記せLを(堺州本・裳本此の如く作るl,此の本誤って,李誉注と校

語とを一連と麓し,以て五臣注の前に移したのであるo

遼6　巻45,楊子雲,解噺, 「東南一尉」の注,此の本は「向日, -尉官名也,如落日,地理

志云,衣食絡」に作る。此の「如淳」以下の9字は,もと李善が漠啓の奮淀を探ったので,

走れ向琵ではないから,此の本の例に操れば,此の注,昔に「誉田,如落日,地理恵云,塞
0 0

食措,向日, -尉官名也」に作るべ垂である。余るに,今, 「如淳」以下の9字を向注に系
0 °

けたのは,是れもと,五臣事誉琵本が,五臣注を夢一にし,李聾の探れる蓉注を夢二にし,

余る後に, 「聾日」の2字を以て李善の自注を記し起す例なるに(阿州本・裳本此の如し),

此の傭偶々李聾の自潜無く,障って「聾日」の2字無かった虜に,此の本誤って「如淳」以

下9字をも向箆に属すと度し,直ちに五臣李聾注本の啓を襲ったのであるo　巻45,答客難

「語日以管窺天,以轟測海」の銑注の末に「張桑田,薗執訊也」の7字を連ね香し,巻47,

聖主得賛巨頭「努筋昔骨,終日桔在」の戟注末に「如落日,在花贋作貌」の8字を連ね寄せ

る導管亦同一の誤である。

遼7　此の本巻4,三部賦序「左太沖」下の注「聾日,戚祭緒曹尊日,左息字太軌　～.・・斌成,

真筆見両者喋,都邑豪貴,農相停薯,三部者劉備都益州,汝苛, --・濫作既時,異義巳卒,

見前里文之是非,故作斯蹴,以耕衆惑(123字),向国書津」.に作るO点るに集琵本巻8壱:放

するK,其の聾注は「競相停馬」の下に「遺子海内也」の5字有D, 「三部者」より「以洪

衆惑」までの46字は之を呂向注に魔せしめて変る。案ずるに,-集注本是である。此の本の

聾琵なる者は,五臣注を池じて,聾の藩を素せるに外ならぬ。此の卒の菩提,是の如き施乱

有る所以は,もと「向日威発緒菅春日左息字太沖　　競相停鳥三部者-・・・以耕衆惑,賛同向

琵」に作れる本(阿州本正に此の如し)に振って, 「向日」を誉日に改め, 「誉回向琵」を「向

国書琵」に改あたに因るのであるo

又,此の本巻54,非命静「故宋公一富,法星三傑」の琵「誉日,宋景公有疾,炎惑守心,

炎惑美星,心宋之分野,朝臣謂公日-・・・公田-・-是時庚惑乃蓮三舎,延幹二十一年,由貴公

之善言也,炎惑謂執法之星,故云潰星也(112字l,済経国」に作る。凡そ李誉注は正文用ふ
ゥ

る所の典掠,皆之を引琵するを常とするに,此の健一も出典を示さないO走れ決して李聾の

馨ではない.蓋し,此の本は,もと「滞日,宋貴公有疾,衆惑守心, -一散云法星也　誉注
ゥ

固」に作れる本に擦って唯々「誉」と「済」とを互に易-たるに過ぎないのである。

上の七詮に:撮って之を推すに,此の本若しくは其の本づく所は,五臣李善注本を改

一作せしもので,決して畢行李善本や運行五臣本に撲れるに非ざること疑ふ飴地がない.0

而も其の擦れる五臣李善撞木も,亦既に李善本の聾及び五臣本の背を失せること多き

一着な.りしことは,曹抄本と比較考記して知られる。
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さて,以上論じたるが如く,此の本は五臣李善注本に擦れるもめであるが,庶らぼ一

その五臣と李善とを入れかへたが寓に生じた差異以外は,すべて現存の五臣李善注本-

と同じいかといふに,決してきうではないO乃ち,今,此の本の正文・注を以て,明

州本及び衰本と楯較するに,互に異をる新が多いo其の主なる例は下の如Lc

(1)明州-*・夏木,皆五臣と李善との同異愛校記せざる所に於て,此の本は則ち往`

往校記する。

阿州・蓑二本,巻1,西都斌「陸封五罵,産場蹄紛」 「登降照愉」 「又有永明金馬,著作之
°　　　　　　　　　0　　　　　0

琵」 「胞建葦而蓮外展」 「内則別風喉暁妙震巧而錬擢」,東都酔「蒸公・躍宜而托其制」L 「発現
0　　　°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　°　　　　　°

己復種以寒路槍」 「錯鴻藻申景錬」に作って,校語が無いのに,此の本は,西都既「提(五
°

臣本作隈字) -分(五臣本作紛字)」 「-燭(五臣本件照字) -」 「-庭(五臣本作

琵字)」 「提(五臣本作法事) -」 「-饗(五臣本作錬字) -」,東都庶「-拓(五

臣本作托字) ,-」 「克(五臣作動) -」 「-停(五臣本作申字) -」に作って,痩

江有る・が若き足れである。

而して此の本,此架の校語は,もと,必ずしも他の本と校して之を記せLには非ずr

堰,李善注・五臣注等を参酌して加-たるに過ぎざる考が有るかと疑はれるo次の二

例に擦って之を推すべきである。

此の本巻2,西京蹴「礎(五臣作秤浦耕切)礎象乎天成」に作るに, FJ州・蓑二本は「秤

(滞耕) -」に作り,両も其の聾注?下に「秤誉本作醇」の5字が有るo余らぼ,此の本
は,もと,誉注下に記された校語に掠って,正文を校訂したのであらうQ　此の本巻58,拷

淵碑文「轟東野(誉本件好古厚字五臣作序)之秘費」に作るに,明州・景二本は「野」の下-
⑧

に校語力豆無い。案ずるに,比の文下の挙誉蛭に日く「東野未詳」と;又田く「鹿野賞仲野梓

首序字」と。走れ李聾本,もと「野」に作られてゐたのである。又,此の正文下,戟注に円

く「野嘗馬序,此云野者,賞賛葛之誤也」とO走れ五臣本も亦もとよう) 「野」に作られてゐ

たのである。糸ら蝶,比の本の校語は,唯事聾津及び五臣注に掠って麓されたに過ぎない。

(2)明州・衰二本に於ては李畢注中に在る音樺を,此の本は往克之を嘩去する.'o

巻5,英都晩, (菩提) 「許慣性有子琵日,弟鵜驚輝也,爾雅日,猿白約,割亦測地,顕雅日,-

落居也,骸雪路」。旦冒州・景二本は, 「驚堆也」の下に「鵜普儀」 3字有り, 「白豹」の下に

「普阿」 2字有り, 「居也」の下に「尚扶沸切」 (正文「滞滞呉而被絡」の普樺) 4字が有るO-,
O O

巻15,息玄鼠, (善注) 「白虎通日・--僻事日,灰塵玄茸,読書且」O　阿州・蓑二本は「菅尾」

の下に「締署離」 (正文「猷旗珪輿深繍今」の普輝) 3字が有るO
°

上二例に見るが如く,此の本の善注,阿州・蓑二本に比して普輝少聾は,其正文中欧に普樺
ゥ

を爽記せるを以て善琵中に於ては之を省略したのである.

(3)明州・衰二本の李善注に於ては「某己兄上文」・ 「某巳見某篇」に作れる斯有る・・

に,此の本に於ては幾んど皆之を複出する。

凡そ李注の例,既に前文に於て,詮を引いて注せし語句,後文復た出づる時は,必ずしも重二
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ノねて霞を引かず,唯「某巳兄上文」又は「某巳見某篇」と記することが有るO此の事は・李

I/::.:・・.蝣f.:I :  、∴ ち;"・--."' ".I∴.言・:-　*'-・　∴・-:二°-　:I

vL,此の本に於ては,阿州・蓑二本明に「某巳見　」に作れる着発んど骨・引鐙を複出す

・・_ ∴;.L.':." ∴、　ォ(一・∴　　二・ ∴∴:二∴・.・Hi出しこい・ニ∴ご　蝣,-;z'Vl-*1"--

に「某巳見-・・・」に作る者教保を存するのは,偶々複出を失したものであるO

<4)此の本と明州・蒙の二本とは,李善注・・五臣注の取捨必ずしも同一でないO

巻2,西京駅丁爾乃党秦潮, -一得九塵之迫脅」の琵・此の本「綜日,跨越乱国秦制,

故白鼠比周除,故日跨之也詩日,築室百堵・今以慮軌　周稔明堂九蓮・今又窄之也

賛同綜注」

那卜裳二本曜日,以嘩迫脅,故贋智之J撃墜旦」堅塁匪車道・東軍廻堅J蟹堕し

ラ院日,跨越也--・今又窄之」

巻36,永眠九年策秀才文「是以腔嶋有順風之講」の払

成子雀腔桐之上,放任見之, ・f」成子日丸

比の本「書目,荘子日,

著語女至遣,内国誉琵」

黄帝開展

・・-' ---ii-‥　　　∴　‥.I;.∴∴/J: ∴.ij・..、 ∴・∴-

塁上)

上の二保は誓琵互に詳略有る例。

巻1,西都賦「内則別風喉暁,抄震巧而饗擢　　上反宇以薫風激日貴市的光」の五臣注,

此の本「向日,富商疎而躍乱良白,園腐蝕言宮殿千門罵声,皆夕閉朝園,夕虎陰,朝慮
a)

防,正殿露展也,済日,富宮殿光色,興日景相激射,而入官室」
(2)　(3)

癖州・蓑二本「向日,.91嵐固有,
(2)

避鬼高私署其高峻僻臨末央官,済日!__墜塾墜掌」単語殿名,天薬草重し畢戴覆也激日景

唯暁高地,音商務薗選出,良日,開閉也一日・正殿露寮也,

(3)

両的雅,富宮殿光色-～.入官室」

巻2,西京斌「尿路末路,雲起誓飛,初若瓢瓢,後遺霧舞」の五度淀,

下貌,皆分虎作之,銑日,
C2)　　GO

曲慶謂曲之/節度壇.」

野けトト蓑二本「薗日, _翠翠畢軍,雪下貌,菅分虜作之,

比の本「翰日,雪
Llヽ

班固葵事費目,.元帝自
(1)~　　　　　　　　　　　　　　　　　　ォr

度曲歌絡,更授其衆,謂之皮衆,
A tt~　　~~~~~'一一~一一~　　　　　~　'~　　　　~A ILl'

(銑琵無し)」

匿曲,臣増田,

上の二儀は聾注相同じくして,五臣注は則ち互に群峰有る例。

巻42,億休確,興従弟君首君吉事「昔伊野猿耕・・.=層茶人於塗炭」の注,此の本「誉田,孟子
、い-I

El,伊声耕於有事之野一日壌畢済記日,郵怪事若草,汝有人也∴・∵週萱日,民墜塗翠(208

早),向日,国善注,塗泥也,茨滑火也,言人如墜泥火,意欲済之令出難也」
く3) -　　　こ`

如本。よ向日,ノ肝耕於有事之野-一夜脚博興鄭東都際It陽山一-.塗細,炭塘火也
盲人如墜泥丸意欲済之令班其難也(101字)登園向琵」,蓑本の向注は酎ト体に同じく・

し1ヽー

善注は此の本に同じO

懇46,衰士蹴序「両成王不達族昔於懐・.-・・非其戯者興」の注,此の本「登日,
ヽド

要一-孔安国日-.・=漢書田,宣帝鰭立,

所以供其疑催之者-・・・榛東,者恨也,
(2)

僻事日,武王統

見高廟・、若有菅刺在管(68字),向日,言周公賓光,

宣帝国誉注(58字)」

研州本「向日,富国公賓光,所以倶其疑催之卦
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署光礎参乗,上内筋博之,若有菅刺着背,負則管也　菅亦刺也 (87字),聾回向琵」,裳本の
ci;

向注は阿州本に同じく,聾注は此の本に同じO

上の二債は誉琵・五臣注供に互に群峰有る例。

以上(4)に於七誉牲・五臣注の群峰に就いて比較したが,概して首はゞ,比の本は菩提辞

にして五臣琵略,剛トT本は五臣琵評に.して聾往時,景本は五臣注・善注供に詳なる所が多いO

(5)注文の分別連合必ずしも相同じくないO

巻3,東京戯「周姫之末,不能庶政,政用多僻,始於宮隣,卒於金虎」の注,此の本「綜
°

日,姫周姓也,末謂断層二主,周末世之王,多邪僻之政也,鄭近也=‥・・金自他,聾日,慮功
°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　° °

罪官儀日,不制之臣-・・・議誘之言,意若虎也」

酎トr ・蓑二本「綜日,姪周姓也-一周末世之王,多邪僻之政也,誉田,毛詩日,民之多僻也
° °　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　° o

綜日,鄭近也-・・・金白也,書目,贋功漠官儀日,不榔之臣-一誌諺之言,悪業虎也」
0 0　　　　　　　　　　　　o o

案ずるに,野洲・蓑二本,綜注・誉注を各二分して出す者は,是れもと,李善本に於ては,

正文「周姫之末・・・-・政用多僻上と「始於官郷,卒於金虎」とに二分せられ,綜注・蔓性亦各

之に分致せし啓を存するのであるO比の本は即ち五臣本の正文「周姫之末-・-卒於金虎」を

一連に出せるに随って,綜注・登注をも各一連として出し,丙も誤って善注の「毛畜日,氏

之多僻」 7字を脱したのである。

(6)李善引く新の菅注の位置互に異る所がある.0

李誉自適法例に擦れば,文選載する所の篇葦にして,啓注又は馨集注有って,李誉之を探る

時は,允づ啓注又は啓集箆を記し,李聾の自注は,其の下に「臣誉田」の3字を醸して記し

起すを常とする(西京蹴琵・甘泉既往)こ　唐砂李善本・啓妙李誉本正しく其の例に従ってた

るO今,棟本を槍するに,啓集注有る甘泉既・子鹿既・上林賦・初瀬蹴・長楊庶・-鵬鳥斌・

訊諦詩等の・20億篇及び蕃注有る幽遠既に於ては,明サトr ・蓑二本は概ね香淀を聾目の前に記し

て;略々書式を存するに,此の本は則ち琵首甘薯日を以て記し起し,全く聾式を失ってをるO

(7)文字の論談一致しないものが多い。

(i)明州本・衰本館誤らず,此の本のみ誤る例

巻2・西京庶「於是采少君之端信,庶輿大之貞国」の向注に「凡人姓名,革事易知而別巻重

見者,云見某策,亦徴省也,他骨顛此」 26字有れども,此れ賞に聾注に属せしむべ巷を誤

って向注に入れたのである0

番6,或都斌「塵聖武之龍飛,馨受命而光宅」の善注, 「魂志日・.・一文帝受輝,追奪日武皇

帝,東京蹴由,世瓢乃龍飛白水,電話序日,文王受揮,追奪日武皇帝,東京駄目,世瓢乃施
0　0 0 0 o ° o　° ° o o   o ° ° °

飛白水,毛詩序日,文王受命,作周也」に作れども,今, o印を附せる25字は,上文に渉
°　0　0　　　0　0　°　0　　　°　〇　°

って街したのであるO

巻20,餅延年,皇太子輝真倉作「真此夙和」の「和」は: 「知」の誤であるO
O

(?)明州本・夏木既に誤って,此本のみ傭誤らない例

巻14,班孟堅,幽遠既「巨満天而混夏今」, (注) 「聾日　　付昔日象恭満天」,明州本・景・

本此の注「象」の上の「傭啓白」の3字を脱する。

巻30,謝空運,斎中講書詩「臥疾豊暇濠」, (注) 「囲語,憂旗日,我散在暇敦之事君,章略
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日,曙関也,漁柴胤,明州本・裳本比の津「君」-の下に「孝之」の2字が有るo今集注本

(巻59上)を槍するに「幸之J',の2字無く,菅子建・七啓琵引く所の国語亦此の2字が無

い　　　三　　二I蝣-、 I　二l・二111人∴(二>._':''.㍗ (i・':二,*・IJ蝣. '∴'"L-'二＼ ・こ

巻46,薪延年,三月三日曲水詩序「施命斐班,必酌之於散乱・ {注) 「倍音,穆三日,隻0

班施令,固有不滅」,阿州本・裳本此の琵「穆」の字を「武」に作るo今,集注本(蜘1上)

を槍するに,正に「穆」に作って此の本と合し,又伸音間命策を考-るに・啓に「穆」に作

るべく, 「武」に作るべきではないO

以上(1トC7)に述べた如く,此の本は,明州本・夏木と互に異同が有り,殊に此の

本にのみ善注が有って,明州・蒙二本には無く,叉,比の本にのみ五臣注が有って,
㊥

明州・麦二本に無き例も有るから,此の本は恐らほ,明州本若しくは裳本と同極の

本に撮って直ちに其の五臣と李善とを互に易へたのではなくて,明州本若しくは夏木

の同種本以外に又一本有って之に接ったか,慮らずんば,明州本若しくは夏木と同極

の本を本として,更に昔時存せし飴本を参酌し,以て改修を加-たものであらうC

之を要するに,此の本は,李善注を党にし,五臣注を後にしながら,而も李善本の

菅式を失すること多きを,其の最も著しい短所とするo而して此本の長所は,往々明

州・京二本に比して李善注を存すること精なると,明州・麦二本既に誤れる文字,也

の本館誤らざるものが有るとの二鮎に在るO

静茅堂文嵐又,豪州本一部を痕する(啓陸心源顧本).就いて桧するに,書陵部本

に此して,字書清朗ならず,且つ間々原葉を炊いて,或は妙配し(巻22の9・10・27蝣

蝣41葉等),或は同極異板の紙業を配し(巻3の3葉,巻12の35-36業等)・甚だしき

∴　　　　　二_i:・二∴ ∴言.汁:　　　　丁・ __∴'<."・・-.-∴・*'.()*"'!'∴∴・

23の12薬等)。天緑琳浪書目後巻7所載の本も非常に試補の多いもののやうであるo

徳富蘇峰氏の記する所に疲れぼ,岡部家亦豪州本一道を薄し,而もその本には細い書

き入れがあると云ふが(蘇峰随筆230貫),未だ借園の機を得ないo

"...,.二二::∴　:言∴':.I-罠　:∴:∴t一・s,"  '"・　∴あ'

注

①　侭,妖劃文字に就いては,楊・島田二氏の詮に疑間を持つが,そのことは祭日改めて述

べたいと思ふ。

・一蝣'-',.--!.', i∴∴・二:ここ・∴・・ ‥∴!-"!'!!・: ∴.I:こし~‥-∴:・~、

⑨　酎H本一敗の例に従-ば,比の校語は,賞に「是以」下に於て「五臣本無此二字」と書

すべ垂である。

①　五臣本遵巻及び集注本引く所の五臣書と相醗して之を知る.

①　此の校語,もと,行間に記せられたのを後人誤って本箆に入れたのであるo
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⑥　胡刻本此の健の注,呂氏春秋を引き,又贋雅を引垂て比の本と仝く異る。

①　堺州本・麦茶,粒甲如し。而して其の丁聾経国」、とは是れ大概の富野過ぎない.

⑧　今の校本皆「樺」~字を重ねず,今集準本に振りて補ふo

@　正文中央記せる者は蓋し五臣菅を.も含む。

⑩　西京既往・永FJq九年箕秀才果注等に其の例が有るO

2　四部叢刊景宋本六臣注文選60巻　　30ガ・ 家　　勇武

(ラ

畠延辞進五臣集証文選挙井上達将軍高力士宜口敬を前にし,次に昭明太子文選序,

衆に目録が有るC毎年葉10行,行大学は18字,分注は23字O注申,注者自ら登凡

起例の虞は皆其め右勇に無線を施してをる。これは,その接った本が戟州本に見られ

るヤうな陰文白字になつでゐたのを斯く改砂たのであらうo左右壁連,左欄外に篇題

を標記し,板心上隅に字数を記す。月録の第1行に「六臣註文選日録」,第2行に

「梁昭明太子撰」,第3行に「唐李善註」.,第4行・第5行に「唐呂延済劉良張銑呂向

李周翰註」.と題し,正巻勧業第1行には「六臣註文選金策蔑」,第2行に「梁喝明太子

撰」,第台行に「唐李善井五臣註」と題する。各巻末大題は概ね懇首の大題と同じき

ち,巻7 ・ 8、・10に見る如く間々「六臣書証文選巻第浅」に作る朗が有る。
0

此の本は,上海滅罪棋蔵采刊本を景印走るものといふが,四部叢刊書録には,其の擦

る朋の.采刊,玄・匡・貞・徹・恒・桓・戟・敦の諸字皆閑筆と記するゐみなれど,予,
-◎　　　　　　　　　　　◎　　　　　　　　①

此の本に就いて調査せし新に擦れば,慎(孝宗謹啓) ・惇・敦(光宗静酎・廊(寧宗藷撰)
ゥ

の字亦闘筆する。番らぼ則ち薗芥模本は南采未の刻本なるちとが知られるO而も此の

本必ずしも完本ではない。即ち巻30より懇35に至る6番は,其の筆蹟全く飴の巻に

異るのみならず,飴の雀蜂∴左欄外に篇題を標記せるに,此の6懇のみは,慮らず,

飴の巻は,注申茎格を存すること無垂に,華の6巻には墨格が甚だ多いC是YLこの6

巻は,他本より探りて此の本に配したのである。贋島津野圏書館赦する所の茶陵本は

注申室格を存すること甚だ多いo而して此の本の盛格全く茶陵本に合する0番らぼ此

の本配する朗は茶陵本であらう。

今,此の本を以って額州本と封放してみるに,南本隣る相近いo其の著しい例を示

せば,

(1)前項輯州本の健に於で, 7詮を奉げて,以て其の本は,もと五臣李善注本に擦

り,其の五臣と李善との叙衆を互に易-たものであることを述べ産が,彼の俵に

奉げた7詮は,そのまま此の本にも適用せられる.
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(2)前項墳州本の俵に於て,豪州本と明州本・麦本と異る例7健を暴げたが,其の

諸候に於でも,此の本は茸州本と重く合し,明州・麦二本とは合しない。

上の二欝に撮って,此の本の茸州本と甚だ相似たるを明かにし得るO戯らぼ此の本,

全巻を通じて悉く尊州本と楯合するかと言ふに必ずしも慮らずして,二本互に昇る新

亦抄くない。併し其の差は多く此の本の改作に因って生ぜるもののやうであるC下に

二本互に異る主なる例を奉げ,且つその差の生ぜし所以を述べよう。

(1)額州本では,各巻首,子目を列するが此の本は即ち千日を列しないo

今,此の本を槍するに,正文の各簾は先づ篇名を題し,衆に其の作者名を題する

を例とする.頗るに,巻1のはじ砂のみは,党づ「班孟堅両部族二首」の1行が

あって,衆に更に「商都斌序斑孟堅」と題して変る。此の「班孟堅商都放二首」

の1俵は,作者名を党にし,篇名を後にしてゐるから飴の篇の書式と合はないo

それに此の1健は巽は此の本としては無用のものであるC　してみれば,これは恐

らく,その擦れる本の懇1の子目だったのを,此の本の校者が篇題だと誤解して,

そのまま採ったものと恩はれる。かう考へると,此の本の各巻首に千日の無V'lの

は,ほじのからそれの無かった本に擦ったからではなく,千日の有る本に擦りな

がら,それを刑去したものであることがわかる。

(2)竜州本ではその正文は五臣に従って,その下に「善作某」と校注せるものを,

此の本の正文は李善に従って,校語は「五臣作某」に作って変る新がある。例へ

n

敦州本巻45,答客難「蘇秦荘儀, - (善作空)嘗高菜之主」, 「訊諦詩署百家之言,不可摩
0

教(善作記)」, 「是故非子之所能備也(善無想字)」, 「是遇共時(善有者字)也」,に作D ,巻58,
°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°

陳太丘碑文「不運怒(誉本作式字)以低下」, 「禁鋸(聾本作国字)二十年」に作れるに,此の
°　　　　　　　　　　　　　　　　　0

本は「-塗(五臣本作-) -」 「-記(五臣本作数)」 「一一一億(五臣本有也字)」

「-普(五臣本無音字) -」 「-一式(五臣本作怒字) -」 「-固(五臣本作鋼字)

-」に作ってをる

の類である。併し此の類は必ずしも,此の本の校者が,別に畢行五臣本を見たのでは

なくて,唯其の撮る所の六臣本の校語「善作某」に従って改作したに過ぎないやうで

ある。そのことは,下の一例によって推すことが出乗る。

酎ト丁本巻58,椅淵碑文「餐東野(誉藤野古序字五臣作序)之秘賓」に作れるに,此の本は「-
0

拝(古序字五臣本作野亦作序)-」に作る。案ずるに,此の下の李善注に「東野未詳」とい
0

ひ,又「戯野質感梓,樺古序字」といひ,五臣赤津も亦「野嘗麓序,此云野者,嘗昔寛之誤
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°　　　　　　　o

・也」といふから,李善本も五臣本も供にもと「野」に作って, 「樺」に作らなかったはずで

ある.ところが,今・此の本正文「押」 (樺の誤)に作って,其の下に「五臣本作野,亦作序」
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と校注する。これはもと正文は「野」に作り,校語は「喜作秤,古序字,五臣作序」に作る

本(韓州本此の如し)に操って,正文の「野」を「樺」に改め,障って校語の「善作梓」を

「五臣本作野」に改め,且つ原本校語「五臣作序:」に掠って, 「亦作序」の3字を, 「五臣

本作野」の下に存したに外ならない。

(3)額州本では枚語の無い新に此の本は往々校語を加へてなるo例-ぼ,

啓州本巻1,東都斌「功有凍而賞天,討有逆而慣民」,巻2,西京斌「化俗之本,有興推移」
°　　　　　　　°　　　　　　　　　　　　　　　　° °

とあるに,此の本は「功(五臣作攻)-,討(五臣作計)-」, 「化俗(五臣本作俗化)-」

に作って校語を加-てをる

が如き走れである。但,比の薪も亦必ずしも別本に撮ったのではなく,恐らく注文を

参酌して作ったものであらうことは(2)の例から推して知られる.0

<」　豪州本と此の本とは注文互に詳略があるC章州本と此の本と紘,李善注・五臣

注供に殆んど皆相合するが,往々互に詳略が有る。而してそれらの差は皆此の本,

もと豪州本の如く作れる本に撲りながら,唯煩を避けて改作せLに因って生ぜる

もののやうである?其の例下の如しo

巻2,西京賦「訪翠火斉,絡以美玉,流怒賓之夜光,顔随珠以度胸」の善注,苛州本は「聾

日,薪翠鳥名也火弊政現殊也一一哉国策,鷹侯謂秦三日,梁有懸費,楚有和嘆,両虎天下

名器,許憐港南子淀日,夜光之珠,有似卯月,英都脱臼,随侯於是部其夜光,部陽云,夜光

之壁,劉珪云,夜光之珠,声文子日, EE父得賓,躍尺,置於廃上,其夜明照一室,教則夜光

底通辞,不繋之於殊整也,高誘日,障侯漠中国,姫姓諸侯也,障戻見大蛇傷断,以東停而塗

之,後蛇於夜中,衝大珠,以報之,因日院侯之殊」に作るに,比の本は「許慣性有子津田」

より「日匠侯之珠」までの119字を「僚見西都駄琵」の6字に作る。 (明州本・完本は「哉

国策」以下「Eヨ障侯之珠」までの142字を「懸費夜光臨珠巳見西都蹴」の11字に作る。)

巻2,西京賦「豊伊不慶恩干天衝,豊伊不懐薗於扮検,天命不溶, (五臣作讃)噂敢以添」の

良注,鞍州本は「長日,伊健也,慶敬壇,天衝洛陽也,槍稔登ft也,讃替地,瀧易也,言我

蓋惟不思洛陽,不懐犀星酷,天命不善,故不都也,誰敢易之」 (剛ト1本・景本国じ)に作る

に,比の本は「伊健也慶敬也」の6字, 「扮冷豊直也」の5字, 「瀞易也」の3字骨無いO

蓋し綜注と重複するものを省いたのである。

以上此の本は竜州本と同様の特色を具-ることと,一見豪州本と異る新も,もとは

墳州本文はその系統の本に擦りながら改作したに過ぎないことを述べた.O比に擦って

考ふるに,此の本は竜州本の系統に属するものなること甚だ明かである.頗るに又往

在豪州本と全然合しない新がある。例へば,

苛州本巻1,西都斌「有西都賓,間於東都主人日,圭聞皇藻之初経管也,日日・・主人聞其故両

親其制乎」の下に,聾琵・銑注・向琵・済注有るに,此の本は,正文な「有西都賓間於東都

主人日」と「萱聞皇漠之初鰹替地--・主人閲其故両親其部乎」の二V=分ちて,済注のみを前

者の下に展せしめ(阿州本・蓑本,此の如く作る),
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巻47,陸士衛,漠高租功臣項「協策准陰,亘跡蕎公」の注,  「誉田一一」 「戟任国」に作

れるに,此の本は「書目・--・」 「命日協会也,亙衆也,僚圃聾注」に侍り(剛刊本・蓑本は

「命日,協合也,准陰謂韓信也・ -一軍衆也・ -=-」の32字有り),

「英再之王,酢由梅錬,功微勢討,世載恩資」の注, 「聾日,藻等田,天下之初叛秦, =-

・・--普義日一一」に作って五臣注は無きに,此の本は「良法圃誉」の健がある(明州本・義

春は良社有D )

の類,走れである。是れ何故であらうか.蓋し此の本は主として豪州本に撲ったので

あるが,叉蔑らか他の本を参酌して校訂を加-たのであらうO前に述べた如く,此の

本は尊州本に接りながらも,注に基いて正文に手を入れたり,或は注の文句を省略し

たりして変るが,更に今述べた如く他の本に擦って校訂した形跡がある.してみれば

此の本酎巨常に手の加はった本だといふことになる。此の手が加はったことが,概し

て此の本の債借を波ぜしめる所以となるのであるが,時には竜州本の誤の正されてを

る朗も絶無ではない。例へぼ,

巻30,謝玄曙,楯出何事省詩「在英真如葬」の鑑「毛詩日,誰虜茶菅,其甘如葬」の「虜」
°

を此の本は「謂」に作り,胡剰・野洲・蓑本は「虜」に作ること哉州本に同じ。併し集注本

巻58下,正に「謂」に作り,華詩谷風亦「謂」に作れば,比の本是なるを知るo

沈休文,魔王申丞思遺詠月詩「鷹門照徳育」の誉注, 「藻薯,班捷好日傷賦日　　　一腰門

開合楚幽属」の「楚」を此の本は「禁」に作り,胡刻・防州・蓑本は「楚」に作りて文意通
°

ぜざること尊州本に同じ。余れども集注本正に「禁」に作り,済寄外戚停亦「禁」に作れば,

此の本の是なるを知る。

これらが此の本の旗かに持つ長所であるが,全巻を通じてもその数は参参たるもので

も'pc

此の本に就V,て更に注意すべきは,筆誤刻謡の甚だしいことである。著し之を拾は

ぼ僕を更ふるも塙す能はざる新である.が,今其の一班を示して,以て庇の本が如何に

此の方面に於て杜撰だったか知る由としよう。

西京放「背例茄於藻井」の誉注, 「孔安国僻事停田,藻水草之有文者也」の「草」を「葦」
0

に誤り,

「韓灰裁之不贋,俗塵臆乎至魯」の綜注, 「謂其裁判雑事事狭小於至尊,飴其駆窟之好,乃
ゥ

過之也」の「好」を: 「所」に誤り,

巻4,局部賦「野丹泉以麓霞」の善注, 「河田日,息遊山,有五色れ赤水之嵐,上蒸麓霞,
0

而赤鎗也」の「赤」を: 「亦」に誤り,

巻16,閑居賦「私自燐今何極」の「自」を「息」に誤り,
°

巻30,数詩「二年従事駕」の「専」変「軍」に誤り,
0

石門新替所任四面高山廻渓石瀬茂林傍竹詩「清醇満金蜂」の「鱒」を「鎗」に誤V,
O

巻45,答客難「曾不得掌故」の「掌」変「堂」に誤る。
0
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茶陵陳氏刊本は此の本の系統を承けたものであるo

注

① 「六臣註文選序」と超す。　　㊥　巻43の欝4莱裏,巻44の弊28菜裏等。

③　巻48の夢29葉表,巻56の算7某表,巻57の夢9莱表,及び夢10菓表等O

④　巻5の夢16菓裏,巻45の夢6菓表等O　　◎　此の調査白木直也君の助力によるo

⑥　酎ト体に在りては,注の上文「如岨愉之所生者」の「所」の字が,この「好」の字の右

に嘗るo故に此の本,右の行の「所」に捗りて誤りしか0

3　茶陵陳仁子刊埠補六臣注文選60巻　　30筋　　　贋島津野国事館産

毎年某10行,行18字,小津蟹行,行23字。白ロ,畢連。板心下隅に刻工氏名が

有るo　刻工の主なる者は,李潮・李清・李璽・李鳳・李受・張敷・張准・張恩・張

朝・馬尤・唐天得・鷹番・王今・章辞・章賢・雇千・雇蓮・雇椅・陸孜(六孜) ・陸

・一三・∴　・　　　':㍉ ・ -∴・ .こ蝣・*-:一二・ .: "・'一　・　二　・"-　蝣・:・"一

・*・・∴・・　∴".e-'∴ `∴　~　・

昭明太子文選序を先にし,衆に李善上文選直衣,衆に呂延砕進五臣集注文選表井上

遣将軍高力士宣口敷,次に盲迂陳仁子輯諸儒議論,次に文選目録が有るo諸儒議論は

「諸儒議論　盲迂陳仁子韓」と適して,諸膚の文選に関する記事13俵を奉げ,其の末

に3字を低して「文選一編,皆纂韓秦漠醜曹文墨,中間去取,或不発渉諸君子議論,

謹録巷首,因贋其意,収拾遣漏者,亦起秦漠,迄喝明新選之時,待四十巻刊行,名文

選補遺云.大穂己亥冬茶陵盲迂陳仁子書」と識され,識語の後に「茶陵東山陳氏盲迂

書院刊行」の長方木記(12字壁行)が有るo

目録の首行に増補六臣註文選目録と題し,次行に,梁昭明太子薫統撰,第3行に唐

李善事銑呂延済劉艮李周珍呂向(李聾以下隻行に著す)醍,第4行に茶陵前進士陳仁子

校補と害し,各巻前後の大題は,或は大臣註文選金策幾に作り,或は増補六臣註文選

金策幾に作って,必ずしも斉-でないが, 「埠禰」の2字を冠する者多きに居るo而

して正金に於ては陳仁子校補の1行は無い。
①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎

陳仁子字は同商,首正と放す。茶陵の人,宋末薦皐に贋ったが,采亡びて元に仕-
③

ず。博畢好盲,別萱を東山に替み,人東山の陳氏と稀した。其の刻する朗の埠補六臣

証文選は諸家書目記する朗に擦れば,来校有り,先夜有り,叉明爾本有るもののやう

である。即ち,清畢部固書館善本書目集部練集塀に日く,

増補六臣註文選六十巷　宋陳仁子校補,宋刊本,毎年葉十行,行大十八字,小十

九字,高七寸四分,浜四寸五分,白口,畢通,上有字数,首行埠禰六臣琵文選巻
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幾,次行梁昭明太子撰,姦二格,唐六臣集注,三行茶陵前進士官迂陳仁子校補,

野正闇聾碧榛善本書録巻1に日く,

埠祷大臣註文選六十金采茶陵陳氏刊本　目録題下有茶陵前進士族仁子校補一行,

後有淳鈷七年丁未春月上充日刊木記一方, ・-一明播茶陵本,丁氏善本書室載之,

内有諸儒議論一巻凡十三健,一一此書無諸儒議論,一一丁目新車茶陵東山陳氏首

迂書院刊行木記,此本亦無, ・・--要之此本既有采刊木記,凡言明締着,皆朱之見,

自首定席陳刻甜本,

上の2通は来校と辞せられるも疑ほしい.殊に節目載せる新のfrl記,淳就7年

は,陵仁子鳶車に贋れる年に兜だつこと約30年なれば,明かに「前進士」の

語と相銀録する。

葉徳輝郎園謹書悪食15に日く,

文選六臣注六十巷元茶陵陳仁子盲迂書院刻本　毎年菓十行,行十八字,小字壁行,
①

字数同

上の1通は充板

清畢部固書館善本書目集部に日く,

埠補六臣注文遅　行款同前(宋刊本槍補六臣琵文選を指す)此係明郡本

文,丁丙善本書重症書志巻38に埠補六臣注文選六十巷明蘭茶陵陳氏刊本を載す.丁

記する所に撮れば,其の本,諸儒議論1巻,陳仁子識語,茶陵東山陳氏盲迂書院刊行

の木記有ること深野本と同じきことを知るが,其の飴の異同は詳でないo

上の2通は明板

陳氏刊本文選題名,特に「埠補」の2字を冠する所以に就いては,胡克家謂-らく,

李善注申もと「巳兄上」に作れる者を,陳民本に於ては悉く複出した寓であると(考

異1)O美徳輝は射ち謂-らく,正文中,李善本と五臣本との同異を校注するが駕であ

ると(郎園講書志15)c案ずるに二詮恐らくは皆非であらう。竜州本・四部叢刊本既に

李注を複出すること陳民本に同じきに,彼の二本未だ嘗て「増禰」の2字を冠しないO

尊州本・四部叢刊本・明州本・衰本,皆李善・五臣の異同を校注するに,彼の四本亦

未だ嘗て「埠柿」の2字を冠しないC愚見を以てすれば,陳民本,特に「槍補」の2

字を加ふる所以は,其の本,諸儒議論1篇を附載するからであらう.。走れ猿,采の所

謂纂圏互証本経書が巻首規に2 ・ 3葉の圏を附して,特に「纂圏」の字を冠し以て人

目を惹かんとせしの類であらうo
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今,滞野本を以て上の諸書目記する朋に照らすに,稀する新の来校とは固より相合

せず,叉,葉志載する新の元刻本,畢部書目載する新の明覇本とも其の小字壁行の字

数に於て楯同じくない.戯らぼ則ち漂野本は自ら走れ叉一本であらうO

試に深野本を以て胡克家文選葛異引く新の修改茶陵本と較するに,二本相合する・O

即ち,

都民に掠れば,巻4,南都既「其陵津別有鈴鹿三池,緒陽東披」の「其」の上に,修改茶陵
°

本は「於」字有って,初刻本は無く,　巻5,英都斌醤注「於塗虎也,江港間謂虎麓於塗」
0　　　　　　　　　　　　　　°

の二「塗」字,初刻茶陵本同じくて,修改本は菅「売」に作り,巻29,古詩十九首注「飴

麓興占国古宇通」の「占」字,重刻茶陵本は「賂」に誤り,　巻30,沈休文麿王中乱監遺詠
o

月詩,五臣在中の「朱」字,重刻茶陵本は「珠」に作ると言ふが,濠野本亦「寿ぐ」字有D,

「菟」に作り, 「婚」に作D, 「珠」に作ること胡氏引く所の修改重刻本に同じ。

庶らぼ漂野本亦修改本なることが知られるO而して漂野本の刻工,李清・唐壊・陸

孜は,嘉靖問衰氏刊本六家文選に見え,李清は嘉靖申,李元陽・江以遠校刊十三経注

疏にも見えるから,津野本の改修重刻は,蓋し嘉靖問に在らう。

上に述べた如く,此の本は陳氏の原刊本ではないが,今,此の本に擦って陳民本の

由来を推すに,其の本は滴芥横猿采刊本(四部叢刊本)の系統を承けてゐるヤうであ

る。乃ち, (1)此の本と四部叢刊本とは行款全く同じく, (2)李善注引文復田の例殆ん
ゥ

ど皆楯合し, (3)四部叢刊本の項に於て述べた埠の本の特質は此の本に.も亦有る等,

其の詮である。

かく,陳民本は滴芥模本の系統に属するのであるが,此の本と四部叢刊本とを詳校

するに二本互に異る新亦砂くない.併しそれらは,殆んど皆此の本の校者が意を以て

改めたり,故意に刑去したり,誤って祝したりしたこ.とに因って生じた差で,此の本

の劣る新である。其の数例を示せば,

四部叢刊本の縫目では,正文の同巻内に放吟られた諸篇の題名と異名とを別行に書

き, (巻-「駄甲」 「京都上」,巻七「耽TJ 「郊把」各1行を占めるの弊)且,各篇

の作者名を上に,題名を下に記すに,此の本では類名を鰐名のIIFに小記し(懇1に於

で「斌甲　京都上」,巻7に於て「斌丁　郊紀　耕藩　政猟上」と記するの類)且,題名

を上に,作者名を下に記して変る。茶陵本以後に刊行された明の六臣注本は,響,此

のモ-3--1亡　襲.うてi'-rc

又,四部叢刊本は,李善注申,沓凡起例の虞,皆,傍線を施して他と置別してゐる

が,此の本はそれをしない.o此の本以後の刊行本は皆之に従ってをるo
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(四部叢刊本)巻1,西都既,北爾明光,而互長柴, (淀)方言日,互竜也,互興経音字適,
°　　　　　　　　　　　0 °

此の本は「日」及び「音字」の3字を股すo

東都既,克己復種, (注)論語,顔回阿仁,予日克己復絶,此の本「寮回」以下6字を脱す。
° ° ° 0　　0 0

巻13,鶴藩蹴,贋簡過滑俄翼今, (澄)左氏停余関白,見不仁者諌之,如鷹蹄之蓬鳥雀也,
0　　0 ° o

此の本「氏」及び「魚卵日」の4字を燈す.

巻30,沈休文,慮王申丞思遺詠片詩,脚軒映珠(聾本作珠)演,比の本は校語の「珠」を: 「朱」
°

に作るo案ずるに,李聾注に「下云緑首,此嘗麓朱腹,今立麓珠,疑停寛之誤」といふ。こ
°　　　　　　　°

れはその正文が「珠」に作られし故に比の難語を加-たのであるo　されば李聾本の正文はも

と「珠」に作られてゐたこと甚だBJIかであるO又,蓑本の銑注に掠れば,五臣本は「未」に

侍れるを知る.恭らぼここの正文は五臣本に従ひて「朱」に作り,其の下の校語は「聾本作

珠」に作るべ尊であるO　ところで四部茸刊本の正文は既に妾に「珠」に敢あられてゐるが,
0

その校語は未だ誤らないO釣るに此の本H,正文既V= 「珠」に作るのみならず,校語亦誤って

「二朱」に作り,達に李善本の正文と五臣本の正文とを互に易-てしまってをるo墓し,此の

本の探った文選の銑注が既に誤って「珠」の字に作りLが虜に, (四部叢刊本銑注此の如し),

校者は,五臣本は「珠」,李善本は「朱」なりと誤解し,選に妾に校語の「珠」を:も「未」に

改めたのであらう。

以上は此の本の四部叢刊本と異って而も劣れる例であるが,時には此の本が優って

をる所もある。即ち,

四部叢刊本巻1のはじあに誤って存してゐる「班孟堅南都既二首」の1行を,比の本は測り

去ってをるO　巻2,西京放, /1、記九百本日産初, (注)慮郡日,其詮以周初麓才,の「才」
°

を,此の本は「率こ」に正してあるO

巻4,局部既,夫萄都者,蓋兆基於上也, (注)雄琴左首,不味文字,の「穿」を:,此の本は
°

「啓」に正してある。

巻37,求適親親表,伊野恥其君不慮幕舞, (注)傭昔日,昔光正保衝,作我:先王,乃日,予
°

克伸展眉,惟勇舜云云,の「予」の下に,此の本は「弗」を補ってをる。

がしかし,概して之を言-ぼ,此の本は校故によって正された鮎は甚だ少く,却っ

て誤れる鮎が非常に多い.O而も此の本の短所はこれだけに止まらない。

前項四部叢刊本の債に於て,其の木筆誤刻請の甚だ多いことを指摘したが,此の本

は殆ど之を襲うた上に,更に其の数を増して壷る。四部叢刊本末だ誤らずして,此の

本の誤れる例を奉げれば,

巻1,西都斌「東郊則有通帝大漕」の「漕」を「溝」に誤り,巻22,左大軌　招障詩「憲
0

蓮井菩屈」の「屈」を「於」に誤り,飽塀遠,行薬至城東橋詩「撃先高里途」の「発」を
°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°

「光」に誤り,巻25,慶子諒,贈劉涜詩「鯛鯵垂心」の「鯵」を「鯵」に誤D,巻29,歳
°

費陽,雑詩「庭草襲以緑」の「草」字を脱し,巻30,陶淵FA,雑詩「山東日夕佳」の「夕」
°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O

を「名」に誤る

の類,及び注中の字句を脱して,之を窒格叉は黒丁とせる新非常に多く(洪鞭校本の項
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で例示する),此の本の筆誤刻講を求めれば,毎菓数箇を拾ひ得るといっても過言では

ない。

以上津野圏書館荘重刊茶陵本に就いて述べたが,擦って以て直に其の原刊本を推す

わけにはいかぬけれども,重刊本の持つ短所の内には,原刊本を襲うたものが少くな

からうと恩ふO洪鞭校本に冠せる田汝成の序文に換れば,洪本は采板茶陵本を重鍍せ

るものだといふ。田の言,置ならば,その洪本から推しても,宋板茶陵本は明の重修

本と大差無いことがわかる。

洪棟校本は茶陵本に擦ったものである。

注

(∋　四庫親日換要「国債」に作るO

(り　家畜に云ふ,景炎丁丑の進士とO又四庫提要に云ふ,威淳十年遭試昇一とO

③　丁丙誓本書室盛事恵,巻38引く所の茶陵志,轟賓文選補遺重刊序引く所の家諮,及び

四産金等,牧茶匙語12巻の提要を参萌す。

④　其の倣記する所,菅浅野圏書館産本と合す。

亘)但,四部叢刊本誤って療存せる巻1の「班孟藍南都賦二首」の1行は,此の本之を刑除す。

-l　ら':.l-'.i蝣　　〕・Tこ　　　二GI)蝣(三　::-い.　　　　-・'"w"- .-I∴ "I:

首に嘉靖二十八年二月,鐙庸田汝成の序を冠するC明詩綜巻40に日く「田汝成,早

叔未,銀婚人,嘉靖丙成進士,授南京刑部主事縁員外,韓薩部郎申,出席贋東提畢食事,

∴∴　　　　　‥∴　∴∴ ・:-∴　て/:、・・-・iJ- i-.」 I.比　　　'- ! i-1-'・.*.I

の人であらう。田序の次に,昭明文選序,二次に李善上文選註表, ;衆に呂延辞進五臣集

註文選表,上達将軍高力士宣口敬が有り,次に盲迂陳仁子輯諸儒議論が有り,次に増

補六臣註文選目録が有る。而して昭明序以下の行款及び目録の書式,皆茶陵本に同じ。

但,茶陵本は喝明序の第4・5・6行の3行に捗って五臣の名を列するに,此の本は即ち

茶陵本の第5・6行の2行を併せて,第5行に於て壁行に記し,其の第6行に於ては別

に「明太子虐車府主簿洪棟校」と題するO叉茶陵本は目録の第4行に「茶陵前進士陳
(ラ

仁子校補」と題するに,比の本は之を「明太子食事府主簿洪梗校」と改めて変る。叉,

茶陵本譜儒議論の後に有る新の刊記は此の本固より無いC

正餐は毎年某10行,行18字,注は壁行23字,款式すべて茶陵本に同じ。板心に

見える所の刻工名の主なる者は,薬武・付耀・別事・温厚・日新・孫・貴・金・沈・

加・昌等である。

此の本の揺れる新に就いて,田汝成の序に. 「鐙唐洪君子美,待采本而重鎮之,校障
0　0
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精健,遜於他刻」と言ふが,此の本既に陳仁子輯せる新の諸儒議論を載せ,叉全巻の

款式亦深野本と同じいから,田の所謂采本とは蓋し茶陵本であらうと恩ふ。仇て武に

此の本を以て深野本と詳校するに,胡刻本・衰本・四部叢刊本等未だ誤らないで濁り

津野本のみ誤れる新,此の本皆之を襲うてをる。

・先づ誤字相合する例を奉げると,

〔正文〕　巻1,西都既「東郊則有通滞大藩」の下の「涛」は「槽」の字の誤。
0

「荷棟梓而高原」の「輝」は「壊」の字の誤O
°

巻7,甘泉斌「儲席重恩」 (原注,聾本件恩)の「恩」は「恩」の字の誤。
JJ

巻16,歎逝賦「衣殿憂而弗蓮,天何云乎鼓道」の「天」は「夫」の字の誤O
°

〔注〕　巻1,国都蹴「天人合慮」の善注「四子詩確論天人泣慮-」の「論」の爽「日」の
0　　　　　0

字を贋し, 「鷹」の;爽「-」の字を街する。

「商洛放其隈」の済注「商漆山居」の「居」は「名」の字の誤。
°

「下有鄭白之沃」の聾注「史記韓聞秦之好興事,欲罷無令東伐,廼使水土鄭園,間諜秦・‥」
°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°

の「言己」の衆「日」の字を放し, 「土」は「エ」の字の誤O

「傭仰如紳」の誉注「戟曜策張儀謂楚三日・・・-」の「曜」は「園」の字の誤O
°

「功徳著乎テ阻宗」の戟注「瓢宗二先君-也」の「若」は「君」の字の誤。
°

「祁胡響其特起」の登琵「薬事挙武立申折姦」の「婁」の衆「日」の字を脱し, 「申」は
0　　　　0

「赤申」の字の誤。

「節度中而後太液」の誉淀「済番目-　其北沼大液池,漸姦高二十僚丈,名日大液,地中有
(む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L)

蓬莱方メこ濠州　」の「・也」は「地」の字の誤O

「胆陛紛紛」の聾琵「艶文胆古鞄字,伸桃切」の「文」の衆に「日」の字を脱し, 「伸」は
°　　　　　　0

「倖」の字の誤。

「鐸清流」の向注「鋸腰也」の「鋒」は「鏡(鐸)」の字の誤。
0

次に胡刻本・真木・四部叢刊本等未だ脱しない文字を,漂野本は既に験し,而も此

の本が津野本と仝同なる例を奉げよう。

口は空絡となってをることを示す.空路は脱字の虜に生じたものであるO

巻1 ,南都駄序「重於武宜之世」,聾注「漢書口琴武皇帝景菅中子藷徹□□□□ロロ孝宣菅
0　　0

武帝曾孫戻大子孫話諭字爽卿□□□」
○

胡刻本・裳本・四部叢刊本等に擦れば,昔に「中子」の衆に「苛性日」の3字有るべく, 「徹」

の衆に「漢書日」の3字有るべく, 「戻大子孫」の衆に「苛性日」の3字有るべきである.

「内設金馬石渠之署」,誉注「史記富者薯門傍有銅馬故謂之金馬門口ロロロ⊂□」
O                           0

「史記」の衆に「日金馬門者」の5字有るべく, 「謂之」の衆に「日」の字有るべきだ.

西都蹴, 「歴十二之延Jn」,菩提「□国語天地之所陣固辞練地口□」

「国語日天地之月庁辞買連日幹線・也」 V=作るべ垂だ。
°　　°　　　　　　　0 0 0

巻4 ,南都蹴「貯水停捧・-・・.」,聾注「訳文・--頗雅　　訳文一一方言--・・上林戯・・-・・□□Eo
しl)

「其葦則　薄蒲葉薩」,善琵「訳文□薦郡之鹿又日苧可以慮索□□□山海経注茂青漬似夢而
(2)
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大扶裳切口□[コ毛詩等莞小蒲也」
(3)

(1)の三重樺は「銑注同」に作るべく, (2)の「□□□山海経注」は「郭嘆山海経在日」に作

るぺく, (3)の「□□□毛詩義」は「鄭玄毛詩築日」に作るべ垂である。

此の如く,此の本は, (1)陳仁子の諸儒議論を載せること深野本に同じく, (2)仝葉

の行款亦深野本と同じく, (3)濁り深野本のみ有る朗の誤謬亦悉く襲ふを以て,其の

擦る新は茶陵本なること疑ふ鎗地がない。障って田序に所謂「宋本」とは票は茶陵本

なることがわかる。 ・然るに津野本末だ誤らないで,此の本濁り誤れる新亦甚だ多い.O

其の例下の如、し。

〔正文〕　巻1,西都既「披三傑之尿路,立十二之通門」の「門」の字を脱して空路とする。
°

「陵燈し原注, -誓本作睦〕道,而超西塘」の校注「麿」を「登」に誤る。

「盛娯遊之-Jfア執,香大武乎上国」の「武」を「平」に誤るO
O

東都蹴, 「今滑語子,以建武之糟永平之事」の「語」を「曹」に誤る。
°

巻5,美都賦「其四野則珍(原注,之忍)畷無数」の「珍」の衆に「之」の字を街す。
0

巻7,有田蹴「催儲駕於甚左今,侠高粟之窮履」の「今」の字を股す。
0

巻16,閑居既「養吏老以崇年」の「老」の字を「年」に誤る。
°

「華貿照想,言所不能極也」の「藤」の字変「及」に誤るo
O

長門放「正殿塊以造天骨,撃並起両等崇」の「鴛」の字を「窮」に誤るo
O

冥府蹴「雀峯飛而赴橡今,難登棲而飲翼」の「欽」の字を「欲」に誤る。
°

「奉質坐骨粛清,夏空宇今暁郎」の「坐」の字を「畳」に誤る。
0

別放「術既妙而猶牽,道巳寂而未停」の「糖」の字を「遊」に誤る。
0

巻27,望剤山詩「奉義至江漠,籍知楚塞長」の「知」の字を「長」に誤る.
c

恩友人詩「延首出階槍,仔立窄類似」の「想」の字を「愁」に誤るO
°

巻36,永FJJ九年策秀才文「於子大夫何如哉」の「子」の字を燈す。
°

巻48,典引「虎壇其師,畢滅天邑」の「革」の字を脱す。
0

「堂不克自画堺哉」の「自」の字を腹す.
0

〔注〕　巻1,南都蹴序「而後大深之文章柄憲」,聾注「蒼旗溝口」 (此の空路賞に「日」の

字に作るべし)柄著閑地彼皿切」の「皿」の字を「四」に誤るO
O

「京師傭居室攻城陸」,河津「樹某El苑,畜獣目尻」の「畜獣」の2字を「歌口」に誤る。
° °

西都斌「七相五公」,聾注「藻昔日・--鳩車世麓右将軍,徒杜陵,史丹念大将軍,徒杜陵」
°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°

の「世」の字を「出」に誤D,後の「徒」の字を「従」に誤るO

「下有鄭白之沃,衣食之源」,聾注「史記日・・-・・並北山東琵洛」の「注洛」の2字を「主各」
ー　ニ

に誤蝣=>。

「鼓金壁以飾常」,聾注「童昭日裁金慮堅以□」 (此の蛮椅賞に「嘗」の字に作るべし)棟頭」
°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0 °

の「以」の衆の空路を省巷, 「以」の字が直に「癖頭」につづいてをる。

「傭仰如押」,向注「僻仲之潜,其滑押入」の「態」の字を「能」に誤る。
0

「事宛繋撃,更盛迭景」,誉注「方言(此の衆嘗V= 「日」の字有るべし)迭代也」の「イモ」の
0

字を「伐」・に誤るO
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「周度千列」,聾注「済寄書義,荘重日,直楢日産」の「歴」の字を脱して空路と麓すO
°

「奨井幹而未竿」,誉注「漢書(此の次官に「日」の字有るべし)武帝作井幹棋高五十丈一一
0

司馬彪荘子注臼井幹井欄也」の「境」の字を「棲」に誤り, 「荘」の字を脱して墨丁と虜すo
°

「拾嬬樫而祁(賞に「郁」に侍るべLl借」,聾注「詮文(此の衆賞に「田」の字有るべし)

禰楯間子也」の「楯」の字を「楯」に誤る.
°

「命剃州債起鳥,詔染野而駆獣」,向注「剤人知鳥,梁人知獣」の前の「知」の字を「邦」
°

に誤る。

「顔噺し原注,五臣本作漸〕巌巨石顛」,戟注「言頗漸威令大石下落」の注の「巌」の字を
=

脱す。

東都蹴「由敦赤面創高代」,誉注「孔安国伸等停(此の下賞に「,Ej」の字有るべLl市四時日
°

赤」の「市」の字を「市」に誤るO

「斎公樟宜而拓其潮」,善注「済昏=-・何日-・-上髭之」の「上」の字を「土」に誤右O
V

巻47,酒徳領「劉伯倫」,誉注「戚発給菅等日劉璽字伯倫　著酒徳碩」の「日」の字を虚
°　　　　　　　　　　°

し, 「酒」の字を「江」に誤るO

「奪輩顕据」,聾牲「洋書日・・-・叉日尉俺魅結箕踊」の「尉俺」の2字を「野柁」に誤る。
° 0

以上は深野本未だ誤らないで,而も此の本濁り誤れるものの一班であるが,比れ等,

皆,此の本重彫の際に筆者刻工の犯せる誤謬であらうO慮らば此の本は,茶陵本より

も蓬かに劣れるもので,天の田序に「餅校精徴,遜於他刻」と言へるは,決して其の

賃に非ざることを知る。

こ主

①　塀嘉靖洪概初宋本路兜47巻有り。停氏壁鑑埠善本書目巻2に見ゆ。

㊤ 「其北沼大液池」の6字は賞に「其北柏大池」の5字に作るべ書である。漠昔郊把志正

に此の如く作り,史記封辞書亦同じ。文選各本管議街す.

5　明蔦巷堂枚刊本六臣註文選60巻　30筋 庫島大挙選

巻首,鏡庸田汝成重刻文選序を冠し,衆に昭明文選序,次に呂延所進五臣集註文選

秦,上達絡軍高力士宣口敷,衆に陳仁子輯諸償議論,次に李巻上文選註表を列し,顔

る後目録が有る。毎年菓10行,行18字,注は饗行,行23字,白口畢適。

此の本を以て洪棟校本に較するに,

(1)洪民本の田序文末は「鐘唐洪君子美,得采本而重鍍之,校聯精微,遜於他刻」

に作り,且つ序末署名の上に「嘉靖二十八年二月」の8字が有るのに,此の本の

田序文末は「今観項氏斬刻,校讐精微,予席数其常闇,而罪著所以解嚇於統者,
o o

以平章選例云」に作り,且つ署名上に年時を記さない。これは恐らく洪棟木の田

序を書車が改寛したものであらう。
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(2)洪氏本田序は棺書を以て記されているに,此の本の田序は行革鰐を以て記され

てt'*-l"-l。

(3)洪氏本に於ては,李善の表は昭明序の衆に在るに,比の本に於ては諸儒議論の

後に在る。

&　洪民本は,文遺序の第6行,及び目録の第4行に, 「明太子色事府主簿洪梗校」

と題するに,此の本に於ては上2行とも「明茜金堂校刊」と題する。

の四鮎が相異るのみで,行款・刻土名・文字の誤謬等は南本すべて相合するC

此の本既に「明甚金堂校刊」と題し而して其の載する新の田序「今観項氏新刻云云」
0 0 0　　　　'　　　　　　　　　　　　　　　　　0 0

と言-ば,高食堂主,其の姓項氏なるを知るO今項氏幕食堂なる者を考-るに,天棟

琳攻書目巻9 ,及び丁氏善本書皇蔵書志巻18に「茜暦甲申(12年)嘉禾項篤妻帯懇堂

刊東観飴論二懇」が著録され,叉丁志懇8に「隆慶庚午(4年)嘉禾項篤幕茜巷堂刊

鄭瑞簡奏議十四番」が著録されてゐる。麿らば,此の本を校刊せる項氏再審堂は,或
ゥ

は即ち項篤寿茜食堂かと疑はれるC果して,戯らぼ,此の本は,隆慶・革暦の間に於

で,項氏が洪棟校本に擦って重彫せるものであらう。

注

(∋　項篤幕のこと,羅振常の諌世採堂本河東集雑読にも見えるO

G .>miil里・・*:・サて高津　二til)Is;1:蝣:-I　　　　∴　∴　　　　∴　'・

ォ_'!三　　　　　　二日二　　言.ド　　　　ニ: : :.一・"'"I:/' ∴二二, .∴-/II>・.*

款の人,嘉靖丁未(26年)の進士,兵部左侍邸に官す(天緑琳娘書目後篇巻19)c荘序の

次に喝明太子文選序,其の衆に呂延詐進五臣集註文選表井上遣高力士宣口承,其の次

に,李善上文選註表有り,而して後に目録を列する。

目録の第1行に「六臣証文遠目線審-」,第2行に「梁昭明太子青統撰」,第3 ・ 4行

に「庸李善呂延済劉艮張銑呂向李周翰琵」,第5 - 6 -7 -蝣行に「明申貴大天壌孔折校

奉議大天真馨承直郎朱守行承事郎郭宗磐校」と題する。而して目録の書式は,同一車

内に在る類名を天れ天れ膿名下に小記し(例えば,巻1において「欺甲　京都上」,巻

7において「購丁　郊配　耕藩　政強上」と記するが如し),且つ各篇の題名を上に記

し,其の下に作者の名を記すること,すべて茶陵本・洪民本・再審堂本の例に同じo

毎年菓9行,行18字, /J、注は蟹行,行18字O四周蟹蘭,自口。板心下隅に刻二名

及び字数を記す.。刻工の主なる者は責誠・錬・鉦・鋒・曾・戸・鋼・銀・棟・黄邦
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用・金田等である。

今,此の本を以て諸本と比較するに,其の文字の異同,津野・洪氏・甚食堂の三本

と頗る相合する。即ち

此の本,西都賦「五都之貸殊」,善注「洋書日王弄於長安及五都立五均東名洛陽郡部臨満宛

;城都市長安曹慮五均司市稀師」に作るが,今迄に述べた諸本中,此れと全国なるは唯浅野

本・洪民本・首巻堂本のみであるO (裏本・四部賛刊本は「宛城」を「宛成」に作り,胡刻

本・裳本は「於」の衆に「長安及」の3字無く, 「立五均」を「立均官」に作り, 「洛」を

「錐」に作り, 「五均司市」の衆に「稀」の字が無いo　此の注は,各本互に是非有るが,巻21,

飽明達,詠史蕃,巻36,永明十一年策秀才文,巻53,蓬命諭の三注引く肝,未だ誤らない。)

又此の本,西都蹴「卓牽諸夏」,聾津「卓牽或作連贋,連署卓,麟呂角切,論語日,英数之

有君,不知諸夏之亡一也」に作るが,諸本申,此れと全国なるは浅野本・洪民本・葛巻堂本の

みである。 (四部襲刊本は: 「静語」の衆に「子」の字有り,蓑本は「卓準或作連牒」を「連

勝猶超絶・也」に作り, 「論語」の衆に「子」の字有り,胡刻本は正文の「卓牽」を「連携」

に作り,法は蓑本V=同じ。)

上の如き類の外,洪民本の項で示した湧野本と洪民本と相合する脱文の例も,殆ど

そのまま此の本に適用される。

但,浅野本・洪民本では脱文の鹿V=は,夷の字数粕賞の空路が有るが,此の本は往々V=して

其の空路を存しないO　例一＼ぼ,

南都戯序の善琵「漠葡コ孝武皇帝,景菅中子,藷徹, □□□□蝪蝪学童帝,武帝曾孫,戻太

子孫,諦殉,字衆卿□□[コ」には10字の脱文(「東署」の衆の「日」の字, 「中子」の衆の

「苛性日」の3字, 「徹」の衆の「漢書日」の3字, 「戻大子孫」の衆の「苛焼日」の3字,

計10字)に相賞する空路が有るのに,此の本は「薬事日(此の本「日」字を補ふ)の孝武

皇帝」より「;爽卿」までの29字を一連に出して空路無く,

又,西都賦聾淀「□国語天地之所蹄固辞緑地□Ⅱ」には4字の脱文(国語の衆の「日」字,

「新帝」の衆の「責連日」の3字,計4字)に相賞する空樺が有るのに,此の本は「国語日」

(此の本「日」の字を補ふ)より「枠線也」までの11字を一連V=出して空路を存しない。

併しながら脱文そのものは,茶腹・洪氏二本と此の本と合すると謂って差支ない。

此の如く此の本は茶陵本(湧野本)及び茶陵本の重彫本なる洪民本,洪民本の重彫本

なる甚食堂本の三本と楯合する新が多いから,比の本,亦茶陵本の系統に屈すること

を知る。一然らば此の本は,上三本の内,何れの本に擦ったものであらうかO

既に洪棟校本及び再審堂本の項に於て,洪民本は茶陵本に撮りながら,茶陵本より

も誤謬多く,茜食堂本は亦皆之空襲へることを述べたが,今試に茶陵本末だ誤らず両

も洪氏本班に誤れる諸健に就いて此の本を検するに,此の本は茶陵本と合して洪民本

と合しない..戯らぼ,此の本の擦れるは洪民本ではなくて茶陵本であると謂-よう。

.さて,此の本は茶陵本に本づいたものではあるが,二本行款相異れるの外,頁に相
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合せざる所がある。即ち下の通りである。

(1)注申,注者自ら其の注例を述べた文を,茶陵本に在っては,仝僚何等之を標識

しないのに,此の本では,閑々陰字を以て之を識し,注輝の文と牛脂虹.て変る。

巻27,古鮮柴府四首,題下の誉注,幾歌行,題下の済注,巻28,猛虎行,題下の銑注,巻

47,漠高配功臣碩「文成作師」下の向注, 「烈烈蘇原」下の向注,に於て之を見るO

(2)茶陵本に見える正文及び注の誤謬は,比の本概ね之を訂して変る。

(i)誤字を正せる例

(茶陵本)巻1,西都賦「東郊則有適溝大帝」の「大滞」を「大酒」に侍り, 「荷棟梓而高
°

際」の「牒」を「蹟」に作る等,洪民本の項に撃げた茶陵本と供民本と誤字相合する諸例は,
○

比の本に於ては皆謬・らない。

其の他,下の諸僚亦茶陵本誤って此の本は則ち誤らない例である。

(茶陵本)巻4,局部既,劉琵「周経富有之謂大業」の「周薩」を此の本は「周易日」の3
° °

字に作り,

巻28,長安有狭邪行「政路交朱輪」,善注「楊博□□□未斡者十人」の≡空路を此の本は「昔

日粟」のS字に作り,

巻36,豊穣皇后令「不易日月而二儀貞瓢」,聾注「周易,易有太極,是生丙儀,王粛日,両儀

天地也,天地之遣貞新著也」の「周易」の下,比の本「日」の字有V,

永FJq九年策秀才文「載懐砥催」,善注「借昔,予□□夙夜祇健也」の「倍音」の衆,此の本

「日」の字有り,二空樺を「小予」の2字に作る。

w　注中の行文変調去せる例

(茶陵本)巻7,甘東成「下陰潜以惨懐今,上供紛而相錯」,蔓性「惨原審貌也,善本傑作魔」,
° ° 0 0 0

比の本は「善本懐作廃」の5字を刑去して,,正文「懐」字下に「善作塵」の3字を爽記し,

「排掴招揺璽榛遅今」, ・聾注「招括滑妨鐙也,近道郎棲湿地, =-・善本棲遅作氾蓮」,
° 0 0 0 ° ° °

此の本は「善本」以下の7字を脚別して,正文「棲遅」の下に「聾作近道」の4字を爽記し,

藩田賦「犀推督而常勤今,英之課而自画」,善注「訳文日,誰何也,謂責間之也,.・--誉本推
c  o o

作誰,階伸展」,
0 0　　O 0 °

此の本「善本」以下の8字を刑去して,正文「推」字下V:: 「喜作誰」の3字を爽記し,正文

「顧」字下に「聾作贋」の3字を爽記す.るO

此れ等の例に於て, ・茶陵本の誓注中に在る「善本某作某」は,固よD李善の原注ではないO

故に比の本,之を潤ったのは是である。

上の(2)は,茶陵本と此の本と異って,而も此の本の優れる鮎であるo

(3)茶陵本に於7:は善注中に在る音程を,此の本は往々刑別して,之を正文文字の

直下に移してをる。

(茶陵本)巻1,西都斌「離玉損(棋賞に「墳」に作るべし)以居檀」,聾注「贋雅(此の次

賞に「日」の字有るべし)棋贋也,壌興棋ロロ(賞に「古宇」の2字に作るべし)逮,並往年□」
0 0 ° °

(賞に「切」の字に作るべし),此の本,琵中に「並往年□」の4字無く,正文「棋」字下に
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「往年反」と爽記するO

西都賦「陵薗(善作酸)道而超西靖,撹(五臣作法)達筆而蓮外層」,誉泣「辞綜西京既往

(比の永常に「日」の字有るべし)燈閣達也,丁郵切, --・方言(此の衆賞に「日」の字有
0 0 0

るべし)挽回也,興旗国,胡本切」,此の本は注中の「丁郵切」の3字及び「胡本朝」の3
0 0 °

字,並に之を測って,正文「盤」字下「振」字下に,それぞれ「丁郵反」 「胡本反」と爽記

する。

前にも述べた如く,唐妙李聾軍法本凍巻(敦蛙出土本) ・北宋萩李誉畢注本務巻を見るに,

李善の普樺は必ず注中に記され　決して正文文字の直下に記されてゐない。曹砂五臣畢注

本(三傑本)は則ち五臣の書を正文文字直下に記して注中に記されない。走れ各々其の啓

を存するのである。余るに六臣注本に至っては,五臣の菅を正文文字下に記すと共に,李

善の曹をも亦間々正文文字下に移せるものがある。而して此の本は李善注の菅を正文中に

移すこと他の六臣本よりも多いO　こか′は此の本の劣れる所であるo

(4)茶陵本に於ては善注中に在る「某輿某国」等の文を,比の本は往々脚倒して,

之を正文文字の直下に略記する:O

(茶陵本)巻4,萄都既「肴核(胡軍曹作稿)四陳」,聾注「毛詩,肴核維放,--偏興核義
0 0 0 0

圃」,此の本は注中の「橘興核義国」の5字を刑去し,正文「核」字下の校注を「胡草炭,
0

善作将,義国」の8字に作る。

巻5,英都威「玉牒(五臣本作諜普撰)石記」,聾注「詮文日,牒記也,牒興諜国」,此の
° ° 0 0

本は注中の「牒興課国」の4字を別去して,正文「牒」字下の校注を「五臣伸課曹操,同」

の7字に作る。

抑々聾注に「某興某国」の文有る所以は正文の甲某の字と李聾が注中に引琵した乙某の字

と其の形互に異ると雄も,其の義は則ち同じ巷ことをFJIかにせんとするが麓に外ならないO

頗るに此の本妄りに之を判別したのは甚だしい謬りである。

(5)茶陵本来だ誤らないで,此の本却って誤れる所がある。

(茶陵本)巻4,局部既「練輝北但」,善琵「露語(此の~下賞に「日」の字有るべし)氷樺而
°

展桑起」,

此の本「氷」を「水」に誤る。

「夢銀巨高」,善琵「蔵鏡管子之文也」,此の本「之」を: 「日」に誤るO
°

「言於東英王孫」,誉琵「漢書,漂母謂韓信日,書京王孫市進食」,
°

比の本「而」字を脱す。

巻5,英都政「亦猪野之懸解,而興夫橿梓疏展也」,膏注「藻宜帝,撃薗石於上郡,脆得石室,

其中有反結城人,劉向日,此二負之臣也」,
° 0

此の本「劉」の字の衆に一種を空にして, 「向日,此式負之臣也」の'8字をう燭立せしめるO

蓋し「此式負之臣也」の6字を,五臣呂向の注だと誤解したのである。

巻29,四愁詩序「陽嘉申出麓河間相」, 「書目, □□[コ後草書順帯紐(「後」の前,賞に「菰

嘩」の2字有るべく,闇己」の次官に「日」の字有るべし)敢永建七年度陽嘉元年　　-又
0 0

日一一1両此云陽嘉中誤一也」,　「向日,陽嘉元年,出展何問王相,河間王和骨子」,
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「時国王顕著,不達法度」, 「誉日, □□□後葉書(「後」の前官に「罪障」の2字有るべく,

「寄」の衆「日」の字有るべし)和帝申貴人-・・・鋸考其年月,此真意王」'

此の本, 「陽嘉申出虎何問相」の衆V=は向注のみ有って善琵無く, 「苑嘩後葉書順帯紐日云

云」を正文「時国王・--法度」の直下V=移し,且つ「永建」甚: 「元碁」に侍る。菅井であるo

溝景陽雑詩「飛廉廉甫箕,翌匿迎洗顔」, 「聾目口楚辞,後飛腰骨供奔展,飛尿風伯也, □楚

辞,青倉畳隆粟雲今□□□畳隆雪師」,此の本, 2 「楚僻」の衆に普「日」の字を補ひ, 「飛

雪今」の衆に「王逸日」の3字を補ったのはよいが,却って「飛原風伯也」の5字を脱して

をる。

上の(3)(4:)(5)は此の本の劣れる鮎であ考.

之を要するに,此の本は,茶陵本に本づいて之に校改変加えたものらしいが,菅に

茶陵本の短所を襲うた新砂くないのみならず,亦誤って改作せる新が甚だ多いから,

其の債値は蓬に茶陵本に劣ると謂ふべきである。甚暦6年徐成位重校本は此の本に校

故を加-たものである。

7　・∵〕二'r ,i""^"・'孔日岡:・'::　∴liU.一・目∴蝣i;蝣;・・・.・:・.蝣・. ":

首巻,茜暦二年新都正道昆撰「刻文選序」を党にし,次に田汝成「重刻文選赦」が

有るが,その鉱末に「大明甚贋六年夏六月重録」と記すところを見れば,此の薮は洪

根本より移したのである。薮の衆に噸明太子小借を掲げ,其の後に高層戊寅「有年)A

徐成位の識語が有り,衆に昭明太子文選序,衆に呂建碑進五臣集証文選表井上遣高力

士宣口敷,衆に李善上文選註表が有り,慮る後目録を列する。目録の第1行に「六臣

証文遺目録金一」と題し,第2行に「梁喝明太千若統撰」第3-4ォ行に'r唐李善呂延済

劉艮張銑呂向李周翰詳」,第5ォ6ォ7　行に「大明申憲大天壌孔肝奉読大夫寛馨承直

郎朱守行承事郎郭宗磐同校」と題する。序末・目録末及び正懇巻末に,或は「見寵
①　　　　　　(り　　　　　　¢)　　　　　④

精会重校」或は「沈玉堂重校」或は「香字客舎重校」或は「戊貴重校」或は「九龍館
⑧

重校」と識される。四周愛憐,自口,板心下隅疎に畢Uエ名及び字数が記される①毎年

菓9行,行18字,分注亦行18字。

此の本は幕藩2年,雀孔折の刻せる本に,同6年徐成位の重校を加へしもので,行

款・字句,皆壇本に接り,両も往々校故を加-て変る。例へば,

(産本)巻1 ,酉都晩,善注「漠啓白,三芳於長安及五都立玉均東名洛陽部邸臨湛宛城都市
ゥ

長安皆底五均市稀師」の「城」字を,此の本は「成」に敢あ,巻4,南都臥　聾琵「山海経

注日赤青煮似夢而大」の「注」を「註」に改め,巻4,局部蹴,聾注「家語水樺而農桑起」
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

の「水」を「氷」に改め,又「扉親管子日文也」の「日」を「之」に改め,巻24,陸士衛,
°　　　　　　　　　　(∋

答貿長淵詩,誉注「規窓口陳腎王韓奥」の「韓」を空椅とし,巻60,王伊達,祭家光緑文,
C

74



作者名下の注「誉日,顔光線紅顔延年也五臣経国」の「五臣注国」を測り去れる,

が如き走れである。徐虚位の識語に「郡斎曹宥六臣文選,`刻久而疎失,山東雀大夫額

那,重篤利別,但校醗者歯葬,申多舛靴,甚以癖字党首支,敬老病之,余暇日展二三

文革詳校,凡正萱甚五千飴字,庶蔑復見古文之奮」と冨-ば,此の欝の校改,蓋し徐

氏の寓せる所であらう。

注

(∋　日録末,巻58末,巻59末.　　(参　任序末,巻22-25・27・34・39・47・49の宋O

③　巻16末。　　　④　懇4末o　　　(9　巻50末O

(り　此の本の「成」の字を諦混するに, 「城」の字の「土」属を測ったものなることがわかる。

(う　「韓」は: 「話」の字の誤なので,それを改めようとして忘れたのであらう。

8　明呉勉畢重校本六臣証文選60番　　30か　　　　　家　　　　産

昭明文選序を兜にし,衆に呂建碑進五臣註文選表井上達将軍高力士宣口敷,次に李

善上文選註表が有り,衆に目録を列する。日録の第1行に「大臣註文選目録」,第2

行に「梁昭明太子葉統撰」,第3行に「庸李聾　呂延済　劉足　立銑　李周I*　呂向註」,
Q

第4行に「明　新安英勉畢重校」と題する。而して目録の形式は茶陵本・洪民本・甚

金堂本・雀民本に同じC

玉食¥t,首行に「六臣証文還啓第幾」と題し,其の第2行・第3行の題名は目録の

第2行・第3行に同じいが,目録第4行に在る所の英勉畢重校の1行は無い。

毎年葉9行,行18字,小注は竺行,行18字。白口,左右竺連。板心下隅に,往々,

埴・向・化・宜・夕・亦.・珪・飼・惑い丈・欝・珂・優・壌・興・賛意・黄廷和・黄

ヨ宣・鐘・用・丁・乍・介・時重・堂・秀・文・鐙・可・天・球・和　等の刻工の名が

有る。
ゥ

英勉拳,字は背愚,明の款廉め人,嘗て河問六書27巻及び庸楽府18巻を編したと

謂はれるも,其の生卒年時を審にしない。但,茜暦丁酉(25年)共勉畢師首堂刻本性
ョ

理大全が有り,叉,幕藩壬寅(30年)李三才の序せる畦桐先生詩集巻末に,門人英勉

畢覆枚と題するから,此の本も蓋し茜暦中頃以後の刊行であらう.

今,此の本を以て雀孔折校本と較するに, (1)健本は正道昆の序が有るに,此の本は

即ち之れ無膏と, (2)校者の題名異ると, ㈱刻工氏名異るとの外,二本全く楯同じく,

両も字醍鮮明′の慶に於ては此の本が劣る。乃ち此の本は健民本の直系である。

明の再発庚重校本は,此の本,又は其の同極本に擦れるもので,吾が慶安5年刻本

は賞に此の本を初刊せるものである.O
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注

庄)此の1行を辞蔵するに,展,某に伸れる・を,後刺改して此の如く作れるかと凝はれる。

㊥　静嘉壁文庫所産抄本「膚楽府」に, 「新宅共勉畢防音輝韓」と題するO
O 0

@　四庫全書臆日巻105子部罫家顛存日,及び国事巻193集部放集興存日に振る。

@　六線琳:暁寧日筏開巻16。

9　蝣蝣:::.守つ∴ :・

昭和13年冬,山口解師範畢校教諭小林俊姫君,六臣註文選1冊を持ち乗って示さ

る.披いて之を見るに,即ち其友芝書目に所謂,播纏時本である.乃ち英勉畢重校本

と較するに重く之と同堰本で,唯衆の3鮎のみが異って変る。

(1)英民本は,文選序の第3行「唐丈林郎守太子塙、内率府録事参軍事崇賢館直撃士

李聾」に作り,第4行は「衛州営山原尉呂延湊」に作り,第5行は口紅水使者劉承瓢

男劉良」に作り,第6行は「盛土張銑呂向李周戟註」に作れるに,此の本性第3行

「善」の下,第4行「済」の下,第5行「艮」の下に皆「証」の字が有る。

(2)呉民本は,目録第4行「明　新安共勉畢　重校」と題して両も剰故の痕有るに,

此の本は「大明新安巌鋲嘩震校刻」と題して,剰故の痕が無いo

(3)英氏本校心往々刻二名有るに過ぎないが此の本校心殆んど皆刻工名が有る。例

-ぼ,此の本,文選序第1菓「黄璃刻」,進五臣集註文選表第1葉「黄喧刊」,懇1第

1葉「黄銅」,第10・11・22・23・24・25葉「向」,第19*30葉「珂」,第20・21葉

「夕」,第26-27葉「欝」と記されるに,英民本には皆無い。

上の(2)(3)の二部に擦って考-れぼ,此の本は英民本の兜に在るヤうである。そこで恐

らく,雀孔折校本一此の本一兵勉単量校本の順に楯襲うたものかと恩ほれるが,静氏

の始末未だ審ならず,文末だ此の本の全巻を見るを得ないから姑く閑衆に従ひ,之を

他Ejに期したV-c

10　明再発庚重校本六臣琵文選60巻　　30ガ・ 顔島大挙置

此の本は,英勉拳重校本と比較するに,唯々其の目録第ノ4行「明新安英勉畢重校」

の「明新安共勉拳」 6字を剰改して「旬容藩先庚」 5字に作ったものに過ぎない。是

を以て全書の字董清朗なる能はず,往々判読し難い朗が有り, (例-ば,巻1算21某,巻

16夢11・12・13・14薬,巻34夢7・8・11・17菜,巻35夢:・11葉等)叉往々異種本(恐らく

は洪根本又は罵巻堂本)に擦って禰刻した所が有る(巻16算50・51葉,巻60、算47菓).
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ユ1工"7-x上.rく臣託て*/'J-きOU-'fcl:て誉1 」?　蝣蝣''.'　　　ii:　:　:

首巻は,昭明太子文選序を党にし,次に呂廷酢進五臣集註文選表井上連勝軍高力士

宣口救,次に李善上文選注表, (此の3黛は毎年薬8行,行15字),而して後に目録を列

‥~　　　: ‥:二・二:∴　　　　　　　、.こ.∴-T-:'.J ..'・.'I∴　¥l. ∴　　　　-,r

18字,小注亦行18字。全巻四周畢蘭,黒口,和訓を施し,懇60尾に「慶安五壬辰

仲春城南八幡山下位佐野冶左衛門梓行」 (22字饗行)の長方木記が有るo

此の本,目録の第4行に「明新安英勉尊重枚」と題し,叉,日録及び正巻の行款亦

英民本と同じわから,其の英勉拳本に披って翻刻したものであること自ら明かである。

併し喝明序・呂延辞表・李善表の3篇のみは,其の款式,英民本と異なり,日録後の

文選姓氏1篇は英民本の無き所である。文選姓氏は,文選に探拝されて変る作家128

人の略侍を記せるものであるが,比の本,蓋し之を明王象乾文選冊瞳三より採ったので

あらうC叉,此の本,呉民本に此しては,字煙硝々大壱,匡郭贋潤,文中亦往往異同

が有る。異同の例は下の通り。

(英民本)巻1,西都蹴「興乎州郡之豪傑,五都之貸放」,此の本「興」を「輿」 (右勇に「オ
0

コス」の訓を附し,左芽に「カネタル」の訓を附してある)に作る.蓋し鉄塔「興起也」に

掠って改めたのであらうO

西都斌「大路鳴塗」,聾注「産記日,大路者天子之草也,白虎通日,天子大路・--」,此の
°　　　　　　　　　　　　　　　　　o

本は,注の2 「路」の字,普妄pに「柊」に改めて,正文「醇」の字と合せしめてをるO

巻2,西京賦「荷染既炎,超益陳方,建章是経,用厭火群」,聾琵「漠寧日,楯梁炎,超俗

有火災,復起屋,必以大,用鯵服之,於是件建葦官」,此の本は「復起一.・・輝服之」の10字
° O 0   Oくさ°　　0 0 0 0

を「郎復大起官室,以厭除之」の10字に作るO　案ずるに,李聾引く所の漢書は郊把志下の

文で,漢書は異本と同じいO低武帝紀大都元年保の注に文親日「越玉名乳謂帝日,避国有

火災,郎復大起宮室,以厭勝之,故帝作達筆官」と見え,其の「郎復」以下の10字は,此
O O Oじ　　　　0 0 0 0

の本の淀と合するo此の本,菜ふらくは文寮注に繰って妄改したのであらう。

西京庶「輝頼経驚」,聾琵「左停日楚人碁之股」,此の本, 「日」の字無く, 「脱」の衆に「属」
0　　　　　　0

の字が有るO走れ異本, 「属」の字を燈せLによって,此の本は之を補ひ,却って「EI」の

巳計測Bサjgg<nrォ*a崇x

巻7,甘泉庶「儲精重恩」 (展性「善作恩」),此の本,正文の「息」を「恩」に改め,校語の
O                   Q

「恩」を「恩」に改めてをる。今,誉琵及び済注を考-るに,李聾の正文は「恩」に作D,

五臣本は「恩」に作れるを知る。余らぼ英氏本是で,此の本改むる断罪であるo

巻60,弔規武帝文「物無微而不存,煙無意而不亡」,誉注「言服玩推倣而必存,儀形無学而
°

必逝,言物産両人亡也」,此の本「顛」を「錐」に作る。文義を以てすれば,比の本是であ
-」i,,

上の例から推せば,此の本は英民本を本として,之に若干の校改変加へたもので,而
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も其の校故は,必ずしも異本文選に擦って席されたのではないことが知られるo

此の本の正文に施せる和訓は,足利拳校遣蹟固書館蔵未明州刊本に記入せられてな

る三要のカ噌古と殆んど相合するが,濁り三要の鮎と楯合するのみならず,九債家蔵聾
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(51

二言-1十　　　・　二‥　　∵~∴-.::' '- ' -.・"..;I蝣　　槍ミ　　　　　l.'i・　一二

義に最も興味有るのは,それらの和訓には,此の本の正文叉は注と楯合せざる者有る

ことである。今,其の数例を示さう.。
テ　　　　　　　　　　=　　　　ネテ赤= I)　　カサネテ

∴　　　　‥. ∴∴i.:j　.'-"..,"」
SJS

草書は「県」字に注せず,五臣(銑)は則ち「光明也」と注するO余るに,九傑本既V= 「照」

字の有努に「オコ」と記し,上野本亦右努に「オコ9」と記し,其の下又「輿也」と記する

(又,左努に「サカリ-」と記す)O　今此の本「ホコ9」の「ホ」は即ち「オ」の誠(足利
°

本正に「オコ9」と記す)であらうから,其の訓譲は九僚本・上野本と合すると謂ってよい。

而して其の訓は,李聾五臣以外に別に擦る所有るに似てをるO
ミ　コトア　　　シ′

又, 「省レ方巡狩」

李聾「周易日,風行地上,戟,先王以省方,取民設教」を引巷,五臣(戟)は「省方瓢四方

也」と注するのみ。飴るに上野本既に「方」の左穿「,コト事也」と記する(九保本には勇訓

が無い)O
アヲアシ'ヲ　ブ　　タ

西京耽「程レ巧致レ功」

辞綜琵「雷管程捧好匠,会意致軍功」。李誉注せず。五臣(秩)淀「皆揮巧匠,以致其功」O
アヲアス　　′　　　ヲ

又, 「程=角抵之妙戯J

藤津「程(一本,此の衆に「謂」の字有り)課其技能也」。登・五臣注せず。

上2文の「程」の字,今の文選注に操れば,普笛に「アラノ、ス」と訓ずべきではない。余る
ゥ

に,上野本虹に,前文の「程」字の左勇に「アラノ、シ」と記し,九僚本・上野本供に後文の

「程」字の右勇亦「アラノ、」と記してをる。
ヒ　カク′ヽカ1)ナ1)

叉, 「其楽只且」

輝は注せずO善琵「毛詩日其柴只且(此の衆に賞に「只」の字有るべし)且鮮也」o　五臣

(良)注「只且僻地」。

「ヵクバカ9」の訓は善・五臣の注に掠ったのではない。必ずや承くる所が有らうO而して

九傑本・上野本班に亦「カクノ、カ9」の努訓を施してなる。
ケ　ヲ

又, 「鳥獲征レ鼎,都慮尋レ橿」 (下旬の右勇に「テラツ、キノ、タホコこノホ9」と附し,左

勇に「ケラツ、キノ如-」と附す)0

綜は注せず.誉注「漢音日,武帝享四夷之客,作巴余部慮,菅義日,煙軽輩除塵」o五臣(秩)

「都塵山名,其入善猿鐘竿也」 (銑注は蓑本V=擦って補ふ).

今の文選注に掠れば, 「都塵」は「テラツ、キ」又は「ケラツ、キノ如-」と訓ずべ垂では

ない。余るに,九傑本・上野本班に此の「都塵」の右秀に「テラツ、キマヒ」と記し,又,西
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◎

京斌上文「非都塵之軽遼」の「都塵」の左勇亦上野本「ツラツ、キマヒ」と記してなる.
ノミックシ　　　　ヲ　　　シ1)アキカへル

叉, 「噴=　清商_而却　醇」

絵は注せずo聾注「宋玉笛賦日,吟清蘭遊泳徴」。五臣(済)注「噂吟也,謂済南之畢」.

今の淀に依れば「清濁ヲノミックスJとは訓護すべきではない。余るに九傑本既に「噂」の

右勇に「ノミックシ」と記し,上野本亦「欝」 (上野本, 「欝」に侍りて, 「噂」に作らず)

の左勇に「ノミックS'」と記し, 「清商」の右に「酒名L」と記してなる。恐らく別に掠る

所が有らう。
:L　　　~　'　　ふi　-; iI'・--サ,

又, 「若二驚鶴之群羅_」

綜・専管注せず。五臣(済)注「驚鶴群窮,言舞容似之」。

此の本の「育鋸の字は賞に「シ9ソク」と訓ずべきではない。鋸るに九僚本・上野本は「窮」
①

を「罷」に作り,其の右勇「S,9ソク」と記すO乃ち此の本は「育邑」に作れる本の訓をその

まま「窮」字に移したのであるO

上は,此の本の和訓が其の正文又は注と相合せず,両も九僚本・上野木の芽訓と楯合

するものの数例を示したのであるO此れらの例に接って之を推すに,此の本の和訓は,

もと此の本の正文文字及び注文の解程に従って附せられたのではなく,古来我が国に
ゥ

行はれた或る本の訓譲を此の本に樽記したのだといふことがわかるo倭版書籍考薗7,

六臣註文選の債に日く, 「今の本は李善証本に五臣註をカロ-たるものなり。倭訓は菅
ョ

家の盲鮎と云偉たり。寛文二年野田重周末尾友久刊行す」と。此の和訓,果して菅家

の首鮎に出づるや否やは更に詳考変更するが,ともかく其の皇朝博士家の譲港に本づ

けるものなることは疑ふべくもない。

注

①　巻1末に「本云,弘安八年六月廿五日以管江南家産本校合寄寓了」等の識語が有る。

④　経籍訪古志に「敦宇摩墨光,嘗是五首許年前抄本」と慮せるものo

◎　九傑本・上野本は,東方文化研究所(京都大挙人文科畢研究所)撮影の葛展に操るO

④　今の文選に掠れば,上2文の下文「促億程材」の下に,綜注乃ち「程潜見地」と樺する。

◎　上野本は又右勇V= 「-ラビ」と記する.九傑本は右に「シ・」の迭慣名有り,左に「-ラ

ビ」の訓が有る。 「-ラビ」の訓は蓋し,*注・五臣注V=操ったのであらう。

⑥　綜は注せず。聾注は「草書日,自合浦南,有都塵園,大農地理悪日,都塵園,其入善猿

高」を引垂,良は「都塵山名,其山人聾扱高也」と注する.而して九僚本・慶安本は努

訓を施してないO

⑦　教壇本・上野本・胡刻本管「罷」 V=作り,六臣注諸本皆「罷」に作るo蓋し李誉本「罷」

に作D,之な樺するの要が無いから,綜・聾普注しなかったのであらう。

⑧　促,すべて音殊の訓讃そ⑳ままを襲うたのではなく,往々改めた所もある。

⑨　寛文2年刊本については衆の項で述べる。
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12　寛文板六臣琵文選60巻目録1巻　　61が

巻60後塵の前に,下の如き刊記が有る。

寛文二王寅歳正月昔日

書　　堂

家　　産

洛陽鳥丸適下立貴下ル町

野　田　庄　右　衛ノ門　重周

洛陽京極通下本能寺前町

八　尾　勘　兵　衛　友　久

此の本は慶安5年坂本の重刻で,ただ其の刊記を改めたに過ぎぬ。

so



下篇　嘗　抄　本

I　唐紗李善軍注本文避残巻二種(首籍叢戎本)

羅振玉,古希叢残,巻6枚むる朋の教壇出土文選理容4極の内に,李善畢注本が2

種有る.甲巻は弓長平子,西京斌の「(井幹)畳両石埠」から,瓶の路までの正文及び

李善注, 350徐行を存して,巻末に「文選巻第二」の5字を題し,金属に「永隆年二

月十九日弘済寺寛」の1台字を識す。永隆は唐の高宗の年班でその先午(680)紘,顧慶
IA>

3年(658)李善が文選注を上れるの後22年に普り,載初売年(689)李善が卒する(香

唐音儒畢停上)に党だつこと9年である。

乙巻は,東方真情,答客難の「不可勝教」より,楊子雲,解朝の「或輝褐而停」ま

での約120行を存す.文中「虎」 「僅」 「治」の諸字皆鉄筆し, 「且」の字は即ち鉄筆

せずO蒋覇は以て高宗の時の内府本かと襲つ7:なる(政文)o

此の2種,恐らくは,現存李善注文選中の最古の本なるべく,擦って以て今本の誤

を正すべき者甚だ多い。甲巻と今本との同異に就vlては,既に高歩涼,文選李注義疏
ゥ

巻2に詳考有れば,今,復た述べない..乙巻に就いては未だ詳祝せる者を見ないので,

令,胡刻本・足利本・夏木・四部叢刊本・深野本と比校t,,胡刻本以下の坂本皆非に
ョ

して,唯々此の本のみ是なる例数俵を左に記さう。以下胡刻下以下の五本を規辞して

校本といふ。
匡夏

答客難,難旗塞耳,所以塞聴(淀)匙線,以黄綿烏丸,懸之於星,以雷雨耳,所以
0 0 0　o O O O   o 0

塞聴也,劉兆穀梁偉注目,難黄色也,土斗反
o o o   o O o o o o o   o o o o   O 0 0

板木の注, 「置鍍」の前に「醇綜東京斌注目」の7字有り, 「之於尾以嘗両耳所

以塞聴也」の12字を「冠商連普耳,不欲聞不急之言也」の13字に作るO又「劉

兆」以下の14字無し。

案ずるに,答客難の正文「所以塞聴」の句有れば,其の注亦「-・・・所以塞聴也」

に作る者を以て是と駕す.O蓋し李善自ら正文を鐸したのである.慮るに其の輝,

昏綜の東京朕の注と相似たるを以て,後人豪に驚添して今本の如く作り,且「劉

兆」以下の14字を刑去したのであらう。

苓客難,鄭食其之下斉(注)漢書,鄭食其謂上目,臣請詮帝王=　廼譜食共,罷歴
0　　　　　　　　　　　　　　　0　0　0
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下守戦備
0

板木は「臣」の三女に「講」の字無く, 「廼」の衆に「語食其」の3字無く, 「戟」

の衆に「之」の字が有る。今,漢書鄭食共催を槍するに,館,比の本引く所と合

する。

解朝,四分五割,鼓席数固く~ (琵)晋灼日,此直道其分離之意耳,都陽偉云,済二化四

分五裂之囲也,四分即交年而裂,如田字他
0 0 0 0 0 0 0　0 0 0 0

校本性は, 「四分則交午」以下の11字無し.漢書陽旋俸注,曹灼を引V>て此の10
ゥ

字有り。此の注は「四分則云云」有りてはじ砂て文意が完い.O

解噂,徹以糾墨(注)慮DJJ日,晋以縄徽琴之徴(算5莱裏)
0

校本の注, 「音」を「束」に作る。王念孫は采祁の引く新の薫該音義に擦りて,
ゥ

今本文選注の「束」を改めて「音」に作るべきことを論じて変るが,此の本は未

だ誤ってゐない。

解朝,二老蹄而周俄(淀)孟子日,伯夷避紺属北海之深,聞文王砕興日,慧蹄乎乗,

菩厨西伯善養老者,太公避肘居東海之潰,聞文王砕輿日,蓋蹄乎乗,吾聞西伯善養
0　0　0　0　0　0　0　0　0　　　0　0　0　o o O o o o o o o o O O　〇

三若者,二:老者天下之大王老
0 0

校本注, 「太公」より「善養老者」までの27字が無W。梁章鉦,文選勇詮に云

ふ「林発生日,善注二者,只引伯夷,而遣太公,夏着脱文」 (巻37)と。今此の

本の箆は則ち文究い。李周珍の注に日く「李善引伯夷輿太公賓二老,甚誤実」と。

恐らく,珍の見し着直は館,此の27字が有ったのであらう。

解噂,奨毅出而燕慣(注)史記日,奨毅伐舜破之,燕喝王死,子立薦燕恵三, ・=・・・

召奨毅,柴毅畏諒,途西降週,憲王恐趣用柴毅以伐燕(夢6莱裏)
O     O             0       0           O

校本は「召」の衆の2 「栗」の字,皆無く, 「降」を「奔」に作るO又,四部叢

刊本は「意壬恐」を「憲大恐」に作り,四部叢刊本・漂野本は「伐燕」の前に
0　　　　　　0

「以」の字が無い。併し史記楽毅借は此の本と正に合す。

敦爆出土の此の2本は最も善く李善茸注木の香を保っては変るが,惜LV,戟,存す

: :.ご:こ1.∴-_ I_I:〕ニーn;...;蝣rij∴、　　　　　　　∴:∴.s i蝣.∴二ii¥:ご∴∴す

るのに比べれば,その量に於て彼に及ばざること甚だ遠いo

注

①　唐禽粟,巻36,修撰の保に李善文選注を上れるは顧慶6年に在37と記す.今,李聾上

文選法表に擦る。

㊤　此の稀を草して後,劉師増の「教壇新LB唐葛本提要」に此の本について述べてをるのを
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知ったが,述べ方が予と違ってをるから,此の稿はそのまま存してむくO

⑨　醇齢,既に此の甲乙南巻の校勘由を摸せし由,-其の政文に記されたれども,未だ之を見

ず。

④　この「塞耳」を坂本は「充耳」に作る。余れども,大戴漣,子東関入官簾は「塞耳」に

作って此の本と合し,文選,東京既,綜按引大戴絶亦同じo

⑤　今の辞書楊雄停注引曹灼日には「交午」を: 「交五」に作り, 「田字」の下に「也」の字

無し。

㊥　頭書雑志,四之十三,徽以糾墨の偉。
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if:iJ;少骨　汗^-'ft

文選集注は, H本国見存書目録及び雨唐志以下,皆著録せず。其の吾が国に環存せ

る諸巻,亦撰者の氏名を題せるものが無い.o是を以て其の何人の撰せし新なるか未だ
①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑨

明かでない。或は以て吾が閲王朝の時の人の閤する新かと謂-ども,予未だ其の確認

を得ない..而も,巻第93,劉伯倫,酒徳瑛「無思無慮,其楽陶陶」の下に編者の英語

有りて日く「自此一句巳下,至感情,言詞都綾,皆符字也, `非劉公朗席,皆嘗除之,
ゥ

宜従陶陶郡家傍観」と。王朝の人,粒の如き刑修を敢-てせLや否や,甚だ衆はしいo

文選集注は誰氏の絹する新なるかを知らないが,平安朝時代,既に吾が園に行ほれ

てゐたヤうである。岡井博士は「御堂関白記,長保六年(宋の景徳元年1004)九月廿

一日の債に,乗方朝臣,集注文選競売白集持乗,感懐無極,是有閑書等也,と有れば,
④

道長亦文選集注を参考せしなり。」と言ふ。御堂開自記に見える「集注文選」が果し

て, 「文選集注」のことであるならば,これが「文選集注」に関する最古の記事であら
l甘　　　　　　　　　　　　　　　_　　　　　　　　　　　　　I?

ラ.O而して今存する所の巻第8末尾に「校了　源有宗」 (源有宗は,ほぼ自軌堀河帝時
①

代の人)及び「嘉暦元年(元の泰定3年1326),仲夏下旬加一見了」の識語が有り,巻
⑦　　　　　　⑧

第9末尾亦「校了　源有宗」 「碁歴改元之歳仲夏下弦之候燈下一見畢」と識され,叉,
ゥ

充徳2年(元の至嘱元年1330)の書寛なる東寺叡智院蔵菅抄本文選巻第26の標記・勇
⑩

記に引く所の紗・昔決・陸善雄注,及び書陵部歳馨妙文遺断簡の紙背に記する新の妙・-

陸書経注等は皆文選集注より来れるものと恩はれ,且叉,温盲堂蓄蔵首抄本文選電算
⑪

1にも集注の名を記入すれば, 「文選集注」の吾が国に行はれたること明かであるo
⑳

此の書はもと120巻有りたるに似たれども,今其の所在の明かなる者は壇かに20
⑱　　　　　　⑭

飴巻に過ぎない。而して其の大部分は羅振玉輯する新の「唐鳥文選集注戎本」及び「京
⑳

都帝国大草文革部景印菅抄本」第3集より第9集までに収めらる.今存する新の内,

巷第8 ・巻第9と,飴の諸巷とは筆蹟互に異り,毎行字数亦楯同じくない。これもと

各々別通に屠せしものか,抑々もと同一通に属して馬手前後其の人異りしものか。今,

皆知ることができぬo又,羅民放むる新の巷第116前年は,羅氏の所謂「擦東友所蔵

謄寓小字本妙裾」者なるが,之を京大景印本に此ぶるに異同抄くない(小字本概して劣

る)。而して其の異同より推すに,小字本の接る所は,必ずしも現保吸氏蔵本(即ち京

大景印本)に非じと息はれる鮎がある。

今,羅氏景印本及び京大景印本を見るに,其の正文は,必ずしも胡刻本と合せず,
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叉,来襲尤本附する新の「李善輿五臣同異」 (群書校補巻100),及び六臣注諸本校語と

鼎らすに,或は其のノ所謂五臣本と合して其の所謂李善本と合せざる新亦多い.。ご然れど

ち,此の本の英語,其の正文と,妙本・音決本・五家本・陸善経本との異同を校して,

両.も李善本を引く者-も無く,且つ李善本に探らずして他本を探る時は,其の旨を枚

記すること,例-ぼ,懇第61上,江文通堆題詩三十首の前に,証の序の重文を載せ

て「看決陸善経本有序因以載之也」の若くなるを以て,其の正文は李善本に撮れるこ

と寮を容れない.O

比の本牧むる新の語注は則ち李善を前にし,衆に妙,次に音決, =衆に五家(先ず五家

の菅を記し衆に其の注解を記す),衆に陸菩提,而して後に度々福音の実否を附す。其の

探る新の妙・普決は,皆未だ誰氏の撰なるかを審かにしない。或は以て直に公孫羅の
⑲

文選妙・公孫羅の文選膏決と薦せども,予は未だ遠に之に従ふことができない.o　その

理敵衆の如しO

若し,砂・菅決が供に公孫操の撰ならば,二書采る新の正文の文字,殆ど皆楯合す

べきに,今,此の本に引く新を詳に検するに,砂は甲字に作りて,膏決は射ち乙字に

作れる者が甚だ多い。例へぼ,共都朕に於で,紗の「欝」の字を音決は「蔚」、に作り,

謝玄揮和王著作八公山詩に於で,妙の「仔」の字を音決は「陣」に作り,求自訴表に

於て,紗の「邑」の字を膏決は「恨」に作り,漠高組功臣頭に於て,紗の「静」の

字を普決は「肝」に作り,この類は数へきれぬ程有るc Lかしこれらはまだ,偉蔦の

誤に因る異同と疑へぼ疑ひ得よう。ところが,萄都故に於て,普決は「望協讃昔忘,

或仲忘非」と言-るに,妙は即ち「相忘言各自足.也」と言ひ,英都敬に於で,晋決は
・　・　・　・

「屠之欲反,威作罪,必静反,非」と言-るに紗は則ち「犀在庫虚一也」と言ひ,七啓
・　・　・　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　*

に於7:,雷決は「塞如字,或作寒,蓉属撃反,非」と言-るに,紗は則ち「蓉取也」
・　・　ォ　　・　・　・　・　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

と言ひ,臨頂侯機に於て,膏決は「令力政反,或伸就,遵」と言-るに,妙は則ち「衰盗
・　・　ォ　　・

貴之徳謂其父也」と言ふが若きに至っては,寛に倦寛の誤に因る異同とは薦すべくも

ない.O此れ疑ふべきの一。

若し紗・普決が供に公孫羅に出でなば,二書載する新の篇章も皆楯合すべきに,両

も其の箕,必ずしもさうではない。例へば,此の本巻第61上,在文通雑煙詩三十首

の篇題下の案語に「以後十三首妙腹」と言ひ,叉,巻第63,離騒経一首の篇題下の案

語に「此篇至招勝算妙挽也」と言ってなる。此の如き異同は,此の本絹者の見たる紗

が偶々之を脱してゐたのか,抑々妙がもとから之を放して録しなかったのか・.兜づ之
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を解決してかからねばならない.C此れ疑ふべきの二。

叉,此の本巻第47,曹子建,懸徐幹詩の砂に「羅云礎此以下七首,此等人並子遵知
°　°

友云々」の一俵を引く。此れ司馬長卿,難萄父老の砂,及び王子淵,聖主得賢臣頭の
㊥

妙に,屡々丁察案云云」を引くの類なるぺけれぼ,紗の撰者は公孫羅以外に叉一人有
°

ると見られる.O此れ昇ふべきの三。

既に此の三衆が有る。r走れ連に紗・音決供に一人に出づとの詮に従ふ能はざる所以

であり,亦連に紗は即ち公孫羅の妙奉りとの詮に従ふ能はざる所以であるC天の経籍

訪古志巻6に, :集注巻第115首題下の「今案紗賃郭林宗」を引いて,紗の撰者の葛接
⑱

に資してをる若きは,明かに集注の案語を誤謹せる者で,固より論ずるに足らない。

此の本引く所の妙・音決はともに何人の撰する所なるかを知らない那,これは正に

人を驚かすの秘笈であって,殊に陸善経の注に至ってはV,彼我の書目に-も記する朗

が無く,彼の国人は其の名をすら聞かざること久しかった者である.まことに珍貴の
⑩

極と謂はざるを待ぬ.両も集注本の慣値は,濁り此れ等天壌問の孤本を引いてをるが

席に重いのでなく,亦其の正文及び李善注・五臣注に擦って坂本の誠誤を正すべき者

甚だ多きを以てである。今,胡刻本,足利本・夏木・四部叢刊本・深野本等の板木が

皆誤って,濁り集注本のみ誤ってゐない例を示して,此の本の債値を明かにしよう。

以下「校本」.と稀するは,胡刻本以下の五本を指すo

甲　此の本に擦りて校本の夢題・類巨の誤を正すべき例

(1)此の本は毎食首に其の亀内の篇目を列する例なるに,巻8番首にはただ左太沖,

∴∴-."・蝣"蝣'. I㌧　∴一、二三言∴-∴　　・.I -.∴　工*!'-.,. . ‥∴∴　　∴
⑳

巻9円の英都験の題下に皆「一首」の2字が有るのに,巻8の三部斌序の~下には

・「一首」の2字が無い。是れ其の擦る所の李善本がもと三都秩序を以て軍自畠を寛

~さし砂なかった席であらう。蓋し序は族の/ト引であるから,自ら濁:立して一第を希

すべきではない。若し序が濁自一第を零すならば,昔に之を序覧葛に牧むること,皇

甫士安,三都妖序に於けるが如くなるべきで挙る.故に此の本の巻第8に,三部妖

序を濁立せる-欝として取扱ってゐなvlのは正しい。上野氏赦奮抄本文選巻1の千

日は「斑孟堅商都妖二首井序」に作り,篇題は「南都秩序」 「西都欺∵首」 「東都
°　°

献一首」に作って「南都蹴序」の下のみに「一首」の2字が無いo走れも亦序を堺
°　°

て朕の小引と壊して,濁立せる-算とはしてゐないのである。頗るに,今の板木の

巷第4は,左太沖三部朕序一首として,猫菖-篇を寓させて,萄都妖以下と楯封立
°　　°
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刻十一一一∴・-,*・i・"";!・"'・": ∴~.: : '蝣・'蝣";'∴∴　　　　し　言問

横である。今の校本すべて非である。
⑳

(2)巻71の類目に「乗秀才文」と有る。それを今の板本巻36は皆「文子の一字に

搾って変るJO

案ずるに,文選類目に, 「文」と名づくる者の有るべき道理がないO校本が「文」

の一字に作るのは,蓋し,其の前後の類目の「令」 「教」 「表」等が皆一字なるに

捗りて, 「策秀才」の3字を誤り脱したのであらう。晃公武,郡密議害悪,巷20,
㊥

李善注文遺60巷の保に,文選の類目を奉げて正に「策秀才文」~に作ってをるO　見

氏見る新の李善本はまだ誤ってゐなかったのである。

乙　此の本に擦りて坂本正文の誤を正すべき例

(i)誤字・脱字を正すべき例

(1)巻73下,曹子建凍自武義,使名捷兜筆,事列朝粟
0

板本巻37 「笑」を「発」に作るo　案ずるに,校本「典子の字は-「寮」の字

と字形が似てゐるので誤ったのである。 「粟」は「策」の俗字であるO魂姦

(巻19,陣風王腫停)は「黄」に作ってをるo五臣銑注に日く「名書史筆,席朝

廷新築」と。走れ五臣本は既に「菜」に作られてゐたのであるo
C)

"'S.i !-.. '-'.'.'.'.　　　∴二∴二　　、 1二p∴　　∴ ;∴;:~∴　・二
O o o

O O

O

O

今,此の下の李善注を検するに,日く「資材量也」と。叉,紗に日く「言我無
C)

嗣宗口不論人之資一一資質也」と。走れに接って其の正文,常に「費」に作る
0　　　0

べ上して,雷に「賢」に作るべからざるを知るのである。板木が「賢」に作る

のは, 「資」 「賢」字形楯近くして誤ったのである。此の書の上下の文を案ず

るに, 「菩以」に作り, 「賛」に作ったものが文義が最も順である。此の本の

是なること知るべきであらう。青書(巻49智炭停)亦正に「菩以」に作り叉,

「資」に作って,此の本と合する。

I;蝣*: .1り・>".、.　∴∴　　　　　　　-　∴　　　　　∴
0

板本巻51, 「君」を「名」に作る。此の論の上下の文を案ずるに, 「醇化以

揚君」は,上文の「揚君徳芙」,及び「何必歌味詩放,可以揚君哉」と楯療ず
0　0　　　　　　　　　　　　　0　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　0
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るを以て,首に「揚名」に侍るべからざるを知る。陸善経注に日く「骨布風化,
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳

w管揖君芙」
0 0

正に「揚君」
0

(43　巷113上,

板本巻57,

と。走れ陸民本なほ誤ってゐなかったのである。観智院本文選亦

に作る。坂本は「君」と「名」と字形相似で誤れるものo
㊨

∴ :　::言:r"j*11.i　　　　∴l-
C〉

「故」の衆に「折」の字を放す。非である。

担)窺故の字を正すべき例

(1)懇56,陸士衡挽歌詩,悲風敏行執,傾雲結流藷
C)

∫
i

:、

・∴亨　　　‥.'蝣.;j蝣'蝣　∴∴!

(農利　一・品。誉本作轡-

(還芸;)-　轡(五臣件鼓)

今,此の本の此の句の下の李善注を案ずるに,日く, 「曹権,仲薙衷爵日,陰

雲週於素蓋,悲風動而扶輪,集本数字作徴」と(牧本此の控を「爾衆目徽止也或作

鼓」の9字に作る).走れ,李善本正文,本より「鼓」に作りて「徴」に作らず,

而も李善見る所の陸横集は即ち「徴」に作りて文選戟する新と同じくなかった

のである。さればこそ,李善はその注中に更に「集本鼓字作徴」と言ったので
㊨

あるO然るに,後人樫に正文の「鼓」を改めて「徽」に作り,以て陸磯集と合

せし砂,又蒙りに李注の「曹権,仲搾哀酔」以下の25字を改めて「蘭雅日云

云」の9字に作るものが有り,而して校本は其の誤を襲うたのであるo

(2)巻71,偉季友,席宋公修帯艮廟教,遊九原著,亦流蓮於随倉
○

○

0

今,比の文の下の李善注を案ずるに,日く「雇豊記日,趣文子興叔響,観乎九京,

・・・一部玄日-・.・京首席原」とo　李善が,此の注で,鐙記鄭注の「京嘗薦原」
o o o o

(檀弓下の注)をも併せ引ける者は,走れ文選正文は正に「九原」に作りて,上
D

注引く所の薩記の「九京」と楯合せざるが故に,文選の「九原」は即ち鐙記の
」、　o

「九京」なることを明かにせむと欲したが鴛に外ならぬ。著し正文がはじめか
o

ら「九京」に作られて変れば,其の注は薩記の「九京」を引くだけでよい。伺
o                                      O

ぞ,鄭注の「京営鳥原」まで連引するの要が有らう。かう考-れぼ,集注本の

「九原」が是であるを知るのであるC而も,晋語8に日く「趣文子輿叔向逆数
o 0

oooo



:ri∴　　　二　　　/読;　こ「.a--i'.'-.　∵ト1-', ! "・"-''T:"∴二鉦: -.I
O                              o                    o

から,′其の本づく新は晋語であって,直配ではない.o弓然らば射ち,其の文,蘇

より「九原」に作って「九京」.には作らなかったこと,疑ふべくもなV>。以上
o                 o

・一二!~," "" -*", ''こ-I.　-";蝣,:.-I　　　こ‥一　二∴　　:・二　　iI.--1こ~∴/.

誤ったのは,蓋し後人が注の「京嘗席原」を以て,李善の校語なりと誤解し,
⑳

それに擦って妄りに正文の「京」を改ゆ7: 「原」,に侍ったの・に因る。

ついでながら,此の避記鄭注の「京嘗寒原」は,集注本巻59,沈休文,各節

後至丞相第詣世子車中詩の注にも引かれて変る。頗るに,板本巻30では,其

の注の上文に引く所の薩記経文の「九京」を妄りに改ゆて「九原」に侍り,且
0　　　　　　　　　　　　0

つ李善が蓮引せし新の鄭注「京嘗寓原」の四字を珊去してしまって変る.。走れ

亦後人が「京首席原」を以て,李善の放課なりと誤解せLに図るの柴である。

(3)巻88,陳孔噂,撒共将校部曲女,東高志遠,.似若無前
○

板本巻40は「前」を「敵」に作る。案ずるに,李善は此の句に注して「漢

書,売后詔日,蓬濁見之明,香魚前之威」を引けば,其の正文に,常に「無
0

前」の語有るべく,雷に「無敵」の語有るべからざることがわかるO此の本の
O                           o

案語に日く「五家本前席敵」とo叉,済注に日く「自以席無敵実」と。走れ五
O   o                                o

家本が既に「無敵」に作ってゐたのである.o戯らぼ,今の坂本は,五臣本によ
0

りて李善の聾を改めたものと謂はればならぬ。

、畔行文を正すべき例

(1)巻9,左太押,英都耽,勇醜而論,抑非大人之研壮観也
0

(胡刻本)穿醜而論都,抑非大人之斯壮観也
0　0

(芸利芸) ・

(謡票) ・

・論都邑---一一一
[・KB試

・論都邑(善本無邑字)
c o o

上に表示せし如く,胡刻本は「静」の下に「都」の字が有り,四部叢刊本・深

野本は「都邑」の2字に作りて「善本無邑字」と校注し,足利本・夏木亦「都
○

邑」に作りて而も枚語が無い。案ずるに,胡氏考異に日く「何校稀,潜稼堂束

云,都字街,渉下論都而誤,今案所詮是也,勇醜而論,輿上撞駐而穿偶旬,各

四字,不常備堂一字」とC胡詮従ふべきであるO此の本は「論」の一字に作っ

てゐて,まだ誤ってゐない。此の本の案語に日く「五家本論下着都字」と.0番

らぼ「都」の字を街せるは,五泉本に始まるもののやうであるO天の「都邑」
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に作る者の如きは,蚊中の妓なる者に圃する。

王念孫は,此の句の「都」の字有る者を是とし,且つ劉注「言等量局地,罪
0

是曲僻之士」 (胡刻本・汲古閣本に有D)の文に接って,上旬「撞駐而算」の下に
⑳

常に「塊」の字が有るべきだと謂って変るのは,甚だ謬った詮であるo此の唐

の正文変相翫するに「握駐両等」 「勇醜而論」の下には何れも飴字有るべきで

はないO 「算」は「算地」の意に非ず, 「論」は「論都」の意に非ざること,

其の上下の文を組頭して之を知るべきである.それに,王の擦り所とした劉注

なる者は,賞はもと後人が行間に記せし語に過ぎなvlのであって,劉蓮の原注
⑲

ではなvl。

(2)巷79,任彦昇,奏韓劉整一首は,校本と甚だ詳略が有る。即ち「分前放教子
㊥

嘗伯」の下に,校本では「競巳大衆云々」の34字が多く, 「整便打息遣」の下

に,校本では「盤及母井妖婦等六人・・・-・・・如溶断稀整郎主」の696字が多く,

「悉以港制従事」の下に,板本では「婦宋音云々」の35字が多いo　而して此

の木の実語に擦れば,上の34字は,砂及び五家本に有り, 696字と35字とは,

並に五家本に有りと云ふ.すると,今の校本の文は,案語に引く新の妙及び五

家本の文と非常に近いものであることがわかる。

今,此の本には無くて校本のみに有る所の前後765字の下を槍するに,李善

の注解は一字も無いO走れ或は其の文煙の性質上,注解を要しなかったに因る

とも恩はれるけれども,両もまた,前後約800字に封して,李善が全く注しな

かったとは到底考-られない。更に注意すべきは,校本「如港所稀整郎主」の

下に「昭明醐此文大略,故詳引之,令興揮箱庭也」といふ李善注の有ることで

ある。此の「詳引之」の3字を翫するに,走れは,李善が,昭明の・m略せし所

を注中に援引せりとの意味であって,正文中に挿入せりとの意味ではない。然

らば則ち,此の本には無くて,両も坂本のみに有る所の前後約800字は,皆

恐らく後人の槍添に係るものであらうと恩はれる。尤も坂本の李善直中に在る

「昭明朗此文大略云々」の一俵は此の本には無い0番らぼ,昭明の略せし新を

注中に援引し,且つ「喝明刑此文云々Jと附記したのは∴或は後人の零す朋で

あって,李善の原注ではないのかも知れない。しかしそのことは何れにせよ,

李善の原本に載する所の韓文は,今の板木に,比して,甚だ簡約なりしことは,

疑ふべくもなwe
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⑬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳

三僚家薇馨妙五臣注文選は「競巳大衆-不分遣」の32字にr~　「　を施して,

異本には無いことを示して変り,又,足利本文選は「整便打息遣」の「選」の

字の下右葬に「巳下衆本克之」と朱書し, 「如港所稀整即主」の「主」の字の

下右芽に^ 「巳下衆本有之」と朱書して,其の家本は「盤及母井妖婦等六人-如

港新種整即主」の約700字が無いことを示してなる。三保家本及び足利本の校

者は何人であるかな知らないが,上に述べた書き入れから,其の接って以て校

せし新の本は,いくらか此の本に近いものであったことが知られるo

さて三催家本の校者の擦った本は,今の坂本に比して, 30飴字少く,足利

本の校者の擦った本は,今の坂本よりは約700字少なかったことになるわけだ

が,それにしても,それらを此の本と比べると,前者は既に七有数十字を街し

て変り,後者は六七十字を朽し7:ゐたやうである.o戯らば,今の校本の術する

所の七盲六七十字も一時に悉く窺入せられたのではなくして,恐らくは次第に

加添せられたものであらう。

坂本の奏韓劉整文が李善本の菅を失せるものであること上述の通りである0

番るに,六臣注諸本は,此の韓文中,李善本にはもと無かったはずの所に於で

すら,猶且,李善本と五臣本との異同を校して変る.。凡そ六臣注諸本にある校

語の轟くは信ずべからざることは此の一事に撮っても知ることができよう.

今,此の奏韓文が,板木に於ては前後約800字を朽し,而して其の下に李善

の注解が一字も無vl事寛に揺りて之を推すに,校本,巻45に載する朋の孔安

..‥.∴・'"'.-V-''.;∴∴　二: :∴こ∴　　　　　　　　∴　　・∴ ・二　;

も亦或は後人の増加せし新であるかも知れないO彼の二欝の内容が,昭明文選

序に於で述べたる衆篇采樺の方針と合したいといふ鮎より考-ても,今の板本

に有る新の彼の二篇は,後人の槍す斯ではないかと舞はれるo饗章鉦は「是時

正義巳旗,故李於此篇(尚書序を指す),及後春秋左氏俸序爾欝,皆不復注」 (文

選勇琵巻38)と謂-るも,恐らくは是れB意寓の詮で,従ふことができぬO

(3)巷85下,絶景展,輿欝茂斉書,斯所以悦腸於長衛一也
○

今の板木三春43は, 「衛」の下に, 「按轡而歎息」又は「按轡而歎息者」の5
⑳

字叉は6字が多く有るo胡克家考具に円く,「案青書寒按轡而歎息,陳云提注則

此五字街,是一也,必五臣因注云本或有於長衛之下云按轡而歎息者,故添六字,

以異善,二本(蓑本・茶陵本)共著校語也,詳此本(尤本)乃修改埠多,是初刻
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無,而新見仇不誤,尤延之不察,軌取五字,於是善以五臣乱之英,常加訂正」

とo今此の本,正に「按轡云々」の5字が無いのは,走れ重く李善の菅を存す

るのである。侭,此の本は他本との同異を校して案語とするを常とするに,此

の女では, 「五家本,按轡云々有り」と言ってゐなvl。番らぼ,此の数字を街

することは必ずしも五臣本より始ったのではなくて,それ以後の人の薦せる新

かも知れぬ。

丙　此の本に撮りて板木李注の誤を正すべき例

(i)誤字を正すべき例

(1)巷59上,慶子諒,時興,凝粛啓蔓草, (注),楚詞日,激凝霜之紛紛
(〕

板本巻30,響, 「瀬」を「激」に作る。案ずるに,坂本のやうでは文義が通

じない。 「激」と「激」と字形楯近くして,校本が誤ったのである.。板本巻22,

王旋鋸,反招障詩注,巷23,匠嗣宗,詠懐詩注,巷24,曹子建,賂丁儀詩注,

巷29,張景陽,雑詩注,引く新,皆,なは誤ってをらず,今本楚辞九章悲回風

も亦正に「漱」に作る。
㊥

(2)巻71,王元長,永明九年策秀才文,用能教化一時, 、 (注),謝承漠後書序日,

陰傭教化二部,威教能平
o

板本巻36,皆「郡」を「都」に作る.案ずるに,板本巻59,沈体文,弊政

安陸噸王碑文注に謝承後漢書を引いて, 「郡」に作り,此の本の此の注と合す。

叉,謝氏後漢書陰修健に日く「南陽陰修席題川太守,以旋賢擢俊寓務, -以光

園朝」 (醜恵,鍾額停襲琵引)と,庶らぼ,此の注「部」に作る者是である.
⑲

校本「都」に作るは,字形似て誤為したのである.O

(3)巻73上,曹子建,求自試表,威克商奄而周徳著, (注),史記日,威王東伐

涯夷践奄
○

板本巻37,響, 「蹟」を「徐」に作るC案ずるに,注引く新の史記は周本紀

の文O今の史記「残奄」に作りて,此の本の注引く新と異れども,段玉鼓は既

に今本史記の「魂」の字は「蹟」の誤ならむかと疑ひ(古文侍昔撰異巻32),叉,
㊥

侍書大偉,亦正に「践奄」に作れば,此の本の「蹟」に作るは,史記の菅を存
○

するものである。戯らぼ即ち,比の本に擦りて,今本文選の誤を正すべく,-罪,

以て今本史記の誤を正すことができるC板木文選が「徐奄」となってゐるのは,
○

注上文引く朗の「孔安国日,惟夷徐奄之屠」に捗って誤ったのであらう。
0　0
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(4)巻79,任彦昇,奏韓曹景宗,白頭至塵,功犀造化, (注),孟子日,墨子乗愛,

摩頂放於厘,趣岐日放至也
0　　　　　　　0

板本巻40,倶に二「放」の字を皆「致」に作る。案ずるに,板本巻55,劉

孝標,辰絶交論「摩頂至厘」の注,孟子の此の文及び趣岐注を引き,皆亦「放」

に作り,集注本の此の注と正に合す。走れ李善振る所の逓注本孟子はもとより

「放」に作りて, 「致」に作らなかったのである。麿らぼ則ち,今本此の注,

二「致」の字は, 「致」と「放」と字形相似て醇蔦誤れるか,香らずんば,後
⑲

人「致」に作れる孟子に擦りで改めたのである。困拳紀聞癖8に「文選注,引

孟子日,墨子乗愛,摩項致於塵,趣岐日,致至也」を奉げ,其の二「致」の字,
0　　　　　　　　0

常時の孟子と異ることを指摘して変る。奉ぐる新は任彦昇文の注なるぺけれぼ,

王臆麟見る朋の文選注,亦既に此の二字を誤つ7:ゐたことがわかるo

電源,四書考異,孟子姦心上に「江書任揮注斯引致於匪者,疑嘗時劉注本猫
○

如是,任韓下抵肢二字,嘗亦薦劉照,鳥者遷訪然蘭」と言ひ,叉,焦楯,孟子
°　°　°　°　　　°　°　°　°　°

正義,容27に,今本文還劉孝標文注引く新と任彦昇女性引く新と互に其れる

に擦りて, 「可見趣氏注本,唐世巳有其二」と言-る,皆非である。
°　°　°　°　°　°

(5)懇93,割伯倫,酒徳頭,有貴介公子精神虚士, (堤),司席相加封辞書日,困
0

難清紳先生之略術,臣牽日,措赤白色,紳大帝
0

板本巻47供に,正文及び注引封辞書の「揮」の字を皆「揮」に作る..胡民

放異,注引封辞書の文を校して日く丁案此有誤也,下引如淳(賞に「臣墳」に作

るべし.)日,措赤白色,不待此作清興之不相薩,衆正文自席経,故不取据挿寓

義,香則嘗有据据異同之注,而未垂,各本皆同,無以訂之」と。今,此の本正

文及び注引封辞書,供に正に「据」に作れば,板木の「拝」に作る者の非なる

こと甚だ顧明。板木,巻50,汚蔚宗,後漢書二十八番倖論注,封辞書及び臣

顧注を引いて,なほ誤ってはゐない.。ついでながら,此の注直に封辞書を引い

て漢書を引かざれば,其の引は恐らく文選に接ったのであらう。侭らば,文選

載するの封辞文(今本篇題は「封辞文」に作り,注丙引く新多く「封辞書」に作る)

もと「搭」に作ってゐたのである。今本巻48 「揮」に作るのは韓寓の誤.O

(p)股文を正すべき例

(1)懇56,陸士衝,挽歌詩,翼翼飛軽軒,辰醍策素駅, (注),毛詩日,乗其四
○

旗,四旗翼翼,叉日,駕彼四隙,載牒辰匠
0　　　0　0　0　0　　　0　0　　　0　0
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校本,巷28,普, 「四旗」より「駕彼」、までの10字無し.。胡克家考異に日

く「陳云,乗共営伶駕彼,是也,各本皆誤」と。案ずるに,由訟非である。

「乗其」と「駕彼」とは字形相渉らざれば,是れ板木の誤鴬ではないb蓋し李
⑲

善は小雅栄吉篇の「乗其四旗云々」の二句を引いて,正文「巽翼」の注とし,

又,四牡篇の「駕彼四路云々」の二句を引いて,正文「最駐」の注としたのを,

坂本の注は「乗其」-の下に, 「四旗四旗巽翼叉日駕彼」10字を脱した`のである。

L二:　二.V.I∴　∴∴.:　い. ∴、-・∴∴!・tい.∴　.、,-・・.",'i:∴-v・ii!> '二一二
O 0 0 0 O 0 0 0

妓連

枝本巻30,普,正文の「娯」を「虞」に作Fり,注の「孟子日産虞加地」の7

字が無い。案ずるに,李善は孟子を引いて詩の正文の「歓娯」に注したのであ

るが,詩は「奴」に作り,注引く孟子は即ち「虞」に作って一致しなかったが

席に注申,夏に「虞輿娯通」と言ったのである。板本巻21,張景陽,詠兜詩

「朝野多歌娯」の注も亦「孟子日覇者之民,躍虞加地」を引き,且つ「娯興虞

苗字通用」の文が有る。張景陽の詩の注と謝玄輝の詩の注と其の例雷に同じか

るべきであるo戯らぼ,校本の此の注は「庚輿娯通」の上に脱文有ること疑ふ

飴地が無いO恐らく,醇寓の際,先づ注の「孟子日云々」を脱したので,後更

に正文の「娯」を改めて「虞」に作ったのであらう。

(3)巻59下,謝玄障,和徐都曹詩,風光草際浮, (琵l,楚詞日,光風韓憲,氾

葉蘭,王逸日,光風謂雨巳日出而風,草木有光色也
O o

板本巻30,皆「雨巳」の2字無し。案ずるに,板本巻33,招魂の王注には

正に「雨巳」の2字が有って此の本の此の注と合す。此の2字が有ってはじゆ

て文義安いO無き者は脱したのである。

&)懇62,証文通,雑醒詩,雲天亦遼売, (淀),荘子日,天道黄帝得之,以登
O 0

雲天

板本巻31,皆, 「天道」の2字無く,文義がまとまらないo誤りて脱したの

である。荘子,大宗師篇,正に此の2字が有る。

(5)巷85下,趣景選,輿暫茂斉書,日薄西山即席首歴託, (注),漢書,楊雄反

騒日,何恐日薄於西山
o

板衷巻43,皆「恐」の上に「何」の字無し.o案ずるに,重文渠衆巻56,欺

類引く新の楊雄反騒「何怨日薄於西山」に作って,正に「何」の字が有り,也
0
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の本と合する。今,反旗の上下の文を玩味するに,其の文義に於ても,其の句

法に於ても,此の「何」の字の有る者が是である。

今の漢書場放侍亦「何」の字が無いo采の采祁は「骨(上句末の「今」を指す)

字下疑有何字」といって変るから,采の時既に放してゐたことがわかる0枚本

文選に「何」の字の無いのは,或は後人が漢書に擦って削ったのかも知れぬ。

(6)巻93,陸士衛,漠高醍功臣頭,平陽楽道, (注),論語日,貴而楽這
o

板本巻47,供に「這」の字無し.O　梁葦鍵田く「案楽下嘗宥連字,今皇侃本

高宝木倶宥這字,庸石経這字穿添,本書幽憤詩注,及史記仲尼弟子牢け偉引,追

着這字,観幽憤詩云,t柴這閑居,此頭亦云,柴這,若引論語,僅-柴字,不足

席詮英」 (文選勇躍巻39)と。梁詮是であるO今,此の本正に「道」の字が有る.0

㈹　驚故の文を正すべき例

(1)懇9,左太沖,英都駅,刷塗狩潤, (琵),余雅日,河水清且潤狩,大波席潤,
o o o o o o O O 0 O o O 0 0

郭瑛日吉換潤也
0 0 0 0 0 0 0

板本巻5,供に正文「狩」を「醇」に作り,注「余雅日」以下の20字を「毛詩
⑳

日河水清且漣流薗雅日大波寓潤」の16字匹作る。

案ずるに,板春の,正文は「流潤」に作り,注は射ち毛詩の「漣溌」と蘭雅
O                             o

の「潤」とを井せ引くのは,此の本の,初めより爾雅の「潤滑」と郭注とを引
o

いて,正文の「狩潤」に合せしむるに如かない。板木は後人の寛故を経て変る

二　　∴　　　・　こ'丁∴"*-'!・-"二　　　二工:'・二∴二∴;^　r.:_　∴・∴:

し　　　　∴　.・・'..-*・・　r:一二誉・IT蝣..'[蝣　∴ .-t・* .*　上.二十.::言-. I

注に擦り′て曲詮を薦して変るが,皆探るに足らぬ.

李聾がもと甲書を引いておいたのに,其の文が乙書の文と相似たるが寓に,

後人が妄りに李注の「甲昔日」を改ゆて「乙書目」に作れる.こと,此の場合と

同じい例が抄くないo萄都斌の注,もと「周易日高国威寧」 (此の本巻8此の如

く作る)を引けるに,胡亥打本・四部叢刊本・深野本は「周易」を「傭書」に改

砂,任彦昇,宣徳皇后令の注,もと「薩記日,小雅日,高山抑止」 (此の本亀71

此の如く作る)を引けるに,今の坂本,供に「薩記日」を「毛詩」に改め,王

売長三月三日曲水詩序の注もと「韓詩日,静蟹黄鳥」 (此の本巻91下此の如く作

る)を引けるに,今の坂本供に「韓詩日」を「又日」に改めて其の上注の「毛

詩日」を承けるやうにしてをる等がそれである。これらの例に於ける坂本の非
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なる所以につい7:は,拙著「文選集注校勘記」 (未刊)に詳諭しであるo

(2)懇47骨子達,恰徐幹詩,文昌響雲興, (注),張孟陵鋭都欺注目,文昌正殿
0　0　0

名也

板本巻24,皆, 「張孟陽」を「劉淵林」に作る。案ずるに,今本文選巻6の

左太沖醜都験に於て四部叢刊本・深野本は「劉淵林註」と題し,胡剰本・足利

本・夏木は菅注作者の名を題してゐない.而して許巽行謂-らく,魂部族は営
㊤

に弓長孟陵注と題すべLと。是を以て許氏は,今の文選の曹植詩注に引く所の劉

淵林魂都筑注を以て,預孟陽醜都斌注の誤と薦して変る(文選筆記算2)。頗る

に,高歩涼は,巻6醜部族は雷に張孟陽注と題すべLと薦しながら,而も曹詩

注引く朗に就いては射ち日く「曹子建賂徐幹詩注,引劉淵林注,輿此斌注Ⅶ(巻

6規都斌醤注を指す)令,疑張劉注語僻蘭補間」と。今,障書経籍志組葉栗に記
tT>　　　　　　　　　　:p

する所,及び西京紙李善注に引く所等に揺れぼ,劉淵林も亦醜都駿に注せしこ

とを知るけれども,曹子建詩の李善準に引く朗に至っては,此の本は明かに

「張孟陽」に作って, 「劉淵林」に作らず,而も其の語は坂本文選の醜都妖菅

注と正に合するのである。戯らば即ち許氏詮是にして,高詮非なるを知るべき

である...叉,此の本が「弓長孟陽」に侍って変る事巽を以て,板本巻6魂都故の

菅注は,張孟陽の一作にして,劉淵林の作に非ざるの一定と薦すことが`できようO

(3)巻47,骨子建,恰徐幹詩,賓弄怨何人,和民有其慾, (注),韓千日,楚人和

氏.　二・蝣蝣:"蝣:!.i'.:.∴　　∴:二二∴　二∴ ・二・三!、∴-'*　;r∴∴ I.:い.ニ-- J

其左足,武王貢,文王即位,和文猷之,玉人文日石也,朗其右足,文王亮,成
0 0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o o     o

∴_.「∴ :　　-　|ii:蝣.・_・!,・.-∴ :　:　、　　∴::.∴ ∴二";|ij.--　∴
0

校本供に二「文王」を皆「威王」に搾り, 「成王」を「文王」に作るC案ず

るに,今本巻45,斑孟堅,答賓戯注, 「韓子日,楚大和氏,得襲玉於楚山之申,

奉而猷之,成王優玉人理其襲,而得賛意,名・日和氏之壁」を引き,成王,玉人
o o                                                 o o

をして葵を遅めしゆたりと薦してをるのは,血の本の此の注と合して,板春の

此の注と合しないO頗るに,巻39郷陽,獄中上書自明の注,韓子を引いて「武

王真,成王即位,和文猷之,玉人文日石也,朗其右足也」に作れると,巻25,
0 0

慮子諒,苓貌子悌詩注,及び懇42,曹子建,輿穆徳醍書注,供に韓子を引いて,

「文王玉大をして嘆を理めしめ7:賓を得たり」に作るとは,皆校本の此の注と
0 0

合して,此の本と合しない。
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今,後漢書孔融借の李賢注を考-るに,日く「韓子日,楚大和氏,、得瑛玉於

・楚山之申,敵之武王,武王便玉人相之,日石也,王以和駕護己,別其左足,及

文王即位,和文奉其襲,玉人文日石也,叉別其右足,文王貰,成王即位,和乃
0 0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0 0　　0 0

抱其瑛而異楚山之下,云々」とo其の文は,此の本の此の注引く所と互に詳略

は有るが,武王・文王・威王の世次は両者重く相合する。又,港南子覚冥訓高

誘注・漢書都陽倦腹筋注・後漢書陳元偉李賢注,鼓に下和敵襲のことを記して,

其の王の世次,皆武王・文王・成王に作る。庶らば射ち此の本の此の注が李善

の聾を存して,校本は則ち後人の改作を経たのである。今本韓非子,和氏篇は

属王・武王・文王の順に搾って,李善の引く新と異る。厭虞祈,韓非子識誤に日

く「腐王未詳,按此無可葛,嘗閑之耳」と。今の韓非子が誤ってなるのであらうo

(4)奄68,曹子建,七啓,抄天際而高属, (注),周易日,豊其屋天際辞也
C)

板本巻・34供に「群」を「邦」に作る。案ずるに,周易樟文に白く「軌鄭

王粛作辞」と。李斯韓本亦「辞」に作る。今,此の本の注に擦れば,李善の見

た周易は正に「辞」に作りで,鄭玄・王商と合せしを知る..校本「邦」に作る

は,後人今の周易に擦って,改めた.のであらう。

凡そ李聾,文選一書に注して,周易を引くや,其の主とし7:接れるは,王弼

本周易であったと恩はれる・O具して・然らば此の注も亦王弼本より探ったことに

なる。而して此の注が若し王弼本から採ったとすれば,李善の擦れる王弼本は,

今本と異り,亦陸徳明の用ひた新とも異ってゐたことになる。

(5)懇71,王元長,永明九年策秀才女,港令滋葦, (注),老子日,洗物滋章,蛋
0

賊多看

板本巻36供に「物」を「令」に作る。案ずるに,群書拾要引く新の要子徳

艇(河上公卿,及び四部叢刊景采刊河上公本老子徳歴,供に正に「物」に作り,
⑭

・二'-. -¥　・∴　‥一言こ∴∴∴-,l二　　　　∴　　∴　　∴・・・.ニ　_　∴:.

碑・奈良塑語赦菅紗河上公本理容,皆亦「物」に作る。戯らぼ,李善擦る新の

男子もとより「物」に作りて「令」に作らなかったのであるO板木文選,此の

注の「令」の字は,後人が今の老子に撲り7:改砂たか,解らずんぼ,正文の「法

令」に捗りて誤ったのであるO居欽倫,老子裏話に「港令」を是として,今本
0

文選李善注に引く新を詮奉すれども,・走れ李善の香ではないのである。位,也

の注引く新の「洗物」は今の河上公本と合し,今の王弼本とは合せざるの故を
0
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以て,直に李善擦る新の老子は即ち河上公本なりと断ずべきではない.

凡そ李善文選一書に注しく引く新の男子,或は河上公注を罪馨し,或は王弼

注を蓮引して変るが,王弼注を連引する者,数に於て精々多い。恐らく李善は,

主として王弼本を用ひ,南も文選正文の意味が王弼注に合しない者有れば乃ち

河上公本に擦るといふ方針をとったのであらうC今,王売長の文,正に「港令
0

滋章」し坂本「葦」を「彰」に作るは非なD)に作る0番らぼ李善,之に注するに

際し,若し其の河上公本は「港物」に作り,王弼本は則ち「法令」に作りたら
o                              o

んには,何ぞ正文と合する王弼本を引かずして,正文と合せざる河上公本を引

くことを悪さうぞ.走れに由りて之を観れば,李善見る所の王弼本,もとより

「港物」に作りて「港令」に作らなかったのであらう.陸棲明,老子音義は,
o O　　　　　　　　　　　　　　　　^

王弼本と河上公本との異同を注記するを例とするに,第57章に「物」と「令」

との異同ありとは記してゐない。戯らぼ陸の見た王弼本も河上公本も供に同一

字に作られ7:ゐたものと推測される。

(6)懇73下,曹子建,求日賦表,名辞垂於竹島, (注),墨子甘,以其新書於竹
0

島倖遣後子孫

板本巻37供に「斯」を1 「功」に作るo　案ずるに,穆徳税,香:臨猫焦眉注,

亦,墨子の此の文を引いて,板木は, 「以其斯獲書」に作るも,此の本(巻79)
o o

は射ち「獲」の字無く,此の注引く新と正に同じ。走れ李善擦る朋の墨子は

固より「以其新書」に作りて, 「以其功書」に作らず,亦「以某所獲書」に作
o                       o                           o

らなかったのである1。今,墨子(墨子閲詰本に掠る)を槍するに,巻4,乗愛下,

「以其新書於竹島」に作りて,此の本の此の注と正に合すO　墨子,巻2億賢
0

下・巻7天志申・巷9非命下・巷12景義・巻13魯間にもほぼ同じ文が見え,

其の語は欲しく殊るも,而も皆「功」に作らず,亦「所獲」に作ってゐない。

然らば即ち,校本文選の此の注,及び陽徳組魔性,皆湾入が意を以て改めたの

で^-)1*)n。

(7)懇85上,暫叔夜,興山E源絶交書,仲尾不催蓋,子夏護其短也, (注),衣

語日,孔子勝行,雨無蓋,門人日,商一也有意,孔子日,商之番人一也,甚短於財,
㊨　　　　　　　　　　　　　o O

著聞興人交者,推其長者,蓬其短音,故能久也,王薗日,短音蕃甚也

板本巻43供に「甚短」の2字を「蕃短」に作るo　案ずるに,坂本の如くん
O               o

ぼ「者短」の2字甚だ不詞0　倍に・ 「商之鴛人也,音(句)短於財」と謹むも,
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亦文義順でないoのみならず,若し是くの如く読むべきものならば,王轟が
y?

「短」の字に注するはずがない.今,訟苑を考-るに,亦此の記事有りて,而

も正に「甚短於財」た作り(巻17雑言),此の本の引・く所の豪語と合する。叉,
0　0

今の豪語致息第の本文は「甚惜於財」に作り,注は「惜蕃甚也」
0　0

L二ふ:Tこ:∴.工　　i. -'"*r '..'・∴ :∴　　　　　一二・‥　/・・...、、、':;

ち,此の注は此の本濁り李善の馨を存して,坂本は皆後人の寛故を経てなるの

であるo板本文選注,此の妄改変経たる所以の著は,疑ふらくは,漂人が,李
⑲

善所引の王粛注を誤り読んで, 「短音句音甚也」と薦し,達に上引家語の本文

「甚短」を改めて「者短」に作るに至ったのであらう。今の家語,亦先づ王粛
O               o

注の「短惜春甚也」の「短」の字を放し,達に本文の「短」の字を改砂て「慣」
0

に作ったのであらう。今此の本に擦りて,坂本文選の誤を訂し得るのみならず,

亦今本家語の誤を訂すことができる。

-"　ト・"?. I、;.'jこ∴・ ∴':∵∵.∴〕!蝣!* i!ミこ/-　‥・!'*-J:ニ∴iFi∴i>_-;.-.--・;
0

-J'J"サ.:浮上.1.　　　　　∴./ ∴之・蝣>　∴∴′_、 r...-1 ∴∴・.:二一一モ
⑳

未聞紫其君
0 0

板本巻44,供に二「殺」の字皆「鼠」に作るO　案ずるに,孟子の此の文で

「殺」に作る著が有るかどうかを知らぬ。戯れども,敦燈本,檀弓硬篇・春秋経
㊨　　　　　㊥　　　　　　⑳　　　　　　　　㊥、

偉集解凍巻,正平板論語,天文板論語,菅妙論語義疏の諸本に於で,それぞれ

の今本の「寿覧」の字を多く「殺」に作って変り,又,陸篠明経典障文には,

「殺」の字を田して「蹴」と苦し,或は「着武」の字を出して「本作毅」と注す

る著が甚だ多woこれらのことより推せば,此の注も「殴」に作る者が李善の

菅であるに達はぬ。段玉裁,経韻棋集,春秋避偉殺試二字軒別考の膜に,凡そ
㊨

三経三借の「殺」を用ひて「蹴」と寓す者は皆誤字なりと謂ってをれど,其の
㊨

詮は連に従ひ難い。深見を以てすれば, 「寿巳」は較々復田の形畳字で,盲昔は

もと自ら「欝」の字を用ふることが多かったのだと思ふ.今の孟子,衆意三下

は「未聞試君」に作りで「君」の上に「其」の字が無いoしかし足利本孟子は

「其君」に作って此の注引く所と合する。文義を案ずるに, 「其J:の字有る者

・蝣':I:干　　　. -.'-"/-'・;蝣蝣蝣:..:,i∴.二*.・;iこ・.蝣!!:-'-. I一二　　　　　∴ ・: ∴　、

所である。

肖　行文を正すべき例
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(1)懇9, ,左太沖,英都旗,句爪鋸牙,日成鋒譲, (注),墾伯陵答司馬遷書目,
-e>

有能者見鋒嬢之秋, (「秋」の下に「重」の字を旋するかと疑ふ),顧刀未払役餅反
o o o o   o O 0

板本巻5,供に「勢伯陵」の上に「虚記日,刀却刀授競,鄭玄目顔鋒也」の14

字が有って, 「秋墓」の下に「蹟刀末也云々」の7字が無いo案ずるに,坂本

注引く新の鐙記及び鄭注は,少儀篇に見ゆo (原本鄭泣「萩頒也」に作る。今の文

選「鋒」に作るは誤る)令,少儀篇の文を考-るに, 「疑」は「刀」に封して義

を属せば,此の蚊の「鋒轟」の語と,其の用例同じくないo戯らぼ,此の注は,

牽伯陵の書を引いただけで足るのであって,その上に薩記を引く必要はないの

である。蓋し後人が「蕗記日云々」を行間に記し7:おいたのを,捧易者が誤っ

て李善の注中に混入し,叉一方李善原注の「窺刀末也云々」の7字を放したの

であらう。

・二　-,'・':01∴.I: ′ 、 .*サ. JIJ ∴‥:∴　　、　　　　三~∴∴
0

之死地,十有三,天何故,以共生生之庭

坂本巻31,供に「人之生」の下に「生之厚」のr3字が有るO案ずるに,校

本の如くんぼ,文義貫かず。是れその「生之厚」の3字,下女に捗りて街した

のである。今の老子第50葦も亦正に此の3字が無いo　なほ此の注引く所の老

子は今本老子と異る鮎があって,そこは却って北平研究院,官本道徳経校刊載

する所の古本と合する。

l*> ・iiuji;. .:.・:・:;<蝣, :ふ　:二言::　　　　、_-f ".'--.''.・I三>　--!・蝣主
0

准誌日,顧命云・・.庶野首席梓,梓首序字他

校本巻58,倶に「東野未詳」の上に「王障曹書,灰唆H,知足如陳贋,堆

凄(胡氏教具に日く,芸本.・茶陵本錐去作衣是也と。足利本・四部本・深野本亦「塞」に

作る)列位而属東野」の文が有るo案ずるに,注の上文に王障青書を引いて正

文の「東野」の注としながら,其の下に,更に「東野未詳」とことわることは

あり得ないO校本の「王障青書」よ-り「居東野」までは,李善の原文に非ざる

こと甚だ明かであるo

今本文選李善注中の文にして,後人の埠添せし所かと疑はれる者の内で最も

興味を費えるのは,それが,砂或は陸書経注と合することであるo下の(4)(5)

(6) (7)は其の例。

(4)巻59下,謝玄障,和王著作八公山詩,平生仰令固,予嵯命不淑, (注),午
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生腕白謂也,左氏偉,汝叔弊日,君子能知其過,必有令々園々天所管也,辞君
㊥

韓詩章句日,干症歎幹也,毛詩日,手之不淑
0

板本巻30,供に此の注「不淑」の下に,叉, 「楊泉五湖駄目,底功定績,莞
㊥

寓令固,不淑己見哲庚幽憤詩」が有るo案ずるに,坂本に依れば,左氏侍を引

vl.て正文の「令固」に注し,辞君章句を引いて正文の「干症」に注し,毛詩を

引いて正文の「不淑」に注し,更に五湖耽を引いて復た正文の「令固」に注し,

「不淑云々」と記して正文の「不淑」に注したことになる.それでは「令囲」

「不淑」の注が星田することになり,而も後記の注の叙衆は正文の語衆と相合
◎

しないO板木の注の「楊泉五滴斌」以下は行文であること,疑ふべくもない。

今,此の正文下の妙を槍するに,層泉五湖族を引いて,其の文,板木文選注と

相同じ(ただ妙は「寓」を「再」に作る)0

(5)巻61下,江文通,雑鰐詩,夕飲三池津, (封,侍玄擬楚篇日,萱喝愉瀬玉池
0

板本巻31,供に「停玄」の上に「衡山記自室青尚有天津玉池」の12字が有

るo而して此の正文下の陸善匿注を検するに,衡山記を引いて,坂本李注引く
㊥

新と正に同じ。

(6)懇71,任彦昇,宜徳皇后令,天功在不覚,故庸動之典蓋訳, (注),周書目,
0

平州之臣,功大弗賞,諮臣自責
○

板本巻36皆「周書」の上に「雷功績既高,在乎不賞, ・故庸動之典,蓋閑而

不論」の19字有り,叉, 「周書目云々」の下に「史記,剃通読韓信日,功蓋天

下者不賞」の15字を引く。案ずるに,周書(巻8,史記解)の文は「其の功大

なるに,両も上より賞せられざる」を謂ひ,史記(准陰褒停)の文は「其の功極

大非常,天下無比なるが故に却って裳せられざる」を謂ふ。爾書の用ふる所の

「不賞」の語,其の義各々異って変る.。凡そ李注の例,其の義互に異る二女を

鼓列して詮と席すこと無きを以て,板本の注の「言功蹟」以下の19字,及び

「史記」以下の15字は,皆後人の埠加せし所である。

今,比の正文下の陸善経注を考ふるに,日く「史記,剃通日,功蓋天下者不

'.・・-"・　　-・--"一-.:'「.・ !、・.∴　　　　　　∴　∴7.・,':;ニー・:  i.1二

錬」とo蓋し,陸書経は正文の「不賞」の語の解について,李登と其の詮を異

にせし寓に,別に史記を引いて此の注をしたのであらう(正文の「不覚」の解と

しては陸の詮が是である10而して此の陸注は,今本李注術する新の文と甚だ相近
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レ-i.

(7)巻91下,王元長,三月三日曲水詩序,紹清和於帝献, (琵),春秋元命奄日,

元年蓉王正月,萄天□□清和之□□

板本巻46,供に, 「春秋元命苛」以下の21字無く, 「言以清和之徳,桟於

大道,梯子雲劇薬美新日,鏡淳粋之至精,玲(足利本「聴」を= 「聯」に誤る)清和

之正喜」の30字が有る。頗るに,此の正文下の妙に日く「清和謂帝之徳也,

言以清和之篠,紹楼於帝之大道一也,榎堆芙新云,鏡純粋之至精,聡清和之正

聾」と。何と,其の文の校本李善注と;相近きことよ。

今本文選李注を以て,此の本牧むる所の諸注と封校するに, (4)(5) (6) (7)の

如き例の抄なからざるを見る.走れ,もと此の本の横着が李善の原注と,紗

或は陸善雄注と相合する者有る時は,之を李注に略して,妙叉は陸注に詳に

せLに因るものか,将た今め李注が往々砂或は陸注を混ずること,猪今の李

注が時に五臣の注を混ずるがどときに因るものかo牌叉,後人が李注中に混

入せし文が偶々妙若しくは陸注と闇合せLに因るものか。此の問題の解決は

濁り今本文選の性質を愈々明白ならしむるのみならず,亦紗・陸善経注の本

質を開明ならしむるに興りて力が有らう。

-、' ,I　'蝣一蝣"蝣　∴　二　　　　　_ち. ∴*.　・　∵二∴至' I-∴.辛

濁り最も多く李善本の膏を存することを知るべきである。蓋し此の本世に出でて,

歴山の展画乃ち明かなるに庶渡しと謂っても過言ではなからう。

注

①　明,茸虞稜,千頃堂書目,巻31に,張所望文選集注(巻数を記せず)を錬すo　所望字

は叔勉,上海の人,高潜幸丑の進士(四庫仝事組日経要懇128に掠る)。茸氏の録する所,

果して張所望の撰ならば,国より国名異事である。

くり　経籍訪古志,巻6の詮,瀧川博士,文選小致(大東文化界14競)の課等。

⑨　集注奉,正文, 「無風無慮,其柴陶々」の句が直ちに「傭現高軌擾々蔦」の旬に接す

る。是れ其の掠る所の本は, 「陶々」と「伸筋」との間に,館若干字有りたるを,集注鰐

者が刑去せしものか,滑たもと聾に従ひて其の若干字を存し,ただ案語に於て賞に刑去す

べきことを述べたるのみなるに,後人が,その案語に操って之を刑去せしものか,折かに

するを得ない.今の坂本は, 「陶陶」と「傭取」との間に「元飴両群-一利慾之感情」の・

36字が有る。

①　柿堂存裏罫266某の課を意萌すO但,日本古典仝集本御堂閑自記は「粟方朝臣云云」の

記事を長保6年10月3日の健に系けてをり,道長自筆本は寛弘元年(長保6年7月20日

改元)秋冬の部分督放く。阿井博士操る所の園自記は何本なるかを知らぬO又別に関白記,

長保6年11月3日の保に,道長,集注文選を中宮に上れる記事があるO
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@　御堂閑自記に見える「集注文選」が,確かに「文選集注」であるか,否かについては,

もりと席究する必要がある。といふのは支那で, 「五臣注文二選」を: 「五臣集注文選」と呼

んだこともあるらしいから。

L@　此の5字と,巻内上欄記入め文字と,其の筆致相国じo巻算9に於ても亦余りO尊卑分

廠(巻13,ノ村上源氏上)を槍する.に,陸奥守源有宗怯,村上天皇の曾孫に嘗るO而して元

亨二年具注暦真書に「寛拍七毎(1093〕十月土日有宗衆目云々・」の記事有り(大日本史料

寛治7年雑載部に操る)又,大日本史巻81,盾妃列侍には,中右記・今鏡に擦りて,育

票の女,白河帝の寵を蒙れることを記す。これらを綜考して,有票は白河・堀河帝御宇頃

の人なるを知る。

①　此の12字及び17字は,有宗の後,二百教十年にして,又一人有りて記する所O

・⑤　文選集注巻8 ・巻9は九傑家所産。今,京都帝国大挙景印本に擦る。

◎　首妖O巻尾「元徳二暦中春於圧贋寺青草」の識語有り。東方文化畢院京都研究所(京都

大挙人文科挙研究所)景照本に掠る。

I(◎　圏審寮済籍聾本音日巻4に「紙背間引公孫羅文選妙可珍也」と記せども,千,山田除美

君を煩はして捨馬せし所の背記に擦れば, 「妙」に作りて「公孫羅金か」に作らず.

⑪　今,大阪上野清一氏所産。

⑳　羅振玉唐富文選集注魂巻序に云ふ,此の寄誉注本の1巻を析ちて2と慮すとO

⑳　各巻悉くは完からず。

⑳　現存巻夢及び其の所在は,開靖氏,金津文庫本園録解語,及び同氏の荘内訪寄鍍(音譜

畢3の6)に詳かである。而して其の過半数は金津文庫に産せられ,其の五の-は東洋文

庫に産せらるO　予,南文庫を訪ふこと各々2回,略々其の赤本を閲讃したが,其の像は未

だ原本を見ないので,本論文は,その景印本に掠った。

@　羅氏韓する所は,巻算48・巻第68・巻夢93の外,皆京大景印本と重複して,両も欽損

多く,又巻夢48・巻欝59以外は悉く移鴬に係るを以て,在住馬手意を以て改め記し,或

は誤り錬せし所が有る.

・⑯　日本国見衣署員に公孫羅文選妙69巻を錬し,雨麿志は公孫羅文選注60巻を錬すO文選

妙・文選注,両者或は是れ本国一事ならんかO　又,日本国見衣昔日,公孫原文選書決10巻。

膏唐志,公孫羅文選普(新唐志音義に作る) 10台有り。君山先生,唐妙本文選戎巻故に

日く「文選普輿文選普決恐是一事」と。

石渡純太郎畢士(君山発達唐妙本文選残篇放晋後) ・絡鴻凱(刺青夢8期所載選挙源流)等

は,文選集注に引ける砂・専決を,上に記せる公孫尿の文選妙・文選普決と見るO

◎　君山発生日く,寮は即ち桃察。金少引く甥は其の漠薯訓基の翫陳真部何事桃察撰,漠寄

訓基30番,特恵・見在書目,皆之を著鍍すと。

t⑱　集注巻115,未だ其の存供を辞にせず.余れども「今案砂慮郭林業」の7字は,茶伯唯,

郭有道碑文稀題下の校語なること襲ふ飴地無し.即ち「郭有道」を砂本は「郭林業」に作

るとの意である.若しこの「妙底部林宗」を謹んで, 「妙は郭林宗つくる」又は「妙は郭

林宗のたり」等の意と度し得べくんぼ,天下復た讃む髄はざるの文無けむ。況や藻の郭林

宗澄め巣の昭明が虜に文選の妙を作ること有るべからざるをやO

⑳　集資注記に日く「圃売十九年三月,斎嵩奏王智明・李完成・陳屠注文選,党是靖光震,
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奉赦入院,校文選,上疏以挙善醤注不精,講改注,従之,光震自注得敷巻,嵩以二先任膏薬,

欲就其功,奏智明等助之,折年五月,令智明・元成・陸書経,専注文選,事寛不就」 (玉

海巻54引)と.騎鴻凱(前出).請-らく,陸誉経奉救文選に注して未だ就らず,集注引く

所,或は陸の私撰かとO　又,新美挙士は則ち云ふ「集_賢院に於ける協同事業としての改注

は寛に就らぎりLも,顔,陸書経燭力を以て之を確修せしならむ。而して集注引く所は其

の練修によりて成れる者なるべし」と。新美認許に支部畢算9巻夢1班所載「陸誉経の事

旗に就いて」に見ゆ。

⑳　集注本巻夢10,未だ其の存亡を詳かにせずO

㊥　「栗」は「策」の俗字。欝氏家訓薯琵第に日く「簡策字,竹下施東,末代隷書,似杷宋

之宋」と。

㊨　讃寄志撃ぐる所の類日及び其の数次,今の文選と必ずしも相同じからず.

⑳　東方文化畢院京都研究所(京都大挙人文科挙祈究所)景本に擦るO

㊨　榎本「群馬」 2字互に倒す。比の本篇題及び挙注中引く所,一瞥「軒馬」に作り.て「蒔

軒」に侍らず,概本李注引く所は則ち多く此の本に同じ。

㊥　文選戟する所の文,其の隼者の集に牧むる所と,文字異国有る時は,李善往々注中に於

て之を校す。謝玄曙和王主簿怨惜詩琵・沈休文和謝宣城詩注等に亦是の例が有る。

⑳　李善,文選正文と注引く所の文と,用字互に興りて,而も其富国じき者には,夏に他に

鐙を求めて,両者同意なる所以を阿かにするを例とす。記,辞に,拙著「李誓文蓬注引文

義例考」 (日本中国草食報第二)に見ゆ。

㊨　都紹英,文選等琵巻26,亦「京嘗虜原」を以て李善の語と誤解す.是を以て其の立静

甚だ謬る。

⑳　六臣注諸本の校語,及び銑琵に擦れば,五臣本は自ら「九原」に作れるを知る。李資
°

本・五臣本,もと甚しく殊れるに三拝ずO李善本の苦往々却って五臣本に存す。

⑳　頭書雑志倣雨下O

⑳　詮群に胡氏考異に見ゆO足利本・裳本・四部輩刊本・津野本,此の劉注無く,集注本亦

正に無きを以て,胡認め謬らざるを知る。

㊥　此の字数は胡副本に掠る。六臣琵本小異O下此に倣ふO

⑳　東方文化叢書景印本に掠る。

㊨　此の32字は三傑家本に嫁るO　胡刻本では34字になるO

㊧　引く所は陳景雲の文選準正の記であらうO陳氏原本末だ見ず.

㊨　坂本は「漠後」の2字互に倒す。余れども此の本引く所は多く「漠後」に作るO

⑲　注文量韓,謝承後東署に,王元長の文の注,及び沈休文の文の注に引く所を探りて両も

「都」に作るは非o

㊥　四部叢刊景専横本巻4に擦るO倍音,成王政序「成王東伐催夷,達壊奄」,婿蒲姑序「成
°

王臨疎奄」供に亦「腐」に作る。
°

⑳　飯本文還啓39,江文通,詣建平三上晋の注に孟子の此の文,及び劉緊注を引いて「致」.

に惰る。

⑲　教壇本毛詩,釆芭欝は「族」を督「膿」に作り,今本宅詩は「供」に作る。

⑳　「滞」の字,朝刻本に依る.胡氏考輿に云ふ,裳本・茶陵本, 「滑」を「猪」に作ると。
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足利本・四部叢刊本・浅野本,亦「猪」 V=作るO

㊤　欝,辞に文選筆記夢2に見ゆ。胡克家考異巻1の記,梁氏勇詮巻8の詐取に略同じO

㊨　梁有曹侍申劉達琵左恩三部既三春。

㊨　劉連銀都斌造田云云を引導,巻6貌都賦菩提に其の文無し。

㊨　武内博士,老子原始rc,定めて河上公本と麓せる者。

㊨　樺文放線に日く「今依三本,博采衆家,以堺同異」とO

⑲　「興人交者」以下の16字,此の本誤Dて股す。今,胡刻本に嫁りて補ふo

㊨　四部叢刊本に擦る。

㊨　陳士珂,家語疏髭,琵無し。

⑲　程先甲,選雅巻2,亦此の注に操りて「短審也」を引く。非なりO

⑳　千線字音に云ふ「款」は「殺」の俗字と。

㊥　供に古籍叢残景印本に掠る。

㊥　大阪府立圏書館産本。

㊥　石川願立固書館産本,及び扉島光藤球夫氏戒本O

㊥　武内義雄博士校勘記に擦るO

㊥　集注本李聾注,亦今本の「就」の字,多く「穀」に作るO

㊥　記,亦　文就字の注に見ゆO

㊥　鉦樹玉,記文解字校繰,戟字下の詮,著が意を獲たるに庶幾し。

㊥　坂本巻24,藩妥仁,底質謎作圏陸機再往に引く所, 「壷」の字有po

◎　此の健の「淑」の字及び「叔」の字は,原音では俗字産に尊くO今改めた。

㊥　四部叢刊本・浅野本; 「不淑巳見云々」を「毛甚詩停日,春暖也,毛詩日,子之不淑,

云如之何」に作る。養し斡憤詩注に振りて榎田せしもの。

㊥　校本李聾注,楊泉五潮既を引くはただ此の一俵のみ。

㊥　横本奉書淀,衡山記を引くはただ此の-僚のみ。
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